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饉
釀
釀
釀
圓

特
集
/
平
成
=
四
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

『鬮
監
察
週
省
重
点
施
策
』
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課
企
画
係

は
じ
め
に

平
成
一
四
年
度
の
重
点
施
策
は
、
二
〇
〇
一
年
一
月
の

国
土
交
通
省
発
足
後
初
の
重
点
施
策
と
し
て
、
去
る
八
月

二
三
日
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
要
施
策
等

に
つ
い
て
、
道
路
局
関
連
部
分
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

一第
一
部

今
後
の
国
土
交
通
行
政
の
展
開
一

一

今
後
の
国
土
交
通
行
政
の
基
本
的
考
え
方

1

国
土
交
通
行
政
の
改
革

,
効
率
的
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
行
政
の
展
開
,

①

｢21
世
紀
国
土
交
通
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
｣
に

基
づ
く
諸
施
策
の
総
合
的
･
整
合
的
な
推
進

②

二
一
世
紀
型
社
会
資
本
整
備
へ
の
転
換

①

長
期
計
画
等
の
あ
り
方
の
見
直
し

②

既
存
の
事
業
･
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
と
二
一
世
紀

型
分
野
へ
の
重
点
化
等

③

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用

(参
考
別
表
①

(後

掲
))

④

事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
総
合
的
な
コ
ス
ト
縮

減
の
推
進

新
規
採
択
の
思
い
切
っ
た
抑
制
･
厳
選
に
よ
る
箇
所

数
の
ス
リ
ム
化
と
事
業
中
箇
所
へ
の
集
中
投
資
に
よ
る

早
期
供
用
化
、
改
正
土
地
収
用
法
の
適
切
な
運
用
等
に

よ
る
用
地
取
得
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
等
に
よ
り
、
事
業

の
全
過
程
を
通
じ
た
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
と

し
、
例
え
ば
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
五
年
後
の
事
業

進
捗
の
姿
を
提
示
す
る
等
事
業
の
進
捗
管
理
を
徹
底
す

る

(五
年
で
見
え
る
道
づ
く
り
)。

⑤

特
定
財
源
の
見
直
し

③

二
一
世
紀
型
交
通
政
策
へ
の
転
換

④

特
殊
法
人
改
革
等

2

国
土
交
通
行
政
へ
の
新
た
な
視
点
の
導
入

○

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
か
ら
ア
ウ
ト
カ
ム
へ

⑭

二
一
世
紀
型
課
題
に
沿
っ
た
質
の
重
視

③

地
方
の
発
案
、
創
意
の
尊
重

④

グ
ロ
ー
バ
ル
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
発
揮

3

施
策
展
開
に
お
け
る
総
合
性
の
発
揮

の

本
格
的
な
融
合
･
連
携
施
策
の
展
開

(参
考
別
表

②
(後
掲
))

②

ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
の
戦
略
的
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

施
策
の
展
開

(参
考
別
表
③

(後
掲
と



4

国
と
地
方
･
民
間
の
適
切
な
役
割
分
担
と
新
た
な
協

調
･
協
力
関
係
の
構
築

0

国
と
地
方
公
共
団
体
の
関
係
の
再
構
築
等

②

民
間
活
力
の
積
極
的
活
用

5

国
民
に
開
か
れ
た
行
政
の
展
開

二

民
間
需
要
の
誘
発
に
よ
る
経
済
の
活
性
化
等

緊
急
の
課
題
へ
の
対
応

(参
考
別
表
④
(後
掲
こ

1

民
間
投
資
の
誘
発
等
に
向
け
て
の
取
組
み

2

新
市
場
･
新
産
業
の
育
成
･
整
備

3

徹
底
し
た
規
制
改
革
等
に
よ
る
市
場
活
性
化

4

建
設
産
業
等
の
再
編
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
確
立

1

都
市
再
生
と
個
性
あ
る
地
域
･
美
し
い
国
土
の
形
成

の

民
間
の
活
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
都
市
再
生
に
振
り
向

け
る
仕
組
み
の
構
築

②

二
一
世
紀
の
新
し
い
都
市
創
造
に
向
け
た
交
通
体

系
の
整
備
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

等
.
国
際
競
争
力
の
あ
る
都
市
の
形
成
を
図
り
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
国
際
空
港
、
国
際
港
湾
、

国
際
幹
線
航
路
等
の
整
備
及
び
こ
れ
ら
へ
の
ア
ク
セ

ス
の
改
善
を
重
点
的
に
進
め
る
。

大
都
市
圏
の
交
通
渋
滞
等
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た

め
、
環
状
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
無
利
子
貸

付
制
度
を
創
設
す
る
。

･
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
乗
換
駅
等
交
通
結
節
点
の
機
能
強

化
等
に
よ
り
、
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
。

③

二
〇
世
紀
の
負
の
遺
産
の
解
消
に
向
け
た
交
通
混

雑
の
解
消
、
都
市
の
防
災
性
の
向
上
の
推
進
等

･
交
通
混
雑
の
解
消
に
向
け
、
渋
滞
状
況
を
徹
底
把
握

し
、
情
報
提
供
及
び
こ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
渋
滞

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
の

改
良
を
推
進
す
る
た
め
立
体
交
差
化
、
構
造
改
良
等

を
進
め
る
。

④

知
恵
と
工
夫
の
競
争
に
よ
る
個
性
あ
る
地
域
の
活

性
化

①

地
域
ご
と
に
知
恵
と
工
夫
の
競
争
促
進
に
よ
る
個

性
あ
る
地
域
の
形
成
、
活
性
化

･
地
域
の
自
立
的
発
展
を
促
し
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
市
町
村
合
併
に
よ
る
効
果
を
発
現
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
拠
点
間
の
道
路
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
等

へ
の
支
援
を
行
う
。

･
中
心
市
街
地
の
活
性
化
等
を
図
る
た
め
、
安
全
で
快

適
な
道
路
空
間
へ
の
再
生
に
向
け
た
住
民
参
加
に
よ

る
計
画
策
定
へ
の
支
援
や
地
区
の
交
通
安
全
事
業
の

一
括
補
助
を
行
う
。

②

北
海
道
の
総
合
開
発
の
推
進
、
豪
雪
地
帯
、
離
島
、

奄
美
･
小
笠
原
、
半
島
等
の
振
興

③

複
数
事
業
間
の
連
携
等
に
よ
る
美
し
い
国
土
、
地

域
の
形
成

緑
地
の
保
全
と
併
せ
、
公
園
、
河
川
、
道
路
等
の
事
業

を
一
体
的
に
実
施
し
、
緑
の
骨
格
軸
･
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
緑
の
回
廊
構
想
を
推
進
す
る
等
、
多

様
な
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
進
め
る
。

ま
ち
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
等
に
お
い
て
、
電
線

共
同
溝
等
の
整
備
に
よ
る
電
線
類
地
中
化
を
実
施
し

て
い
る
延
長
を
平
成
一
五
年
度
ま
で
に
六
、
四
〇
〇

皿
に
す
る
。
(平
成
一
二
年
度
四
、
六
〇
〇
皿
)

･
電
線
類
地
中
化
の
推
進
等
に
よ
り
良
好
な
都
市
景
観

の
形
成
を
推
進
す
る
。

2

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
の
実
現

○

環
境
に
や
さ
し
い
交
通
の
実
現

①

低
公
害
車
の
開
発
･
普
及

②

円
滑
な
交
通
流
の
確
保
と
交
通
需
要
の
調
整
等

･自
動
車
交
通
の
分
散
や
円
滑
な
走
行
確
保
に
よ
り
渋

滞
緩
和
を
図
り
、
朧
、
鰯

(粒
子
状
物
質
)、
簾
を

削
減
す
る
等
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
の
実
現
に
向
け

第
二
部

平
成
一
四
年
度
に
お
け
る
重
点
課
題

へ
の
対
応

全
国
の
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト

(平
成
九
年
度
時
点

で
三
、
二
〇
〇
箇
所
)
の
う
ち
、
一
、
0
0
0
箇
所

を
平
成
一
四
年
度
ま
で
に
解
消
･
緩
和
す
る
。
(平

成
一
二
年
度
六
○
○
箇
所
)



総
合
的
な
対
策
を
推
進
す
る
。

ー
環
状
道
路
等
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

や
交
差
点
の
立
体
化
、
踏
切
道
改
良
等
の
ボ
ト
ル

ネ
ッ
ク
対
策
の
推
進

ー

E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ

ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ
ス
料
金
所
の
整
備
拡
大

(全
国

約
九
〇
〇
料
金
所
)、
道
路
交
通
情
報
の
充
実
等

の
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
推
進

-
有
料
道
路
の
料
金
格
差
を
利
用
し
て
交
通
流
の

転
換
を
図
る
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
や
、
幹

線
物
流
を
対
象
と
し
た
効
率
化
策
等
の
T
D
M
施

策
の
推
進

ー
大
気
常
時
観
測
局
の
増
設
及
び
環
境
省
、
地
方

公
共
団
体
と
の
連
携
に
よ
る
環
境
情
報
の
提
供
等

の
推
進

②

自
然
と
共
生
す
る
快
適
･
安
全
な
都
市
･
居
住
空

間
や
国
土
の
構
築

③

循
環
型
社
会
構
築
に
向
け
た
廃
棄
物
の
発
生
抑

制
、
再
資
源
化
･
再
生
利
用
等
の
推
進
等

④

世
界
的
視
野
で
の
環
境
問
題
解
決
に
向
け
た
国
土

交
通
行
政
基
盤
の
形
成

3

少
子
･
高
齢
社
会
を
迎
え
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

Q

自
宅
か
ら
交
通
機
関
、
ま
ち
な
か
ま
で
ハ
ー
ド
･

ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
り
連
続
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環

境
の
整
備

①

公
共
交
通
機
関
、
歩
行
空
間
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
等
に
よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

･
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
基
本
構
想
の
作
成

を
促
進
す
る
等
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
、
歩
行
空

間
等
に
お
い
て
、
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
り

連
続
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
を
整
備
す
る
。

･
身
体
障
害
者
や
高
齢
者
等
に
安
全
な
歩
行
の
た
め
の

情
報
を
提
供
す
る
歩
行
者
I
T
S
の
技
術
基
準
の
策

定
等
を
実
施
す
る
。

②

住
宅
･
建
築
物
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

③

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
を
導
入
し
た
環

境
整
備
の
推
進

･
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
概
念
を
導
入
し
た
公
共

交
通
機
関
、
道
路
空
間
、
官
庁
施
設
等
の
整
備
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
･
普
及
す
る
。

②

福
祉
と
の
連
携
に
よ
る
高
齢
者
･
子
育
て
世
帯
の

安
全
･
安
心
な
生
活
を
確
保
す
る
た
め
の
環
境
整
備

4

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
対
応
し
た
円
滑
な
人
の
交

流
と
競
争
力
あ
る
物
流
の
実
現

の

大
都
市
圏
拠
点
空
港
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
拠
点

の
整
備
と
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
交
通
体
系
の
連
携
整
備

の
推
進

･
成
田
空
港
ア
ク
セ
ス
関
連
道
路
の
整
備
等
に
よ
り
、

国
際
的
に
見
て
遜
色
の
な
い
水
準
の
空
港
ア
ク
セ
ス

の
実
現
を
図
る
。

,
全
国
の
主
要
都
市
間
の
連
結
を
強
化
す
る
高
規
格
幹

線
道
路
網
や
地
域
高
規
格
道
路
網
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
と
空
港
･
港
湾
等
の
交
通
拠
点

1置分〒セ 2001

と
を
接
続
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
進
め
る
。

･
乗
り
継
ぎ
や
積
替
え
を
円
滑
化
し
、
ド
ア
･
ツ
ー
･

ド
ア
の
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
な
コ
ス
ト
で
提
供
で
き
る

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
な
交
通
体
系
の
整
備
を
進
め
る
。

②

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
対
応
し
た
国
際
競

争
力
の
あ
る
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築

･
新
総
合
物
流
施
策
大
綱
に
基
づ
き
、
国
際
的
に
競
争

力
の
あ
る
水
準
の
物
流
市
場
の
構
築
に
加
え
、
環
境

負
荷
を
低
減
さ
せ
る
物
流
体
系
の
構
築
等
の
観
点
か

ら
、
施
策
の
着
実
な
実
現
を
図
る
。

ー
環
状
道
路
の
整
備
、
T
D
M
施
策
の
充
実
等
ハ

ー
ド
･
ソ
フ
ト
一
体
と
な
っ
た
施
策
の
展
開
に
よ

る
都
市
内
物
流
の
効
率
化
の
推
進

③

伸
び
悩
ん
で
い
る
外
国
人
旅
行
者
の
倍
増
の
た
め

の
観
光
政
策
の
推
進

④

二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
輸
送
対

策
等 自

動
車
専
用
道
路
等
の
I
C
か
ら
一
〇
分
以
内
に

到
達
可
能
と
な
る
主
要
な
空
港
及
び
港
湾
の
割
合
を

平
成
一
四
年
度
末
ま
で
に
四
四
%
に
向
上
さ
せ
る
。

(平
成
三
一年
度
末
三
六
%
)



5

自
然
災
害
等
へ
の
対
応
、
交
通
安
全
対
策
、
海
上
の

バ
網
の
整
備
と
連
携
し
て
、
情
報
B
o
×
等
公
共
の

【後
掲
】
別
表
掲
載
施
策

治
安
対
策
の
充
実
強
化

′

ァ

ミ
双
･

閑

玉
、･
ツ
ト
ワ
ー
ク
ヒ
を

(誌
面
の
都
合
ク

○

ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
防
災
･
安
全
対
策

に
よ
る
被
害
の
回
避
、
最
小
化

･
地
域
の
安
全
度
、
安
心
度
を
踏
ま
え
、
生
命
線
と
な

る
道
路
の
重
点
的
、
計
画
的
な
整
備
、
防
災
対
策
の

充
実
、
道
路
管
理
の
高
度
化
等
に
よ
り
道
路
の
安
全

を
確
保
す
る
。

②

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
の
防
止
等
総
合
的
か
つ
効
果

的
な
交
通
安
全
対
策
の
充
実
強
化

･
幹
線
道
路
に
お
け
る
事
故
多
発
地
点
対
策
の
集
中
的

実
施
、
生
活
道
路
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー

ン
の
整
備
に
加
え
、
事
故
多
発
地
点
等
の
情
報
を
提

供
す
る
マ
ッ
プ
の
作
成
･
公
表
等
に
よ
り
安
全
な
道

路
交
通
を
実
現
す
る
。

③

国
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
海
上
に
お
け

る
治
安
対
策
の
充
実
強
化

④

防
災
拠
点
、
資
機
材
、
情
報
等
の
有
効
利
用
、
連

携
強
化
に
よ
る
危
機
対
応
能
力
の
強
化

6

ー
T
革
命
の
推
進

○

世
界
最
先
端
の
I
T
社
会
の
基
礎
と
な
る
超
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
構
築

･
道
路
等
の
公
共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
収
容
空
間

の
整
備
、
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
な
電
線
共
同
溝
の
開

発
･
導
入
等
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
光
フ
ァ
イ

光
フ
ァ
イ
バ
収
容
空
間
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
る
と
と
も
に
透
明
性
の
高
い
利
用
ル
ー
ル
の
下
で

迅
速
な
開
放
を
進
め
、
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
構
築
を
支
援
す
る
。

②

I
T
革
命
の
恩
恵
を
実
感
で
き
る
社
会
サ
ー
ビ
ス

の
効
率
的
、
効
果
的
な
提
供
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上

･
E
T
C
の
普
及
･
高
度
利
用
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム

の
実
現
等
I
T
S
の
推
進
に
よ
る
安
全
･
快
適
で
円

滑
な
移
動
の
実
現
を
図
る
。

･
道
路
空
間
を
は
じ
め
と
し
た
一
般
の
公
共
空
間
に
お

い
て
、
円
滑
な
移
動
を
支
援
す
る
歩
行
者
I
T
S
の

技
術
基
準
の
策
定
等
利
便
性
、
安
全
性
の
高
い
公
共

空
間
の
確
保
を
図
る
。

③

効
率
的
、
効
果
的
な
行
政
の
実
現
等
に
向
け
た
国

土
交
通
行
政
の
I
T
化

7

国
土
交
通
分
野
に
お
け
る
技
術
研
究
開
発
の
推
進

の

技
術
研
究
開
発
の
重
点
化

②

国
土
交
通
省
の
技
術
基
本
計
画
の
策
定
･
推
進

(誌
面
の
都
合
に
よ
り
施
策
名
の
み
掲
載
)

別
表
①

既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
に
関
す
る
主
な
施
策

･
E
T
C
の
普
及
促
進
に
よ
る
交
通
混
雑
の
緩
和

･
T
D
M
施
策
の
展
開
に
よ
る
交
通
混
雑
の
緩
和
や
環
境
負

荷
の
低
減

別
表
②

平
成
一
四
年
度
重
点
施
策
に
お
け
る
主
な
融
合
･

連
携
施
策

･
都
市
圏
の
交
通
円
滑
化
の
推
進

･
鉄
道
駅
と
そ
の
周
辺
の
総
合
的
改
善

･
地
域
連
携
の
総
合
的
な
支
援

･
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

･
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
の
実
現

･
静
脈
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築

･
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
の
推
進

･
超
高
速
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
構
築

別
表
③

平
成
一
四
年
度
重
点
施
策
に
お
け
る
主
な
ソ
フ

ト
･
ハ
ー
ド

一
体
施
策

･
自
宅
か
ら
交
通
機
関
、
ま
ち
な
か
ま
で
ソ
フ
ト

･
ハ
ー
ド

両
面
に
わ
た
り
連
続
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整
備

･
総
合
的
な
危
機
管
理
･
防
災
対
策

･
I
T
S
の
推
進

･
安
全
で
快
適
な
道
路
空
間
へ
の
再
生

別
表
④

民
間
需
要
誘
発
、
雇
用
創
出
に
資
す
る
主
な
施
策

･
環
状
道
路
の
整
備

･
総
合
的
な
静
脈
物
流
シ
ス
テ
ム
の
構
築

猟

･
I
T
S
の
推
進

ル

公

共
施
設
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
等
収
容
空
間
の
整
備
･
開

鮴

放

全
料
金
所

(平
成
一
四
年
度
末
一
、
三
〇
〇
箇
所
)

の
う
ち
E
T
C
が
利
用
可
能
な
料
金
所
の
割
合
を
平

成
一
四
年
度
ま
で
に
七
0
%
に
す
る
。
(平
成

一
二

年
度
五
%
)



鑓
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釀
麗

特
集
/
平
成
.
四
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

都
市
の
再
生

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

一

施
策
の
必
要
性

交
通
混
雑
や
防
災
上
の
問
題
や
環
境
の
悪
化
な
ど
、
都

市
に
お
い
て
様
々
な
問
題
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
都
市
化

社
会
か
ら
都
市
型
社
会
へ
の
転
換

(図
1
)
を
図
る
た
め

に
は
、
こ
の
よ
う
な
都
市
に
蓄
積
さ
れ
た
種
々
の
問
題
を

抜
本
的
に
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
都
市
の

骨
格
を
形
成
す
る
環
状
道
路
の
体
系
的
な
整
備
や
面
整
備

に
よ
る
都
市
拠
点
の
形
成
に
よ
る
都
市
の
再
生
･
再
構
築

を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
道
路
の
渋
滞
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展

と
と
も
に
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

(図
2
)、
都
市
活
動

を
阻
害
し
、
全
国
で
年
間
約
三
一兆
円
に
も
の
ぼ
る
損
失

を
及
ぼ
す
と
と
も
に
、
沿
道
環
境
･
地
球
環
境
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
都
市
内
の
人
と
も
の
の
効
率
的

で
円
滑
な
移
動
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
、
世
論

調
査
等
を
み
る
と
、
い
つ
も
通
る
一
般
道
路
で
交
通
渋
滞

し
て
い
る
所
が
｢あ
る
｣
と
答
え
た
人
は
政
令
指
定
都
市
、

中
都
市
で
五
割
以
上

(図
3
)
で
あ
り
、
ま
た
、
東
京
都

内
に
お
い
て
現
存
す
る
約
一
、
二
〇
〇
箇
所
の
踏
切
の
う

ち
、
約
四
分
の
一
が
ピ
ー
ク
遮
断
時
間
四
〇
分
以
上
で
あ

る
こ
と

(図
4
)
な
ど
、
社
会
的
な
状
況
を
み
て
も
、
渋

滞
対
策
に
対
す
る
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
そ
の
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

二

施
策
の
概
要

一
で
述
べ
た
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
年
度
は
、

都
市
の
骨
格
と
な
る
環
状
道
路
等
の
整
備
等
に
よ
る
都
市

の
再
生
･
再
構
築
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
や
T
D
M

(交

通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
施
策
の
推
進
等
に
よ
る
交
通
の

円
滑
化
を
推
進
す
る
。
以
下
、
0
都
市
構
造
を
再
編
、
再

構
築
す
る
環
状
道
路
等
の
整
備
、
②
都
市
交
通
の
円
滑
化

に
従
い
詳
細
を
述
べ
る
。

○

都
市
構
造
を
再
編
、
再
構
築
す
る
環
状
道
路
等
の

整
備

三
大
都
市
圏
か
ら
地
方
中
核
都
市
に
至
る
ま
で
、
都
市

圏
の
環
状
道
路
の
整
備
を
強
力
に
進
め
、
都
市
の
骨
格
を

形
成
す
る
。
具
体
的
に
は
、
概
ね
一
〇
年
以
内
に
首
都
圏

三
環
状
道
路
の
い
ず
れ
か
の
部
分
で
九
本
の
放
射
道
路
を

　
　

接
続
す
る
よ
う
な
環
状
線

(重
点
リ
ン
グ
)
を
形
成
す
る

こ
と

(図
5
)
を
目
標
と
し
て
整
備
を
推
進
す
る
。
こ
の

重
点
リ
ン
グ
が
完
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
圏
央
道
内
側
の

主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト

(約
六
〇
〇
箇
所
)
の
約
六
割
が
解

消
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
走
行
時
間
の
短
縮
や
燃
料
費
の
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図 2 モータリゼーションの進展とともに厳しさを増す道路の渋滞
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図 5 首都圏の重点リングの形成
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民間都市開発と連動して弾力的に事業区間を設定し、
における道路の空間機能を重視し

図 6 優良な民間都市開発にあわせた都市内の道路整備の推進

減
少
等
な
ど
の
効
果
が
発
現
し
、
年
間
約
二
兆
円
の
経
済

効
果
が
あ
る
。
ま
た
、
用
地
補
償
費
が
建
築
物
の
新
築
等

に
使
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
約
二
兆
円
の
効
果
が
誘
発
さ

れ
る
。
ま
た
、
優
良
な
民
間
都
市
開
発
を
誘
導

･
誘
発
す

る
観
点
か
ら
都
市
内
に
お
け
る
道
路
の
空
間
機
能
を
重
視

し
た
道
路
整
備
を
推
進
す
る

(図
6
)。

制
度
面
に
お
い
て
は
、
都
市
再
生
に
資
す
る
環
状
道
路

を
は
じ
め
と
す
る
都
市
計
画
道
路
の
用
地
先
行
取
得
等
に

要
す
る
費
用
に
対
し
無
利
子
貸
付
制
度
を
導
入
し
、
そ
の

整
備
の
促
進
を
図
る
ほ
か
、
市
街
地
再
開
発
事
業
の
施
行

区
域
見
直
し
等
に
よ
り
土
地
区
画
整
理
事
業
、
市
街
地
再

開
発
事
業
、
み
ち
再
生
事
業
を
推
進
す
る
。

(注
)
重
点
リ
ン
グ
…
首
都
圏
三
環
状
道
路
の
う
ち
、
進
捗
状
況
を
勘
案
し
、

整
備
の
途
中
段
階
で
も
環
状
道
路
の
機
能
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ

う
計
画
し
た
重
点
区
間

(圏
央
道
西
側
区
間
、
外
か
ん
東
側
区
間
、

首
都
高
速
中
央
環
状
線
の
三
号
線
以
北
区
間
)

道行セ 2001.9 "

②

都
市
交
通
の
円
滑
化

交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
な
ど
都
市
交
通

を
円
滑
化
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
道
路
を
実
際
に

走
行
し
て
い
る
車
か
ら
渋
滞
デ
ー
タ
等
を
収
集
し
、
そ
れ

ら
を
分
析
し
た
結
果
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て

提
供
す
る

(図
7
)
と
と
も
に
、
こ
の
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
、
平
成
一
四
年
度
ま
で
一
、
○
○
○
箇
所
の
主
要
渋
滞

ポ
イ
ン
ト
を
解
消
･
緩
和
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
都
市
圏

交
通
円
滑
化
総
合
対
策
事
業
を
松
江
地
域

(島
根
県
)
等

約
二
〇
都
市
圏
で
実
施
す
る
等
地
域
の
交
通
特
性
を
踏
ま

え
た
き
め
細
か
い
渋
滞
対
策
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
連
続
立
体
交
差
事
業
の
無
利
子
貸
付
制
度
の
創

設
等
に
よ
り
、
J
R
中
央
線

(東
京
都
)
等
六
二
箇
所
に

お
い
て
連
続
立
体
交
差
事
業
を
一
層
推
進
す
る
な
ど
、
交

通
渋
滞
の
解
消
･
事
故
の
防
止
･
地
域
の
分
断
の
解
消
を

図
る
た
め
、
立
体
交
差
化
、
構
造
改
良
等
に
よ
る
踏
切
道

の
改
良
を
推
進
す
る

(図
8
)。
具
体
的
な
目
標
と
し
て

は
平
成
二
二
年
度
ま
で
に
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
踏
切
約
一
、
0

○
○
箇
所
の
う
ち
約
半
分
の
改
良
を
目
指
す
。

さ
ら
に
、公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
等
を
図
る
た
め
、

様
々
な
交
通
モ
ー
ド
を
結
節
す
る
交
通
結
節
点
改
善
事
業
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や
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
･
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
バ
ス

フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
等
を
推
進
す
る
。
具
体
的
に
は
、

歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
等
地
域
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
た
多
様
な
交
通
結
節
点
を
整
備
す
る
た

め
、
道
の
駅
と
の
連
携
等
を
図
り
つ
つ
、
駅
前
広
場
、
歩

道
･
自
転
車
道
や
駅
の
自
由
通
路
等
を
、
新
宿
駅
等
約
一

八
〇
箇
所
に
お
い
て
整
備
す
る
。
ま
た
、
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
･
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
日
暮
里
舎
人
線

(東
京

都
)
等
一
〇
路
線
で
推
進
す
る
と
と
も
に
、
鹿
児
島
市
を

は
じ
め
と
し
た
四
箇
所
で
路
面
電
車
を
整
備
す
る
ほ
か
、

仙
台
地
区

(宮
城
県
)
三
一箇
所
で
バ
ス
路
線
フ
レ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
事
業
を
、
新
徳
島
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル

(仮
称
)

等
四
箇
所
で
バ
ス
の
駅
整
備
事
業
を
推
進
し
、
バ
ス
の
走

行
空
間
の
改
善
等
を
図
る
。

最
後
に
、
路
上
工
事
に
伴
う
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、

共
同
溝
等
の
整
備
を
一
般
国
道
三
五
七
号
八
潮
共
同
溝

(東
京
都
)
等
約
二
〇
如
で
進
め
る
と
と
も
に
、
三
大
都

市
圏
内
に
お
い
て
、
各
道
路
管
理
者
が
一
体
と
な
っ
て
一

定
区
域
で
の
路
上
工
事
が
集
中
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
調

整
す
る
。

出発地から目的地までの時間帯別旅行時間イメ-ヅ

一般交通量調査 (概ね 3 年ごと) によりある-A 駅からB 市役所まで移動-

A駅の出発時團

滋潴堕襲雛生-して遁滋三宝。』

< 今回の取組>

lモニター車により時間別旅行速度データを把 I
握し、分

利 用 者 ;情報開示

道路管理者 :きめ細かな渋滞対策の検討に活

用、 事業実施の妥当性の説明根

図 7 地域の交通特性を踏まえたきめ細かい渋滞対策の推進

B
市
役
所
ま
で
の
旅
行
時
間
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鬮
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釀
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特
集
/
平
成
噸
四
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

個
性
豊
か
窓
地
域
の
創
造

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

道行セ 2001,

は
じ
め
に

二
一
世
紀
に
向
け
て
、
豊
か
で
活
力
の
あ
る
我
が
国
を

つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
地
方
分
権
を
推
進
し
、
地
域

が
自
ら
将
来
の
展
望
を
切
り
拓
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ

う
自
立
的
な
生
活
圏
域
を
形
成
し
な
が
ら
、豊
か
な
自
然
、

個
性
的
な
文
化
を
活
か
し
つ
つ
、
創
造
力
と
活
力
に
あ
ふ

れ
た
地
域
社
会
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
政
府
は
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
･
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
の
市
町

村
合
併
や
、
地
域
の
自
立
的
発
展
を
支
え
る
た
め
の
中
心

市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
推
進
委
員
会
か

ら
の
推
進
に
つ
い
て
の
意
見

(平
成
蛇
･
n
･
幻
)
及
び

行
政
改
革
大
綱

(平
成
物
･
12
･
1
閣
議
決
定
)
に
お
い

て
、市
町
村
合
併
の
積
極
的
な
推
進
が
唱
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
平
成
三
一年
三
一月
に
は
町
村
合
併
の
市

制
要
件
緩
和
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
市
町
村
合
併

を
促
進
す
る
条
件
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
平
成

一
三
年
三
月
に
は
市
町
村
合
併
を
支
援
す
る
た
め
、
｢市

町
村
合
併
支
援
本
部
｣
が
設
置
さ
れ
、
関
係
省
庁
間
の
連

携
や
国
民
へ
の
啓
発
等
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
〇
年
七
月

に
中
心
市
街
地
整
備
改
善
活
性
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
の
円
滑
な
施
行
の
た
め
、
市
町
村
等
に
対

す
る
効
果
的
な
支
援
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
、
関
係
省
庁
の
連
携
を
図
る
中
心
市
街
地
活
性
化

関
係
府
省
庁
連
絡
協
議
会
や
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供
な
ど
を
行
う
関
係

省
庁
の
統
一
的
窓
口
と
し
て
、
幹
事
省

(経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
総
務
省
)
を
中
心
に

｢中
心
市
街
地
活
性

化
推
進
室
｣
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

施
策
の
必
要
性

都
道
府
県
道
及
び
市
町
村
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
や

一
般
国
道
を
補
完
し
、
市
町
村
間
の
連
携
や
交
流
を
行
う

上
で
必
要
不
可
欠
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
中
心
市
街
地
を

形
成
す
る
な
ど
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図
る
上
で
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
そ
の
整
備
水
準
を
見
る
と
、
改
良
率
に
つ
い
て

は
国
道
が
八
九
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
都
道
府
県
道
は
六

三
%
、
市
町
村
道
に
お
い
て
は
一
五
%

(平
成
一
一
年
四

月
一
日
現
在
、
幅
員
五
･
五

m
以
上
の
改
良
済
み
延
長
)

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
に
交
通
不
能
区
間
、
通
行
規

制
区
間
、
バ
ス
等
の
大
型
車
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
区
間



等
、
整
備
を
要
す
る
箇
所
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
大
都
市
圏
以
外
の
地
方
圏
に
お
い
て
は
移
動
手
段
の

ほ
と
ん
ど
が
道
路
交
通
で
あ
り
、
多
く
の
町
村
で
は
救
急

患
者
を
他
市
町
村
ま
で
搬
送
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
地
域
の
自
立
を
促
進
し
、
市
町
村
合
併
を
よ
り
効
果

的
に
行
う
た
め
に
も
、
地
域
の
連
携
を
強
化
し
、
公
共
･

公
益
施
設
の
共
同
利
用
な
ど
に
資
す
る
道
路
整
備
を
早
急

に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す

(図
1
)。

地
方
都
市
の
自
立
的
発
展
を
支
え
る
た
め
の
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
整
備
改
善
活
性

化
法
の
施
行
以
降
、
同
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
を
策
定
し

た
市
町
村
数
は
飛
躍
的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、

商
店
街
の
魅
力
作
り
に
つ
い
て
は
電
線
の
地
中
化
や
ゆ
と

り
あ
る
歩
行
空
間
の
確
保
な
ど
の
道
路
整
備
が
不
可
欠
で

す

(図
2
)。

ま
た
、
大
都
市
に
は
な
い
地
方
の

｢ゆ
と
り
｣
を
活
か

し
、
住
み
や
す
い
地
域
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

人
々
が
参
加
し
た
独
自
の
特
色
や
文
化
を
持
つ
地
域
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す

(図
3
)。

露

緘

　
　
路
備

桝
査
潟

道
整

22%
中心市街地商店街実態調査
中小企案庁平成9年度)をもとに作成

道路･交通安全対策鰐溌般饑撚溌殺縦縦総鷲鱗謙溌摩轤墜鑿幽國 35%

下水道･ゴミ･し尿処理撰隧鸚湊廳飜醗さ総浚溌謬瀦畿綻総躯124%

特にない際療遜褻翳鰡鰺篦跳鱗礬変國20%

広場･公園関麟礬¥*霊挑鰍磨総鱈るn 7%

自然環境麟総饑葱溌総罷鱗詫舜饗 15%

保険･医療鞠臨讓5繊繊翌翠が醜鯛15%

0% 10% 20% 30% 40%
今住んでいる地域を住みやすくするには
世論調査(総理府平成8年9月)

公共施設等を複数の市町村で利用可能にする道路!鯛徽響詠奴、鐙饑釜継鉄蘂増澱廃韓鰐塒奪蜜絲蒸137%

中心都市と周辺の市町村を連絡する幹線道路!塹篩饗餐湖灘轢震総競纖猥黙轢蹄箒鐵欝鞠饗緘鞠護37%

気軽に散歩を楽しめる歩道や歩行者専用道路幽鑓慰箋縦癩泳愈鱸蝮蝸*麟彬鰭瀦熱燃総瘢郷35%

隣接する市町村を連絡するトンネルや橋梁隆羅蘂翠鬱認雜國 16%

景観に配慮した地域のシンボルになる道路圏讓鞭燃認瀰 13%

わからな州圓囮國鑿鑿窒15%

0% 10% 20% 30% 40%
活力ある地域づくりに必妻な道路整備
世論調査(内閲席平成協年1月)

施
策
の
概
要

4 36

平成川年 平成物年 平成13年(6月末)

性化法に基づく基本計画を策定した市町村数
(中心市街地活性化推進室 平成13年7月)

その他

老後にすみたい地域
世鵠調査(総理府平成lo年6月)

こ
の
よ
う
な
時
代
の
動
き
に
合
わ
せ
、
平
成
一
四
年
度

200

は
地
域
連
携
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
個
性
あ
る
地
域
づ

セ行

く
り
に
関
す
る
事
業
に
つ
い
て
重
点
的
に
実
施
し
て
い
き

描

nv
nv
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nv
nv
nv

0

0
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0
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ま
す
。
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鉄道バス 自動車 その他 救急病院がない 救急病院がある

地方圏圏斜 84.7% = 町村隠鱗礬嚢讓讓讓淺讓嚢淺讓癩嚢職騒1
55 % 2.3%

賤 鷺鑿覊請
自動車

坤I
他 救急病院就い 救急病院がある

三大都市圏淺讓麓礬醗酵癩釀義三 50,2% 市 覊鱗灘朧讓まず主事弾ききか2%室を議事聾者I
8,9% 2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100% ○% 20% 40% 60% 8096 100%

都市圏別旅客輸送分担率 市町村内に救急病院があるか
旅客･貨物地域流動調査(運輸省平成10年度) 病院要覧(1999~ 2000版厚生省健康政策研究会掘)より作成
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地
域
連
携

(図
4
)

医
療
、
福
祉
な
ど
の
公
共
･
公
益
施
設
の
共
同
利
用
に

よ
る
生
活
基
盤
の
確
保
や
、
広
域
的
な
周
遊
観
光
の
振
興

な
ど
市
町
村
間
の
連
携
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
道
路
を
整
備
し
ま
す
。
(交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ

ル
･
橋
梁
整
備
事
業
、
地
域
連
携
強
化
支
援
道
路
事
業
)

ま
た
、
観
光
基
盤
整
備
事
業
や
地
域
間
交
流
支
援
事
業

と
連
携
し
、
複
数
市
町
村
に
よ
る
こ
れ
ら
の
施
設
の
整
備

と
、
共
同
利
用
に
資
す
る
道
路
の
整
備
を
一
体
的
･
総
合

的
に
推
進
し
ま
す
。
(地
域
連
携
総
合
支
援
事
業
)

市
町
村
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
･
向
上
や
効
率
化
を
支
援
す
る
た
め
、
新
市
町
村
の
中

心
部
と
周
辺
部
を
連
絡
す
る
道
路
や
、
公
共
施
設
等
の
拠

点
を
連
絡
す
る
道
路
な
ど
に
つ
い
て
国
土
交
通
省
と
総
務

省
が
連
携
し
て
、
重
点
的
に
支
援

･
整
備
を
行
い
ま
す
。

(市
町
村
合
併
支
援
道
路
事
業

(仮
称
と

中
心
市
街
地
活
性
化

商
店
街
の
魅
力
向
上
の
た
め
に
、
商
店
街
関
係
者
と
地

元
自
治
体
が
地
域
住
民
等
の
参
画
を
得
な
が
ら
計
画
を
策

定
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
、
歩
道
の
整
備
、
電
線
の
地
中
化
等
を
集
中
的
に
実
施

し
ま
す

(図
5
)。
(賑
わ
い
の
み
ち
づ
く
り
事
業
)

ま
た
、
｢地
域
の
顔
｣
と
な
る
地
区
に
つ
い
て
、
住
民

と
行
政
･
事
業
者
が
協
力
し
、
個
性
あ
る
街
並
み
の
形
成

及
び
こ
れ
に
相
応
し
い
公
共
空
間
の
創
出
を
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
り
実
施
し
、
地
域
の
歴
史
･
文
化
等
を
尊
重

し
た
う
る
お
い
の
あ
る
都
市
空
間
の
形
成
を
進
め
ま
す
。

(ふ
る
さ
と
の
顔
づ
く
り
モ
デ
ル
土
地
区
画
整
理
事
業
)

道行セ 2001.9 メ5

図 5 賑わいのみちづくり事業により活性化した商店街のイメージ
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地
域
の
魅
力
づ
く
り

地
域
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
ち

づ
く
り
に
必
要
な
各
種
市
町
村
事
業
に
対
し
、
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
一
括
助
成
を
行
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
事
業
か
ら
ハ
ー
ド

事
業
ま
で
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
支
援
し
、
事
業
執
行
に
当

た
っ
て
の
予
算
の
配
分
は
市
町
村
の
裁
量
に
委
ね
、
事
業

執
行
の
自
由
度
を
拡
大
し
ま
す
。
(ま
ち
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
)

さ
ら
に
、
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
利

用
者
が
参
画
し
て
策
定
し
た
計
画
に
基
づ
き
、
文
化
施
設

な
ど
を
連
絡
す
る
質
の
高
い
歩
道
や
、
地
域
の
魅
力
作
り

鰍

図 6 ウォーキング ･トレイル事業のイメージ

活
動
の
舞
台
と
な
る
道
路
空
間
等
の
整
備
を
進
め
ま
す

(ウ
オ
ー
キ
ン
グ

･
ト
レ
イ
ル
事
業
、
地
域
主
体
の
魅
力

作
り
事
業
)
(図
6
)。

ま
た
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
担
う

｢道
の
駅
｣
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
意
見
等
を
も
と
に
、
ト
イ
レ
や
駐

車
場
と
し
て
の
基
本
的
な
機
能
を
充
実
と
、
地
域
に
関
す

る
適
切
な
情
報
の
提
供
や
文
化
の
紹
介
な
ど
の
新
た
な
機

能
を
展
開
す
る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
ま

す
。
同
時
に
行
政
と
独
立
し
た
第
三
者
機
関
に
よ
り
地
域

独
自
の
創
意
工
夫
に
基
づ
い
た

｢道
の
駅
｣
の
取
組
み
を

顕
彰
し
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
な
ど
客
観
的
な
評
価
に
基
づ

い
て
、
優
良
事
例
を
推
薦
し
一
般
に
公
開
し
て
い
き
ま
す

(図
7
)。
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剛
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曜

特
集
/
平
成
一
四
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

沿
道
環
境
の
改
善
と
地
球
環
境
の
保
全

道矛千セ 2001 9 Z7

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課
道
路
環
境
調
査
室

は
じ
め
に

我
が
国
の
幹
線
道
路
沿
道
の
沿
道
環
境
は
、
大
気
質
、

騒
音
に
関
す
る
環
境
基
準
の
達
成
状
況
が
悪
く
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
幹
線
道
路
沿
道
の
環
境
改
善
は
道
路
行
政
に

と
っ
て
喫
緊
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
、
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
、
運
輸
部
門
で
発
生
す
る
二
酸

化
炭
素
(@

の
約
九
割
は
、
道
路
を
走
行
す
る
自
動
車

か
ら
発
生
し
て
お
り
、
自
動
車
利
用
に
伴
う
①
の
発
生
抑

制
･
削
減
が
課
題
で
あ
る
。
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
の

た
め
に
、
よ
り
よ
い
沿
道
環
境
の
実
現
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
、
国
民
の
経
済
･
社
会
活
動
の
確
保
の
両
立
を
図
る

た
め
の
施
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

一

道
路
環
境
を
と
り
ま
く
現
況

1

沿
道
環
境
の
状
況
と
最
近
の
動
向

の

沿
道
環
境

(大
気
)
の
状
況

沿
道
環
境
の
う
ち
、
大
気
の
状
況
に
つ
い
て
、
平
成
一

0
年
度
の
環
境
基
準
の
達
成
状
況
を
見
る
と
、
洲
は
、
全

国
で
約
四
割
、
自
動
車
贓
潴
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
首
都

圏
及
び
大
阪
兵
庫
圏
の
一
九
六
市
区
町
村

(特
定
地
域
)

で
約
一
割
で
あ
り
、
大
都
市
圏
で
深
刻
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
全
国
的
に
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
二
酸

化
窒
素

(鰻

に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
は
約
七
割
で
環

境
基
準
を
達
成
し
て
い
る
も
の
の
、
大
都
市
圏
で
は
約
四

割
と
、
厳
し
い
状
況
に
あ
る

(図
1
)。

注
1

｢自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け

る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
(平
成

一
三
年
六
月
に

｢自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
特
定
地

域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
に
改
正
。
な

お
、
改
正
法
に
基
づ
く
特
定
地
域
は
平
成

一
三
年
八
月
現
在
、
定
め

ら
れ
て
い
な
い
。)

く資料) ｢平成10年度大気汚染状況について｣ (環境省)

図 1 S P M、 N 0 2の環境基準の達成状況



⑭

沿
道
環
境

(騒
音
)
の
現
状

騒
音
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
が
行
っ
た
平
成
二

年
度
の
道
路
環
境
セ
ン
サ
ス
の
結
果
に
よ
る
と
、
住
宅
地

等
を
通
過
す
る
直
轄
国
道
約
一
三
、
0
0
0
如
の
う
ち
環

境
基
準
を
超
過
し
て
い
る
地
点
の
割
合
は
、
昼
間
約
六
割
、

夜
間
約
七
割
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
、
夜
間
の
要

注
2

語
限
度
を
超
過
し
た
地
点
の
割
合
は
約
四
割
で
あ
っ
た
。

注
2

騒
音
規
制
法
第
一
七
条
に
お
い
て
、
市
町
村
長
が
都
道
府
県
公

安
委
員
会
に
対
し
所
要
の
措
置
を
要
請
す
る
際
の
基
準
と
な
る
限
度
。

◎

道
路
環
境
訴
訟

昭
和
五
一
年
に
提
訴
さ
れ
た
国
道
四
三
号
訴
訟
を
初
め

と
し
て
、現
在
ま
で
道
路
環
境
に
係
わ
る
訴
訟
と
し
て
は
、

注
3

西
淀
川
訴
訟

(昭
和
五
三
年
)
、
川
崎
訴
訟

(昭
和
五
七

年
)、
尼
崎
訴
訟

(昭
和
六
三
年
)、
名
古
屋
南
部
訴
訟

(平
成
元
年
)、
東
京
訴
訟

(平
成
八
年
)
の
六
件
が
提
起

さ
れ
て
き
た
。
こ
の
う
ち
、
国
道
四
三
号
訴
訟
は
、
平
成

七
年
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
道
路
交
通
騒
音
に
つ
い
て
国

の
責
任
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
国
道
四
三
号
訴
訟
以
外
の
裁

判
は
、
す
べ
て
大
気
環
境
を
主
な
争
点
と
し
て
い
る
。
大

気
環
境
を
主
な
争
点
に
し
た
訴
訟
は
、
平
成
一
三
年
八
月

八
日
に
名
古
屋
南
部
訴
訟
が
和
解
し
た
ほ
か
、
現
在
ま
で

注
4

に
、
西
淀
川
訴
訟

(平
成
一
〇
年
)、
川
崎
訴
訟

(平
成

一
一
年
)
、
尼
崎
訴
訟

(平
成
一
二
年
)
に
つ
い
て
、
国

が
環
境
対
策
等
を
実
施
す
る
こ
と
等
を
条
件
に
和
解
し

た
。
現
在
、
東
京
訴
訟
が
係
争
中
で
あ
る
。

注
3

訴
訟
名
の
後
の
(
)
内
に
は
、
第
一
次
訴
訟
の
提
訴
年
を
記
入
。

注
4

訴
訟
名
の
後
の
(
)
内
に
は
、
和
解
し
た
年
を
記
入
。

2

地
球
環
境
の
状
況
と
最
近
の
動
向

平
成
四
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
･
デ
･
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

開
催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
地
球
温
暖
化
問

題
は
現
在
の
人
類
の
生
活
と
将
来
の
生
存
に
直
接
関
わ
る

深
刻
な
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
、
問
題
の
解

決
に
向
け
、
｢気
候
変
動
枠
組
条
約
｣
が
採
択
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
条
約
は
平
成
六
年
に
発
効
し
、
各
国
が
取
組
み

を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
九
年
三
一月
に
京
都
で
｢気
候
変
動
枠
組
条
約
第

三
回
締
約
国
会
議
｣
い
わ
ゆ
る
C
O
P
3
が
開
催
さ
れ
、

主
要
先
進
国
等
の
具
体
的
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標

等
を
定
め
た

｢京
都
議
定
書
｣
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
議

定
書
の
中
で
、
我
が
国
に
は
二
酸
化
炭
素
等
の
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
三
一年
に
お
い

て
一
九
九
〇
年
に
比
べ
て
六
%
削
減
す
る
と
い
う
目
標
が

設
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
C
O
P
6
ま
で
三
回
の
会
議
に

お
い
て
、
京
都
議
定
書
の
早
期
発
効
に
向
け
、
具
体
的
な

ル
ー
ル
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
、
平
成
一
三
年
七
月
に

ド
イ
ツ
の
ボ
ン
で
行
わ
れ
た
C
O
P
6
再
開
会
合
に
お
い

て
、
森
林
吸
収
源
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
量
の
上
限
値

等
、
ル
ー
ル
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
合
意
が
得
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、
京
都
議
定
書
の
細
則
に
つ
い

て
の
最
終
合
意
に
向
け
た
国
際
交
渉
が
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
約
九
割
を
占

図 3 部門別二酸化炭素排出割合 (1998年)
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め
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
こ
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
う
ち
の
約
二
割
は

｢運
輸
部
門
｣
か
ら
の
も
の
で
あ
り

(図
3
)、
こ
の
う
ち

2010年削減目標
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Û

O

O

O

O

O

O

　　

　　

　　　

　　

　　

　　

1990

図 4 部門別二酸化炭素排出量の推移と目標

に〉99

約
九
割
が
自
動
車
か
ら
の
排
出
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
度
、

我
が
国
の
二
酸
化
炭
素
の
総
排
出
量
は
、
一
二
億
二
、
五

〇
〇
万
ト
ン
で
、
こ
れ
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
三
･

二
%
、
一
九
九
〇
年
度
と
比
較
し
て
九
･
0
%
の
増
加
で

あ
り
、
京
都
議
定
書
の
目
標

(六
%
削
減
)
の
達
成
に
向

け
た
積
極
的
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

政
府
は
、
二
〇
一
〇
年
時
点
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

一
九
九
〇
年
レ
ベ
ル
に
低
減
す
る
こ
と
と
し
、
部
門
別
に

は
一
九
九
〇
年
比
で
、
産
業
部
門
は
七
%
削
減
、
民
生
部

門
は
伸
び
ゼ
ロ
、
運
輸
部
門
は
一
七
%
の
伸
び
に
抑
え
る

こ
と
と
し
た
。
運
輸
部
門
の
一
九
九
九
年
実
績
を
見
る
と

一
九
九
〇
年
比
で
二
三
%
の
伸
び
で
あ
り
、
今
後
の
目
標

達
成
に
向
け
約
五
%
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る

(図
4
)。

二

道
路
行
政
と
し
て
の
取
組
み
の
基
本
的
考

え
方

幹
線
道
路
は
、
人
々
の
経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
る
自

動
車
交
通
を
集
約
的
、
効
率
的
に
処
理
す
る
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
も
、そ
こ
を
通
行
す
る
自
動
車
交
通
に
よ
っ
て
、

沿
道
の
人
々
の
生
活
環
境
や
、
地
球
環
境
に
負
の
影
響
を

与
え
て
き
て
い
る
。
｢経
済
･
社
会
活
動
を
支
え
る
幹
線

道
路
の
役
割
と
、
よ
り
よ
い
沿
道
環
境
、
地
球
環
境
の
実

現
と
の
両
立
｣
を
基
本
理
念
と
し
た
取
組
み
が
必
要
で
あ

る
。自

動
車
交
通
に
係
る
粒
子
状
物
質

(鰯
)、
窒
素
酸
化

物

(ぬ
)
、
三
酸
化
炭
素

(纖
)
の
排
出
量
は
、
交
通
渋

滞
等
に
よ
り
走
行
速
度
が
低
下
す
る
ほ
ど
、
走
行
距
離
当

た
り
の
排
出
量
が
大
き
く
な
る
。
そ
こ
で
、
基
本
理
念
に

基
づ
い
た
取
組
み
と
し
て
、
ま
ず
、
環
状
道
路
等
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
、
交
差
点
立
体
化
、
交
差
点

改
良
等
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
に
よ
っ
て
交
通
渋
滞
を
緩

和
･
解
消
し
、
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

･

し
か
し
、幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
な
ど
に
は
、

長
時
間
を
要
す
る
た
め
、
現
に
沿
道
環
境
が
厳
し
い
地
域

に
お
い
て
は
、
直
接
的
に
環
境
施
設
帯
の
整
備
等
道
路
構

造
対
策
を
進
め
、
当
該
道
路
の
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
道
路
利
用
の
実
現
を
目
指

し
、
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
等
の
取

組
み
を
進
め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

三

道
路
環
境
施
策
の
展
開

前
章
で
述
べ
た
基
本
的
考
え
方
に
基
づ
き
、
国
土
交
通

省
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
施
策
を
関
係
機
関
と
協
力
し
、

総
合
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
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1

交
通
円
滑
化
等
に
よ
る
捌
、
齢
、
鮠
の
同
時
削
減

図
5
は
、
旅
行
速
度
と
刑
、
鰻
、
纖
排
出
量
の
関
係

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
旅
行
速
度
の
向
上
は
、
鰯
、

閲
、
①
排
出
量
を
同
時
に
削
減
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。



に
よ
っ
て
加
重
平
均
し
た
も
の
)、
及
び
刑
、
鮑
、
職
削

2

道
路
構
造
対
策
の
推
進
と
新
た
な
技
術
の
開
発

脇

省

　　

　

瀞

国

　　

　
20 40 6
旅行速度(km /h) < 資料> 国土交通省

図5 旅行速度とP M、 N o x、 C 0 2排出量の関係
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ま
た
、
旅
行
速
度
と
排
出
量
の
関
係
に
は
、
旅
行
速
度
が

小
さ
い
と
き
ほ
ど
、
旅
行
速
度
を
向
上
さ
せ
た
際
の
排
出

削
減
量
が
大
き
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
。
三
大
都
市
圏
と

地
方
都
市
の
朝
夕
ピ
ー
ク
時
の
平
均
走
行
速
度
は
、
そ
れ

ぞ
れ
二
一
如
/
h
、
二
四
蜘
/
h

(平
成
一
〇
年
三
月
時

点
)
と
小
さ
い
た
め
、
こ
れ
ら
を
向
上
さ
せ
る
効
果
は
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
表
1
は
バ
イ
パ
ス
整
備
に
よ
る
刑
、
ぬ
、

の
削
減
効
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
国

道
一
六
号
西
大
宮
バ
イ
パ
ス
(平
成
一
〇
年
一
〇
月
供
用
)

の
周
辺
道
路
を
含
め
た
二
○
リ
ン
ク
に
お
い
て
、
供
用
前

後
で
、
交
通
量
と
走
行
速
度
を
測
定
し
、
二
〇
リ
ン
ク
合

計
の
交
通
量
、
二
〇
リ
ン
ク
の
平
均
走
行
速
度

(交
通
量

表 1 バイパス整備によるP M、 N G、 C 0 2の削減効果

箇所名 )
後

ヒ
計
備

離
合
整

‘

の
(
間

↓

区
)

、ト
東
前
関
備
(
盤

化変
)
の

伍
度
膨
速
虹
行
(
走

率
0

滅
N

削
、
"と瀦2消C阯Hh~"

ス
鍔
わ離婚西

56
‐
8台 / 日一57.

2台 / 日 25一一31

%

%

%

込
い
込

年
往
年

鱈
鰹
に
熾鮒
△
△

△

M

黛
α

P

N

C

減
量
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
バ
イ

パ
ス
整
備
前
後
で
交
通
量
は
約

一
%
増
え
て
い
る
も
の

の
、
走
行
速
度
の
向
上
に
よ
り
捌
、
ぬ
、
鮠
排
出
量
は
、

約
一
割
削
減
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
通
過
交
通

を
都
市
内
か
ら
排
除
す
る

な
ど
道
路
交
通
の
分
散
を

図
り
、
円
滑
な
走
行
を
確

保
す
る
環
状
道
路
等
幹
線

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
や
、
交
差
点
立
体
化
等

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を

重
点
的
に
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
特
に
沿
道
環
境

が
厳
し
い
交
差
点

(緊
急

改
善
ポ
イ
ン
ト
)
約
五
〇

箇
所
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
七
年
度
ま
で
に
立
体
交

差
化
等
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

対
策
等
に
よ
り
沿
道
環
境

を
改
善
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

沿
道
環
境
の
厳
し
い
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
直
接
的

に
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
の
道
路
構
造
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
騒
音
対
策
と
し
て
は
低
騒
音
効
果
の
あ
る
高

性
能
舗
装
の
敷
設
や
遮
音
壁
の
整
備
を
進
め
る
。
大
気
質

対
策
と
し
て
は
、
幹
線
道
路
と
居
住
空
間
の
間
に
環
境
保

全
用
の
空
間
と
し
て
の
環
境
施
設
帯
の
整
備
や
、
都
心
部

の
有
料
道
路
に
お
い
て
道
路
を
地
下
化
す
る
等
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
道
路
構
造
に
よ
る
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
醐

や
鱒
を
除
去
す
る
た
め
の
新
技
術
と
し
て
、
電
気
集
塵

注
5

機
や
低
濃
度
脱
硝
技
術
、
土
壌
に
よ
る
大
気
浄
化
技
術
の

フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
に
取
り
組
む
他
、
道
路
管
理
用
車
両
へ

の
活
用
を
目
的
と
し
た
低
公
害
車
の
新
技
術
開
発
に
取
り

組
む

(図
6
)。

注
5

低
濃
度
脱
硝
酸
技
術
“道
路
ト
ン
ネ
ル
換
気
所
に
お
い
て
自
動

車
排
出
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
窒
素
酸
化
物
を
除
去
す
る
技
術
。

3

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
道
路
利
用
へ
の
取
組
み

自
動
車
交
通
の
発
生
と
流
れ
方
を
調
整
し
、
環
境
へ
の

負
荷
の
少
な
い
道
路
利
用
に
向
け
た
取
組
み
が
必
要
で
あ

る
。Q

I
T
S
、
T
D
M
等

道
路
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
s
)
の
活
用
に
よ

る
適
切
な
経
路
選
択
の
支
援
や
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料

金
支
払
い
シ
ス
テ
ム

(E
T
C
)
の
導
入
等
の
高
度
道
路

交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
に
よ
り
、
渋
滞
を
緩
和
･
解

消
し
、
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
す
る
。
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遮

讓

ま
た
、
自
動
車
の
効
率
的
利
用
に
よ
り
交
通
量
を
削
減

す
る
相
乗
り
や
共
同
輸
配
送
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
や
、

混
雑
時
間
帯
を
避
け
て
自
動
車
交
通
量
を
時
間
的
に
平
準

化
す
る
時
差
通
勤
･
通
学
な
ど
の
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト

(T
D
M
)
施
策
を
推
進
す
る
。

⑭

環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

平
成
一
三
年
度
に
引
き
続
き
、
有
料
道
路
の
料
金
格
差

を
利
用
し
て
、
住
宅
地
域
に
集
中
し
た
交
通
を
湾
岸
部
に

転
換
し
、
住
宅
地
域
の
沿
道
環
境
を
改
善
す
る

｢環
境
ロ

ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
｣
を
首
都
高
速
、
阪
神
高
速
に
て
試

行
的
に
実
施
す
る

(図
7
)。

4

道
路
行
政
に
お
け
る
そ
の
他
の
対
策

大
気
汚
染
物
質
の
発
生
源
で
あ
る
自
動
車
単
体
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
低
公
害
車
の
普
及
促
進
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
、
低
公
害
車
用
の
燃
料
供
給
施
設
が
都
市

内
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
低
公
害
車
の
利
用
は
、
都
市

内
の
短
距
離
移
動
に
限
定
さ
れ
、
低
公
害
車
普
及
の
障
壁

と
な
っ
て
い
る
。
都
市
間
の
燃
料
供
給
施
設
の
設
置
を
支

援
し
、
低
公
害
車
の
利
用
範
囲
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
現
在
、
東
名
･
名
神
高
速
の
海
老
名

(神
奈

川
県
)、
上
郷

(愛
知
県
)、
吹
田

(大
阪
府
)
の
s
A
に

お
い
て
、天
然
ガ
ス
車
用
燃
料
供
給
施
設
の
設
置
に
向
け
、

関
係
機
関
と
調
整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
環
境
へ
の
負
荷
を
軽
減
し
、
良
好
な
景
観
を
形

成
す
る
植
樹
帯
の
整
備
や
、
道
路
法
面
の
緑
化
な
ど
の
道

路
緑
化
を
推
進
す
る
。

お
わ
り
に

以
上
道
路
行
政
と
し
て
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て

き
た
。
今
後
も
引
き
続
き
よ
り
よ
い
沿
道
環
境
の
実
現
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

道行セ 2001.9 2′

低騒音効果のある
高機能舗装

低騒音効果のある

環境施設帯

図6 沿道環境改善のイメージ (騒音)

図 7 環境ロードプライシングのイメージ



　

籤
躍
騨
麗
薹

特
集
/
平
成
一
四
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

少
子
･
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
生
活
空
間
の
形
成

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課

一

概
要

道
路
交
通
事
故
の
状
況
と
し
て
は
、
平
成
三
一年
の
交

通
事
故
死
者
数
は
九
、
○
六
六
人
と
五
年
ぶ
り
に
増
加
に

転
じ
る
と
と
も
に
、
負
傷
者
数
が
一
〇
年
連
続
し
て
増
加

を
続
け
、
三
年
連
続
で
過
去
最
悪
を
大
幅
に
更
新
し
約
一

一
六
万
人
に
達
す
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す

(図
1
)。

そ
の
中
で
、
交
通
事
故
死
者
の
三
分
の
一
以
上
を
六
五

歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
、
特
に
高
齢
者
事
故
死
者
の
約

半
分
を
歩
行
中
が
占
め
る
な
ど
、
高
齢
者
の
事
故
へ
の
対

応
が
急
務
で
あ
り
、
政
府
の
第
七
次
交
通
安
全
基
本
計
画

に
お
い
て
も
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(図
2
)。
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ま
た
、
急
速
な
高
齢
社
会
の
進
展
に
備
え
て
、
誰
も
が

安
全
に
安
心
し
て
活
動
し
、
社
会
参
加
で
き
る
生
活
空
間

の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
が

平
成
一
二
年
三

月
に
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
移
動
環
境
の

連
続
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
転
車
に
つ
い
て
も
、
未
成
年
者
や
高
齢

者
の
主
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
国
際
的
に
も
自
転
車
乗
車
中
の
死
者
数
が
多
く
、
自

転
車
と
歩
行
者
が
錯
綜
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
自
転

車
利
用
環
境
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
加
え
て
、
都
市
部
に
お
い
て
は
、
道
路
は
交
通
機
能

の
み
な
ら
ず
市
街
地
形
成
、
防
災
空
間
、
景
観
形
成
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
収
容
等
の
た
め
の
貴
重
な
公
共
空
間
で
あ

り
、
安
全
で
快
適
な
生
活
空
間
の
形
成
の
た
め
に
は
、
こ

れ
を
有
効
に
利
活
用
･
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
道
路
網
の
体
系
的
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
道
路
利
用
者
や
地
域
住
民
と
の
様
々
な
連
携
や
協
働

を
通
じ
た
よ
り
効
果
的
な
施
設
整
備
を
進
め
る
こ
と
で
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境
を

形
成
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
三
年
四
月
に
改
正

さ
れ
た
道
路
構
造
令
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
車
道
を
中

心
と
し
た
道
づ
く
り
を
転
換
し
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
緑

及
び
自
動
車
が
互
い
に
調
和
し
た
道
路
空
間
と
な
る
よ
う

再
生
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

二

重
点
的
な
交
通
安
全
対
策
の
実
施

○

事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業
の
推
進

効
果
的
に
交
通
事
故
を
削
減
す
る
た
め
、
専
門
家
の
意

見
を
聴
く
な
ど
事
故
要
因
分
析
を
充
実
さ
せ
、
平
成
一
四

年
度
ま
で
に
事
故
多
発
地
点
ニ
、
二
〇
〇
箇
所
で
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
幹
線
道
路
の
事
故
多
発

地
点
で
集
中
的
な
対
策
を
進
め
る

｢事
故
多
発
地
点
緊
急

対
策
事
業
｣
を
推
進
し
ま
す
。

⑭

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
の
形
成

住
居
系
･
商
業
系
地
区
内
の
生
活
道
路
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し
て
、
速
度
規
制
等
と

併
せ
た
歩
車
共
存
道
路
等
の
整
備
を
進
め
る

｢
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業
｣
を
推
進
し
ま
す
。

③

交
通
安
全
情
報
の
提
供

交
通
安
全
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ

ク
の
運
行
計
画
や
安
全
啓
発
活
動
等
に
も
活
用
で
き
る
よ

う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
事
故
多
発
地
点
な
ど
の
情
報
を

わ
か
り
や
す
く
提
供
す
る

｢交
通
安
全
m
a

p
(仮
称
)｣

の
作
成
･
公
表
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
と
連

携
し
た
ヒ
ヤ
リ
地
図
の
作
成
に
も
取
組
み
ま
す

(図
3
)。

三

安
全
で
快
適
な
み
ち
へ
の
再
生

の

み
ち
再
生
事
業
の
創
設

地
域
の
方
々
と
共
に
道
の
使
い
方
を
見
直
し
、
安
全
で

快
適
な
空
間
と
す
る
た
め
、
利
用
ル
ー
ル
を
含
む
地
域
の

計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
事
業
を
面
的
に

実
施
す
る

｢み
ち
再
生
事
業
｣
を
創
設
し
、
利
用
ル
ー
ル

を
含
む
計
画
の
作
成
支
援
や
交
通
安
全
事
業
の
一
括
補
助

に
よ
り
支
援
措
置
の
充
実
を
図
り
、
沿
道
空
間
と
一
体
と

な
っ
た
使
い
や
す
い
道
へ
再
生
し
ま
す

(図
4
)。

②

道
路
の
快
適
な
利
用
に
関
す
る
活
動
の
促
進

整
備
後
の
道
路
空
間
を
地
域
で
よ
り
快
適
に
利
用
す
る

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に

よ
り
、
地
域
の
方
々
の
参
加
を
得
な
が
ら
道
路
の
美
化
や

適
正
な
使
い
方
を
促
す
活
動
を
促
進
し
ま
す
。

◎

違
法
駐
車
対
策
の
推
進

地
域
の
方
々
や
警
察
と
連
携
し
、
施
設
整
備
や
交
通
規

制
、
誘
導
な
ど
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
が
一
体
と
な
っ
た
駐
車

施
策
に
取
組
み
ま
す
。
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図 3 交通安全m ap (仮称) のイメージ

所
数
況

場
件
状

讓



朧
　
　
　
　
　

0歩道の段差･傾斜･勾配の改善
○電線類の地中化
☆歩道上の看板･自転車の排除

○荷捌き駐車場の整備
☆荷捌きスペースの適切な利用

臟
鬘0自転車駐車場の整備★商業施設での駐蛉スペース確保

☆適切な駐輪への協力

0重点的な違法駐車取締り
★商店が共同した荷捌きスペースの確保 i o印行政の蚊
☆荷捌きスペースの適切な利用 L玄即毛地域媛蜜忽

図 4 住民参加によるみちの再生のイメージ

i o印行政の取組例
　　　　　　　　　　　　　　

四

歩
行
者
･
自
転
車
の
た
め
の
道
路
整
備
の

推
進

○

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
を
踏
ま
え
て
、
駅
周
辺
な
ど
市

街
地
で
の
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
道
路
空
間
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(
一
三
年
度
作
成
)
の
普
及
や
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
情
報
提
供
に
取
組
み
ま
す
。

②

自
転
車
利
用
環
境
の
整
備

自
転
車
走
行
空
間
等
を
車
道
か
ら
独
立
し
て
確
保
す
る

新
し
い
道
路
構
造
令
が
平
成
一
三
年
七
月
に
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
都
市
交
通
の
一
つ
と
し
て
の
自
転
車

が
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
街

(
エ
コ
サ
イ
ク
ル
シ
テ

ィ
)
を
形
成
す
る
た
め
に
、
自
転
車
道
や
駐
輪
場
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

五

電
線
類
地
中
化
の
推
進

都
市
の
駅
前
や
商
店
街
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
で

電
線
類
の
地
中
化
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
よ
り

コ
ン
パ
ク
ト
な

｢次
世
代
型
電
線
共
同
溝

(仮
称
)｣
の

開
発
に
取
組
み
ま
す

(写
真
1
)。

写真 1 電線地中化による都市景観の向上

　　　　 　　　　　

錯綜する歩行者、自転車、車の整序化



饉
圓
馴麗
鬮

特
集
/
平
成
一
四
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

ー
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
･
展
開
に
つ
い
て

道行セ 2001.9 25

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
I
T
S
推
進
室

I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
は
、
最
先
端
の

点
的
に
推
進
す
る
。

情
報
通
信
技
術
を
用
い
て
人
と
道
路
と
車
両
と
を
一
体
の

①
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ

シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ム
)
の
普
及
促
進

ヨ
ン
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
、
有
料
道
路
等
の
自
動
料
金
収

②
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
の
実
施

受
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
安
全
運
転
の
支
援
、
道
路
管
理
の

③
I
T
S
技
術
を
活
用
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

効
率
化
等
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
深
刻
化
す
る
渋
滞
、
交

た
各
種
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
新
た
な
サ
ー
ビ

通
事
故
や
環
境
の
悪
化
な
ど
現
代
の
道
路
交
通
問
題
を
解

ス
の
実
証
実
験
の
実
施

決
す
る
戦
略
的
な
手
段
で
あ
る
。

④
V
I
C
S
情
報
、
路
面
･
工
事
情
報
等
道
路
情
報
や

平
成
一
四
年
度
は
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議

(委

公
共
交
通
情
報
･
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
等
の
提
供
の

員
長
…
豊
田
章

一
郎
経
団
連
名
誉
会
長
)
か
ら
の
提
言

充
実

『
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
実
現
に
向
け
て
｣
平
成
一
一
年
六

.駿
要

月
)
を
受
け
、
I
T
S
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
通

-

E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払

鰐

ナ

,

‘

。
嫌

信
シ
ス
テ
ム
、
セ
ン
サ
ー
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
を
統
合
的

い
シ
ス
テ
ム
)
の
書
及
促
進

礎

芳

“絲
鬮
.

し
目

料
金
所
渋
滞
の
解
消
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
利
便
性
向
上
、

。

路

に
備
え
た
道
路

(ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
)
の
展
開
を
目
指
し
、

。

側

塙
競
灘

･

-:

漱
讓

鱗

図

関
係
省
庁
や
産
学
と
の
連
携
の
も
と
以
下
の
諸
施
策
を
重

コ
ス
ト
の
縮
減
等
を
図
る
E
T
C
に
つ
い
て
、
普
及
促
進

齋



ず

①早期購入 .(早期普及) のインセンティブを与えるために、 一定の受付期間を設定

②ハイカの最高プレミアム(8,000円)を超える、 1 万円のプレミアムを各公団が設定

③ハイカの最高割引率 (13.8 % ) を超える、 割引率2 0 % を設定 (3 公団共通)

④ E T C 効果の早期発現とプレミアムの有効活用を目指した有効期間(2 年)の設定 1

擁鬮鬱
“
ず‐

‐ -

　 　
　 　 　　　　　　　　　　　　　　　

△
③箋

開

…
　
　
　
　

c

…

　

　
　

ず
煕
対 象 妨し聽鰄)甘餓

に
を資妨皺訛腺拗賊

｣
(

割引内容 鞆

翻
隊
家
輌
蛔
賦
鰍騨遂擬繊皺

語
稠

便

団

1

を
公
が

C

路
額

T

道
計

E

速
累

有効期間 受付期間終了後2年間

を
図
る
た
め
、
平
成
一
四
年
度
末
を
目
途
に
全
国
の
主
要

な
料
金
所
九
〇
〇
ヵ
所
に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す
る
と
と
も

.

に
一
定
の
受
付
期
間
ま
で
の
E
T
C
車
載
機
購
入
者
を
対

‐

象
に
、
二
年
間
の
期
間
限
定
で
割
引
累
計
額
が
一
万
円
に

‐

達
す
る
ま
で
通
行
料
金
の
二
○
%
を
割
り
引
く
。
ま
た
新

た
に
前
納
割
引
の
導
入
や
E
T
C
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

に
活
か
す
E
T
C
の
専
用
レ
ー
ン
化
を
推
進
す
る

(図
1

　　
　

-

二

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
の
実
施

M

交
通
死
亡
事
故
死
者
数
の
約
五
○
%
は

｢発
見
の
遅

れ
｣、
約
二
七
%
は

｢操
作
･
判
断
ミ
ス
｣
に
起
因
し
て

お
り
、
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
は
、
道
路
と
車
が
協
調
し
て

m

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
情
報
提
供
や
危
険
警
告
、
操
作
支
援
を
行

…構
う
こ
と
で
、
交
通
事
故
の
大
幅
削
減
を
目
指
す
シ
ス
テ
ム

"
的

で
あ
る
。

…駄
平
成
三
一年
I度
に
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

(旧
土

…肋
木
研
究
所
)
に
お
い
て
テ
ス
ト
コ
ー
ス
で
の
実
証
実
験
を

　　

　
　
　
　　　
　　
　
　

顫
平
成
-
四
年
度
は
、
関
係
機
関
と
連
携
の
も
と
･
平
成

…
期

一
五
年
の
先
駆
的
導
入
を
目
指
し
、
平
成
一
三
年
度
に
引

富

き
続
い
て
実
際
の
道
路
上
で
の
実
証
実
験
を
実
施
し
･
新

‐

技
術
の
実
用
性
、
社
会
的
受
容
性
の
確
認
を
行
う

(図

4

.
5
)
0

2 6 道ギテセ 2001.9



5 走行支援システムにより期待される効果

三

-
T
S
技
術
を
活
用
し
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
各
種
ー
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
の
実
施

I
T
S
は
高
度
情
報
化
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
や
生
活

の
質
の
向
上
に
も
資
す
る
も
の
と
し
て
大
い
に
期
待
さ
れ

て
お
り
、
地
域
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
積
極
的
に
そ
の
導
入

を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通

の
確
保
や
道
路
利
用
者
の
利
便
性
向
上
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
一
般
国
道
及
び
都
道
府
県
道
等
に
お
い
て
、
道
路
の

改
築
事
業
等
と
一
体
的
に
行
う
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
道
の
駅

の
情
報
端
末
、
セ
ン
サ
ー
類
等
の
I
T
S
関
連
施
設
の
整

備
に
対
し
て
補
助
を
行
う
I
T
S
関
連
施
設
整
備
事
業
を

平
成
一
二
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

平
成
一
四
年
度
は
引
き
続
き
I
T
S
関
連
施
設
整
備
事

業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
交
通
利
便
性
向
上
や
物
流
の
効

率
化
、
環
境
保
全
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
バ

ス
到
着
時
間
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
情
報
提
供
を

行
う
と
と
も
に
、
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
等
の
効
率
化
と
処

分
の
適
正
化

(リ
サ
イ
ク
ル
)
の
支
援
や
、
A
H
S
技
術

を
活
用
し
て
除
雪
時
間
短
縮
化
･
作
業
効
率
化
の
支
援
を

行
う
実
証
実
験
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
I
T
S
技
術
を
活
用
し
た
歩
行
空
間
の
情
報
化

に
よ
り
、
出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
間
の
様
々
な
移
動

場
面
等
に
お
い
て
、
歩
行
者
、
車
椅
子
使
用
者
な
ど
に
安

道チテセ 2001.9 2 7

情
報
提
供

　

　　　

　　

鐸
三
方
ジ
あ

意
*
前
?車

ひ
ど
m

故

“を

Q
~事

!ゞ
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＼
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その他(運転者以外

9 6 40 人

操作支援が有効

情報提供や
危険警告が有効

カーナビへ情報
　 　　 　　

図 4 走行支援システム (イメージ図)

【交通事故死者数の原因別内訳】

センサーによる

発見の遅れ
50 %



全

･
快
適

･
利
便
を
提
供
す
る
歩
行
者
I
T
S
に
つ
い

て
、
社
会
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
技
術
基
準
の
策
定

を
実
施
す
る

(図
6
)。

四

V
-
C
S
情
報
、
路
面
･
工
事
情
報
等
道

路
情
報
や
公
共
交
通
情
報
･
バ
リ
ア
フ
リ
ー

情
報
等
の
提
供
の
充
実

交
通
の
円
滑
化
や
快
適
な
移
動
を
図
る
た
め
、
二
〇
〇

二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
等
に
あ
わ
せ
て
、

V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
の
情
報
や

路
面
･
工
事
情
報
等
の
道
路
情
報
や
、
公
共
交
通
情
報
･

バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
端
末

等
を
活
用
し
て
提
供
す
る

(図
7
)。

歩行者肝Sが目指す夢…ビス

0 ×バス停です
もうすぐ到醤します

経路案内場所属性情報提供

図 6 歩行者 I T S のイメージ図

注意喚起

車道に入りました
歩道は左側です

路面電車、飛行機、高速バスの連行状況や運行案内

図 7 道路情報や公共交通情報 ･バリアフリー情報の提供

( i一モビリティセンター)
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本
年
も
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
を
記
念
し
て
、
道

路
関
係
団
体
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る

｢道
の
日
｣
実

行
委
員
会

(会
長
"
綿
貫
民
輔
氏
)
に
よ
る
中
央
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
六
回
目
を
迎
え
た
今
年
は
、
｢は
じ
め
よ
う
道
と
の

お
つ
き
あ
い
｣
を
テ
ー
マ
に
、
未
来
を
担
う
小
学
生
た
ち

が
道
路
施
設
を
見
学
す
る

｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣
施

設
見
学
会
と
都
内
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
幅
広
い

層
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣
施
設
見
学
会

日

時
…
平
成
13
年
8
月
4
日

(土
)

時

間
…
9
…
30
~
"
…
30

見
学
施
設
…
道
の
駅
と
み
う
ら
、
海
ほ
た
る
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア

｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣

一
行

(子
供
二
一名
･
保

護
者
一
九
名
)
は
午
前
九
時
三
〇
分
に
品
川
駅
に
集
合
し

ま
し
た
。
時
間
に
誰
一
人
遅
れ
る
こ
と
な
く
集
合
で
き
た

こ
と
か
ら
も
、
見
学
会
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。バ

ス
は
品
川
駅
を
出
発
し
、
最
初
の
見
学
先
で
あ
る
千

葉
県
富
浦
町
の

｢道
の
駅
と
み
う
ら
｣
へ
と
向
か
い
ま
し

た
。
大
井
南
よ
り
首
都
高
速
に
入
り
、
早
速
、
ビ
デ
オ
に

て
E
T
C
(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)

の
勉
強
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
最
新
の
シ
ス
テ
ム
で

　　　
　を̂

｢道の駅とみうら｣
な

て
事
に

あ
る
E
T
C
の
仕
組
や
そ
の
効
果
が
よ
く
理
解
で
き
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
ビ
デ
オ
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
バ
ス
は
東

京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
入
り
ま
し
た
。

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
は
川
崎
と
木
更
津
を
結
ぶ
、
全

長
一
五
･
一
如
の
道
路
で
川
崎
側
の
九
･
六
如
が
海
底
ト

ン
ネ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
初
め
て
見
る
海
底
ト
ン
ネ
ル

に
、
バ
ス
の
中
も
だ
い
ぶ
盛
り
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
青
い
空
と
青
い
海
が
車
窓

い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
歓
声
が
上
が
る
ほ
ど
で
し
た
。

そ
し
て
、木
更
津
金
田
料
金
所
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
E
T
C
を
実
際
に
体
験
し
ま
す
。
(今
回
の
施

設
見
学
会
で
は
親
善
大
使
の
子
ど
も
た
ち
に
実
際
に
E
T

｢道の日｣中央行事報告

道路局総務課



C
を
体
験
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
車
載
器
を
搭
載
し
た
バ

ス
を
用
意
し
ま
し
た
。)
ゲ
ー
ト
が
本
当
に
開
く
の
か
心

配
だ
っ
た
よ
う
で
、
ゲ
ー
ト
が
開
い
た
瞬
間
、
｢オ
ゥ
ー
｣

と
感
嘆
の
声
が
漏
れ
、
皆
な
安
心
し
た
表
情
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
あ
と
、
一
般
道
路
、
富
津
館
山
道
路
な
ど
を
経
由

し
て
、
正
午
過
ぎ
に

｢道
の
駅
と
み
う
ら
｣
に
到
着
し
ま

　
地下の避難用通路と ゞ
救出口を見学 い

し
た
。｢道

の
駅
と
み
う
ら
｣
は
昨
年
三
月
の

｢道
の
駅
グ
ラ

ン
プ
リ
2
0
0
0
｣
(平
成

一
一
年
八
月
以
前
に
登
録
さ

れ
開
業
し
て
い
る
四
六
三
駅
を
対
象
)
に
お
い
て
最
優
秀

賞
に
輝
い
て
お
り
、
利
用
者
や
地
域
か
ら
た
い
へ
ん
高
い

評
価
を
得
て
い
る

｢道
の
駅
｣
な
の
で
す
。

ま
ず
は
、
館
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
加
藤
駅
長
か

ら
｢道
の
駅
｣
の
目
的
や
機
能
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
巻
け

ま
し
た
。
親
善
大
使
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
方
々
も
関

心
を
持
た
れ
た
よ
う
で
、
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
お
待
ち
か
ね
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し

た
。
敷
地
内
の
思
い
思
い
の
場
所
で
昼
食
を
取
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
人
気
だ
っ
た
の
は
裏
手
の
芝
生
広
場
で

す
。
や
は
り
、
屋
外
で
の
食
事
は
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
は
特
別
に
デ
ザ
ー
ト
に
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
用
意
し

ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
富
浦
は
日
本
で
も
有
数
の

び
わ
の
産
地
で
、
｢び
わ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
｣
が
名
物
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

昼
食
を
終
え
、
バ
ス
は
次
の
見
学
地
で
あ
る

｢海
ほ
た

る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
｣
へ
向
か
い
ま
す
。
バ
ス
内
で
ア

ク
ア
ラ
イ
ン
･
海
ほ
た
る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
建
設
の
工

程
･
工
法
を
ビ
デ
オ
で
勉
強
し
ま
し
た
が
、
子
供
達
は
そ

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚
い
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
海
ほ
た
る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に

到
着
で
す
。

海
ほ
た
る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
は
、
ア
ク
ア
ト
ン
ネ

ル
を
掘
削
し
た
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
カ
ッ
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

実
物
大
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
前
で
説
明
を
受
け
た
後
、
電

気
室
を
見
学
し
ま
し
た
。
海
ほ
た
る
で
使
用
し
て
い
る
電

気
は
川
崎
側
か
ら
供
給
さ
れ
、
こ
の
電
気
室
に
お
い
て
適

切
な
電
圧
に
変
え
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
後
、

長
い
階
段
を
降
り
、
車
道
下
の
避
難
用
地
下
通
路
と
救
出

口
を
見
学
。
ト
ン
ネ
ル
内
で
の
事
故
の
処
理
方
法
な
ど
、

新
た
に
知
り
得
た
こ
と
も
多
く
、
有
意
義
な
見
学
と
な
り

ま
し
た
。

全
て
の
見
学
を
終
え
て
、
バ
ス
は
品
川
駅
へ
向
か
い
ま

す
。
子
供
達
は
み
ん
な
大
変
満
足
し
た
表
情
を
し
て
い
ま

し
た
。
今
日
一
日

｢道
｣
に
つ
い
て
考
え
、
｢道
｣
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
夏
休
み
の
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
わ
や
か

｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ

日

時
…
平
成
13
年
8
月
u
日

(土
)

時

間

"
聡

"
30
~
16
"
"

(開
場
聡
…
①
)

場

所
…
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
内

ガ
ー
デ
ン

ホ
ー
ル

さ
わ
や
か
｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ
は
テ
レ
ビ
朝
日
、
下
平

さ
や
か
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
の
も
と
、
屋
内
の
ガ
ー
デ
ン

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い
て
は

｢我
々
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
道
路
に
愛
情
を
持
っ
て

接
し
、
大
切
に
利
用
す
る
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
｣
と

の
主
催
者
代
表
挨
拶
(海
野
代
表
幹
事
)
が
あ
り
ま
し
た
。

海ほたるの電気室にて



｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
で
は
、
国

土
交
通
大
臣
賞

(最
優
秀
作
)、
道
路
局
長
賞

(優
秀
作
)

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
一
、
五
一
九
点
の

応
募
作
品
の
中
か
ら
発
田
康
行
さ
ん

(群
馬
県
多
野
郡
新

町
)
の

｢我
が
町
の

自
慢
の
ひ
と
つ

こ
の
道
路
｣
が

国
土
交
通
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
大
石
道
路
局
長
よ
り

表
彰
状
、
審
査
員
の
山
田
美
保
子
さ
ん

(放
送
作
家
･
コ

ラ
ム
ニ
ス
ト
)、
陣
内
貴
美
子
さ
ん

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
)
よ
り
、
盾
･
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

次
の

｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣
施
設
見
学
会
報
告
で

は
、
見
学
会
当
日
の
映
像
を
紹
介
し
な
が
ら
、
下
平
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
よ
り
親
善
大
使
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
緊
張
の
せ
い
か
質
問
に
う
ま
く
答
え
ら
れ
な
い
場

｢道路ふれあい月間｣ 推進標語表彰式

　　　　　　
　

｢道のこども親善大使｣ 施設見学会報告

山本直純さんの楽しいコンサート

面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
ム
ー
ド
で

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
見
学
会
で
お
世
話
に
な
っ
た

｢道
の
駅
と
み
う

ら
｣
の
加
藤
駅
長
も
会
場
に
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
後
は
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
へ
と
移
り
ま
す
。
は
じ

め
に
、
皆
さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
い
っ
こ
く
堂
の
腹
話
術
が

始
ま
り
ま
し
た
。
い
っ
こ
く
堂
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
、

昨
年
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
行
わ
れ
た
｢世
界
腹
話
術
大
会
｣
で
、

日
本
人
と
し
て
初
め
て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
な
ど
、
海

外
で
も
大
活
躍
中
で
す
。
い
っ
こ
く
堂
は
、
腹
話
術
の
基

本
を
会
場
の
参
加
者
に
指
導
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
会
場
と

一
体
と
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
を
展
開
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
後
に
山
本
直
純
さ
ん
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
･

"
"
-
コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
山
本
直
純
さ
ん
は

｢オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や
っ
て
来
た
｣
の
音
楽
監
督
や
テ
レ

ビ
C
M
等
で
活
躍
さ
れ
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
だ
け
で
な

く
、
一
般
の
方
も
お
馴
染
み
の
方
で
す
。
今
回
は
、
映
画

の
挿
入
歌
や
ご
自
分
で
作
曲
さ
れ
た
曲
を
中
心
に
演
奏
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
曲
と
曲
と
の
間
に
は
、
音

楽
の
解
説
や
作
曲
し
た
際
の
背
景
や
思
い
出
を
面
白
お
か

し
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
山
本
直
純
さ
ん
の
魅
力

に
お
よ
そ
六
〇
〇
名
が
訪
れ
た
満
員
の
会
場
は
、
最
後
の

最
後
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
で
は
、
｢道
の
日
｣
を

国
民
の
祝
日
と
す
る
た
め
の
運
動
と
し
て
、
署
名
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

最
後
に

今
年
の

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

者
以
外
の
方
々
に
も
広
く

｢道
の
日
｣
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
八
月
一
〇
日
当
日
に
朝
日
新
聞
へ
徳
大
寺
有
恒

氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

(テ
ー
マ

…
日
本
の
道
を
考
え
る
)
を

掲
載
す
る
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
の

｢道
の
日
｣
中

央
行
事
を
通
じ
、
多
く
の
方
々
に

｢道
の
日
｣
を
知
っ
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
｢道
の
日
｣
を
契
機
に
、
改
め
て
道

路
の
役
割
･
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
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｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
活
動
報
告
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
全
国
各
地
で

パ
レ
ー
ド
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路
清
掃
な
ど
の
道
に
ち

な
ん
だ
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

八
月
八
日

(水
)
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
九
時
三
〇
分
ま

で
、
国
土
交
通
省
道
路
局
、
関
東
地
方
整
備
局
主
催
に
よ

る

｢オ
フ
ィ
ス
街
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2
0
0
1

會
限
ヶ
関

官
庁
街
道
路
清
掃
)｣
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
一
般
国
道
一
号

〈桜
田
通
り
)
の
警
視
庁
前

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
国
民
に
改

め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再

認
識
し
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と
い

う
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓

発
を
図
り
、
道
路
を
常
に
広
く
美
し
く
、
安
全
に
利
用
す

る
気
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
八
月
一
日

か
ら
同
月
三
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
を

｢道
路
ふ
れ
あ
い

月
間
｣
と
定
め
、
各
種
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
(平
成
一
三
年
度
よ
り

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
か

ら

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
に
名
称
を

変
更
し
た
。)

本
月
間
中
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め

.

鎚
瓶

と
す
る
各
道
路
管
理
者
は
、
関
係
省
庁
、

メ

メ

関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、
子
供

1　

　　　

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
層
に

で

差

“℃

様
々
な
行
事
を
通
じ
て
、
道
路
整
備
の

挨

必
要
性
や
道
路
の
持
っ
て
い
る
役
割
、

使
い
方
や
道
路
愛
護
等
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
各
種
運

動
を
展
開
し
て
お
り
、
本
年
度
も
、
道

路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の

Z
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桜
田
門
交
差
点
か
ら
虎
ノ
門
交
差
点
ま
で
の
歩
道
約
二
･

四
畑
の
ほ
か
、
都
道
及
び
区
道
の
上
下
線
の
歩
道
や
緑
地

帯
な
ど
歩
道
総
延
長
九
･
一
如
を
沿
道
の
官
庁
や
ビ
ル
な

ど
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
箒
、
熊
手
等
を

手
に
清
掃
を
行
い
、
快
い
汗
を
流
す
と
と
も
に
通
勤
途
中

の
方
々
に
も
道
路
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

こ
の
他
、
道
路
交
通
の
安
全
確
保
、
道
路
の
正
し
い
利

用
、
道
路
愛
護
等
に
関
し
て
永
年
に
わ
た
り
取
組
み
、
そ

の
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
六
三
団
体
、
一
五
個
人
に
対
し

て
国
土
交
通
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
道
路
管
理
者
の
み
な
ら
ず
道
路
利
用
者
の

方
々
に
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の
発
展
に
結
び
つ
き
を
持

つ
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
道
路
を
安
全
で
快
適
な
も
の

と
し
て
維
持
し
、
子
孫
に
受
け
継
い
で
い
く
と
い
う
認
識

に
た
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推

進
標
語
を
広
く
一
般
か
ら
募
集
す
る
な
ど
、
各
種
行
事
を

通
じ
て
、
多
く
の
方
々
に
道
路
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
関

心
と
理
解
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
道
路

写真 3 受賞者のみなさんと道路局長、審査員、司会者

愛
護
精
神
の
普
及
と
高
揚
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

推
進
標
語
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な

た
の
財
産
で
す
。
〈み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ

い
、
常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用

し
ま
し
ょ
う
〉｣
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
全
国
か

ら
一
、
五
一
九
点
の
応
募
が
あ
り
、
残
間
里
江
子

(プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
)
、
陣
内
貴
美
子

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
)
、
山
田
美
保
子

(放
送
作
家

･
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
)
、
渡
辺
文
雄

(俳
優
)
の
四
氏
に
よ
り
審
査

が
行
わ
れ
、
最
優
秀
作
/
国
土
交
通
大
臣
賞
一
点
、
優
秀

作
/
国
土
交
通
省
道
路
局
長
賞
四
点
、
佳
作
四
点
が
選
定

さ
れ
た
。

そ
し
て
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
期
間
中
に
開
催

さ
れ
た

｢道
の
日
｣
の
中
央
行
事
に
お
い
て
、
平
成
一
三

年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
が
執
り

行
わ
れ
、
国
土
交
通
大
臣
賞
の
発
田
康
行
さ
ん
、
道
路
局

長
賞
の
嶋
沢
英
伸
さ
ん
、
谷
三
千
代
さ
ん
、
山
本
広
行
さ

ん
に
大
石
道
路
局
長
か
ら
賞
状
が
、
審
査
員
の
山
田
美
保

子
さ
ん
と
陣
内
貴
美
子
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
楯
と
副
賞
が

手
渡
さ
れ
た
。
ま
た
、
佳
作
に
つ
い
て
は
各
地
方
整
備
局

に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
選
ば
れ
た
標
語
は
道
路
情
報
板
等
に
掲
示
す
る

ほ
か
、
各
自
治
体
の
広
報
誌
等
に
も
掲
載
さ
れ
、
本
月
間

の
広
報
に
活
用
さ
れ
た
。

　　　　　
　　　　　　

　
　
　　

　

　　　　　

　　　　　　

　

　　　　　
　　　

　
　　　　　
　
　

　
　　　　　　　　　　　　

0
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｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･｢道
の
日
｣
関
連
行
事

二
0
○
-
年
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び
八

月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
関
連
行
事
を
北
海
道
開
発
局

で
は
、
北
海
道
、
札
幌
市
、
日
本
道
路
公
団
北
海
道
支
社

と
共
同
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
内
各
地
に
お
い
て
も
、
関
連
行
事
と
し
て
北

海
道
開
発
局
開
発
建
設
部
、
北
海
道
土
木
現
業
所
及
び
各

市
町
村
の
道
路
管
理
者
が
共
同
し
て
地
域
住
民
参
加
の
も

と
関
連
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

H
O
K
K
A
-
D
0

｢道
の

日
｣
2
0
0
1
｣

メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
札
幌
市
に
お
い
て
は
、
八
月
一
〇

日

(金
)
に
札
幌
市
郊
外
に
あ
る
道
路
に
関
す
る
資
料
館

と
し
て
今
年
に
建
て
ら
れ
た

｢道
路
情
報
館
｣
を
会
場
と

し
て

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

H
O
K
K
A
I
D
0

｢道

の
日
｣
2
0
0
1
｣
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
｢パ
ネ
ル
展
｣
、
｢ク
イ
ズ
で
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
｣、
｢災
害
対
策
車
及
び
除
雪
車
等
の
展
示
｣
、
及
び

｢私
と
道
の
思
い
出
｣
の
ビ
デ
オ
上
映
等
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
地
域
住
民
の
意
向

･
意
見
を
把
握
す
る
た
め
の

｢道
路
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
は
昨
年
に
引
き
続
き

｢北
の
道
再
発
見
｣
を

歳

　　　
　
き
ズ
で
ミ
イ
ー

器
ク

、
ナ
均
一

　　
　

　
　
　

圓
難
船

　
　

　　

　

　

　

　
　

　

　　　

　

　　
　

　
　
　　

ートの

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
地
域
の
風
土
と
歴
史
の
中
に
定
着
し

て
い
る
北
海
道
の
道
路
を

｢再
発
見
｣
し
て
も
ら
う
こ
と

で

｢道
｣
の
役
割
や
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
行

い
ま
し
た
。

道
路
整
備
の
必
要
性
や
効
果

･
将
来
像
を
紹
介
し
た

｢北
の
暮
ら
し
を
支
え
る
道
路
事
業
｣
の
コ
ー
ナ
ー
、
来

年
の
一
月
に
開
催
さ
れ
る
P
I
A
R
C
や
現
在
募
集
中
の

エ
ッ
セ
イ

･
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
紹
介
し
た

｢
P
I
A
R

C

･
北
の
道
再
発
見
コ
ン
テ
ス
ト
｣
の
コ
ー
ナ
ー
、
昭
和

初
期
の
生
活
を
さ
さ
え
た
道
路
整
備
の
役
割
を

｢道
の
思
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い
出
｣
と
し
て
紹
介
し
た

｢私
と
道
の
思
い
出
｣
の
コ
ー

ナ
ー
、
｢写
真
、
エ
ッ
セ
イ
、
絵
画

過
去
の
受
賞
作
品
｣

の
コ
ー
ナ
ー
及
び
開
拓
使
に
よ
る
北
海
道
の
道
路
事
業
を

紹
介
し
た

｢北
の
道
百
年
◎
物
語
｣
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

ま
し
た
。
｢災
害
対
策
車
及
び
除
雪
車
等
の
展
示
｣
に
つ

い
て
は
、
道
路
で
働
く
衛
生
通
信
車
、
対
策
本
部
車
及
び

除
雪
車
を
展
示
し
ま
し
た
。
｢ク
イ
ズ
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
｣
は
、
道
路
情
報
館
内
外
の
四
ヵ
所
に
お
い
て

｢道
の

日
｣
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
ら
う
と
い
う
企
画
で
、

当
日
は
親
子
連
れ
が
多
く
、
親
子
共
々
ク
イ
ズ
で
身
近
に

あ
る
道
路
の
こ
と
に
つ
い
て
、
改
め
て
認
識
を
深
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
も
よ
く
、
ま
た
、
夏
休
み
と
あ
っ
て
多

く
の
人
々
が
訪
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
行
事

札
幌
以
外
の
会
場
で
も
、
道
内
の
多
く
の
市
町
村
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
域
で
は
道
に
関
し
て
地
域
住
民
の
意
向

･

意
見
を
把
握
す
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

網
走
市
管
内
で
は
地
域
住
民
が
参
加
し
道
路
管
理
者
と
共

同
し
て
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

帯
広
市
や
室
蘭
市
、
小
樽
市
で
は
、
道
路
維
持
用
機
械
、

災
害
対
策
車
や
除
雪
機
械
が
展
示
さ
れ
、
体
験
試
乗
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

函
館
管
内
で
は
、
よ
り
道
に
対
し
て
の
認
識
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
道
の
駅
で
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
多
く
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
道
内
各
地
に
お
い
て

市
町
村
の
街
頭
や

｢道
の
駅
｣
で
P
R
行
事
や

｢道
路
工

事
現
場
見
学
会
｣
、
｢絵
画
展
｣
が
行
わ
れ
、
｢北
海
道
の

道
路
パ
ネ
ル
展
｣
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
も
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
方
々
や
地
域

住
民
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
道
路
に
ふ
れ
あ
っ
て
い

た
だ
い
て
、
道
路
を
い
つ
く
し
む
と
い
っ
た
道
路
愛
護
思

想
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

の
期
間
中
に
は
、
道
路
情
報
板
及
び
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
カ

ー
等
に
よ
る
広
報
、
道
路
功
労
者
に
対
す
る
北
海
道
開
発

局
長
表
彰
、
道
路
占
用
物
件
の
適
正
化
指
導
、
道
路
清
掃
、

特
殊
車
両
の
現
地
指
導
取
締
等
を
行
い
ま
し
た
。

道
路
フ
ェ
ア
2
0
0
貸

東
北
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
い
、

道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
べ
く
本
局
を
初
め
と
し
て

種
々
の
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

宮
城
県
内
で
は
、
八
月
一
〇
日

(金
)
~
八
月
一
一
日

(土
)
の
二
日
間
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
行
事
実
行
委
員

会

(東
北
地
方
整
備
局
･仙
台
工
事
事
務
所
･
東
北
幹
線

道
路
調
査
事
務
所
･
宮
城
県
･
仙
台
市
･
日
本
道
路
公
団

東
北
支
社
･
宮
城
県
道
路
公
社
)
主
催
に
よ
る

｢道
路
フ

ェ
ア
2
0
0
1
｣
を
仙
台
市
青
葉
区
内
の
勾
当
台
公
園
市

民
の
広
場
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

初
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
、
東
北

地
方
整
備
局
竹
内
局
長
の
挨
拶
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
に
引
き
続
き
、
仙
台
市
内
の
小
学
生
の
応
募
に
よ

る
『道
路
の
絵
画
展
』
及
び
東
北
地
方
の
道
路
を
対
象
と

し
た
『東
北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
入
賞
者
の

表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
絵
画
展
に
は
三
、
九
七

三
点
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
三
、
二
三
四
点
も
の
応
募

が
あ
り
、毎
年
多
数
の
応
募
作
品
が
あ
る
こ
と
か
ら
、道
路

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

メ
イ
ン
と
な
る
テ
ー
マ
ゾ
ー
ン
内
に
お
い
て
は
、
最
新

の
道
路
情
報
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
I
T
S

(高

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)、
視
覚
障
害
者
誘
導
シ
ス
テ
ム
、

V
I
C
s

(道
路
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)、
道
路
事
業
広

報
等
の
パ
ネ
ル
や
降
雪
体
験
模
型
の
展
示
等
を
行
い
、
併

せ
て

『道
路
の
絵
画
展
』
『東
北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
』
入
賞
作
品
の
展
示
も
行
い
ま
し
た
。

道テテセ 2001. お



親
子
連
れ
や
会
社
帰
り
の
人
々
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
お

で
も
体
験
コ
ー
ナ
ー
｣
を
設
け
ま
し
た
。

後
と
も
こ
う
し
た
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い
き
た

う
と
、
な
つ
か
し
い
駄
菓
子
屋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

｢な
っ

ま
た
、
会
場
内
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
笑
い
･
俳

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

か
し
横
丁
｣、
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
と
好
評
だ
っ
た
橋

や
建
設
機
械
の
紙
工
作
が
体
験
出
来
た
り
、
宮
城
県
気
仙

沼
市
在
住
の
“
気
仙
沼
人
力
車
の
会
“
の
方
々
に
よ
る
試

乗
会
の
開
催
や
高
所
作
業
車
･
情
報
収
集
車
等
を
間
近
で

見
て
体
験
試
乗
す
る
た
め
に
順
番
待
ち
が
で
き
た

｢な
ん“気仙沼人力車の会" による体験

試乗

　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　 　　

働く車両コーナーで試乗する来場者

ま
た
、
会
場
内
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
笑
い
･
俳

優
･
ラ
ン
ナ
ー
と
多
彩
な
才
能
を
持
っ
て
多
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る

｢間
寛
平
さ
ん
｣
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
そ
し

て
ア
ニ
メ

｢忍
た
ま
乱
太
郎
｣
シ
ョ
ー
は
小
さ
い
お
子
さ

ん
に
大
人
気
、
｢
タ
イ
ム
レ
ン
ジ
ャ
ー
｣
シ
ョ
ー
で
は
交

通
安
全
に
関
し
た
ク
イ
ズ
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
の
交
通
安

全
教
室
な
ど
、
ど
ち
ら
も
来
場
者
に
は
大
変
好
評
で
し
た
。

更
に
初
日
に
は
昨
年
に
引
き
続
き
加
…
①
ま
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
会
社
帰
り
の
人
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

｢甘

茸
①
:
□
□
｣
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
地

元
F
M
局
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
公
開
生
放
送
に
よ
り
更
に

フ
ェ
ア
の
P
R
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
も
っ
と
道
路
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
方

に
は
、
｢道
路
資
料
館
｣
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
。

乗
車
人
数
も
各
国
と
も
満
員
状
態
で
か
な
り
の
人
気
。
そ

の
上
、
館
内
で
の
施
設
見
学
及
び
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
実
施

し
た
こ
と
に
よ
り
、
更
に
道
路
へ
の
関
心
を
深
め
て
も
ら

い
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
関
心
の
高
さ
を
示
す
か

の
よ
う
に
、
二
日
間
で
約
二
五
、
○
○
0
人
程
の
入
場
者

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
盛
況
の
内
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
東
北
地
方
整
備
局
管
内
各
地
に
お
い

て
、
幅
広
い
年
齢
層
の
地
域
の
方
々
の
参
加
を
対
象
に
多

数
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
･
｢道
の
日
｣
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
今

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

･
｢道
の
日
｣
の
取
組
み

関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
新
た
に
制
定
さ
れ
た
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣

の
制
定
趣
旨
を
踏
ま
え
、
広
く
道
路
愛
護
精
神
を
高
め
、

道
路
事
業
に
対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
、
本
局
を
は
じ
め

管
内
の
各
事
務
所
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
等
の
協
力

を
得
な
が
ら
様
々
な
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
下

に
そ
の
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。
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関
東
道
路
フ
ェ
ア
2
0
0
1

今
年
の

｢関
東
道
路
フ
ェ
ア
2
0
0
1
｣
は
、
新
た
に

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
が
制
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
｢道

と
の
“
ふ
れ
あ
い
“
｣
を
テ
ー
マ
に
、
広
く
国
民
の
皆
様

に
こ
れ
か
ら
の
道
と
の
つ
き
あ
い
方
を
一
緒
に
考
え
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
八
月
二
四
日

(金
)
に
、

さ
い
た
ま
新
都
心
の
“
け
や
き
ひ
ろ
ば
“
に
お
い
て
、
日

本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
東
日
本
電
信
電
話

㈱
、
東
京
電
力
㈱
、
東
京
ガ
ス
㈱
の
協
賛
を
得
て
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
道
路
清
掃
美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
小
学
生
達
が
、
｢こ
ど
も
道
路
ふ
れ

あ
い
宣
言
2
0
0
1
｣
を
発
表
す
る
『こ
ど
も
道
路
ふ
れ

あ
い
会
議
』、
『道
の
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
』
と
題
し
て
、

近
隣
の
さ
い
た
ま
市
立
七
里
中
学
校
と
さ
い
た
ま
市
立
土

合
中
学
校
に
よ
る

｢ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
｣
、
二
一
世
紀

を
担
う
子
ど
も
達
も
楽
し
め
る
よ
う
に
、
『｢デ
ジ
モ
ン
テ

イ
マ
ー
ズ
｣
シ
ョ
ー
』
、
各
協
賛
団
体
に
よ
る
ク
イ
ズ
形

式
等
の
『事
業
P
R
タ
イ
ム
』
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
『こ
ど
も
道
路
ふ
れ
あ
い
会
議
』
は
、
さ
い
た

ま
市
立
大
宮
小
学
校
、
小
山
市
立
羽
用
小
学
校
、
小
山
市

立
若
木
小
学
校
の
小
学
生
総
勢
四
○
名
が
参
加
し
、
道
路

清
掃
美
化
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
小
学

生
の
視
点
か
ら
、
｢
こ
れ
か
ら
の
道
と
の
つ
き
あ
い
方
｣、

｢理
想
の
道
路
｣
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の

｢道
へ
の
想
い
｣
を

｢こ
ど
も
道
路
ふ
れ
あ
い
宣
言
2

0
0
1
｣
と
し
て
ま
と
め
、
関
東
地
方
整
備
局
の
代
表
と

し
て
大
槻
道
路
情
報
管
理
官
に
提
言
し
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
は
、
会
場
の
各
広
報
ブ
ー
ス

に
お
い
て
、
チ
ラ
シ

･
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
、
ク
イ

ズ
に
答
え
な
が
ら
“
道
の
な
る
ほ
ど
!
“
が
体
験
で
き
る

パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
約
二
、

五
〇
〇
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
、
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で

幅
広
く
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
道
路

を
利
用
す
る
多
く
の
方
々
に
、
こ
れ
か
ら
の
道
と
の
つ
き

あ
い
方
を
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
を
提
供
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

八
月
一
〇
日
か
ら
八
月
一
九
日
ま
で
大
宮
西
口
共
同
ビ

ル

ー
階
入
口
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て
、
第

一
四
回

｢道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
｣
の
入
選
作
品
の
写

真
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
意
義

真

　　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　

　
　

　　　
　
　　

　
　
　
　
　

　　
　
　

　
　　
　

　　
　
　　　　　
　　

で
あ
る
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、
小
中
高
校

生
は
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
、
目
で
と
ら
え
た

｢道
｣
の

写
真
撮
影
を
通
し
て
、
ま
た
、
一
般
の
方
々
は
入
選
作
品

を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
｢道
路
の
果
た
す

役
割
、
大
切
さ
、
正
し
い
利
用
｣
に
つ
い
て
、
理
解
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

三
、
○
○
二
点
と
多
く
の
応
募
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
写

真
展
に
は
、
約
一
〇
0
、
0
0
0
八
の
方
々
に
鑑
賞
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
た
ち
に

道
路
愛
護
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
街
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2
0
0
1

八
月
八
日
に

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の

｢オ
フ
ィ
ス

街
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2
0
0
1
｣
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
道
路
清
掃
は
主
要
官
庁
の
あ
る
霞
が
関
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
省
庁
･
民
間
ビ
ル
の
方
々
一
、

○
七
八
名
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
霞
が
関
の
国
道
一
号

(桜
田
通
り
)
及
び
都

･
区
道
の
歩
道
清
掃
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
早
朝
か
ら
歩
道
清
掃
を
実
施
し
、
約
一
時
間

で
歩
道
、
植
樹
帯
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
周
辺
清
掃

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
八

月
二
四
日
に
、
さ
い
た
ま
新
都
心
合
同
庁
舎
周
辺
の
国
道

一
七
号
及
び
県
道
･
市
道
の
歩
道
等
の
清
掃
を
実
施
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
国
土
交
通
省
職
員
九
〇
名
程
度
で
早
朝

道行セ 2001 9 ‐;7



か
ら
清
掃
を
実
施
し
、
約
一
時
間
で
歩
道
･
植
樹
帯
が
き

れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
が
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、今
後
、

清
掃
エ
リ
ア
及
び
参
加
者
を
拡
大
し
、
地
域
の
方
々
と
共

に
、
き
れ
い
な
街
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
･
道
の
日
｣行
事
報
告

北
陸
地
方
整
備
局
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
･
道

の
日
｣
行
事
の
一
環
と
し
て
、
様
々
な
催
し
を
実
施
し
た
。

な
か
で
も
道
路
の
正
し
い
利
用
と
道
路
の
機
能
、
大
切

さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
管
内
の

各
事
務
所
で
開
催
さ
れ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
主
な
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
紹
介
し
た
い
。

各
イ
ベ
ン
ト
は
、
道
路
関
係
機
関
及
び
協
賛
団
体
の
協

力
を
得
て
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
多
彩
な
内
容
と
な

り
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

2
0
0
1
に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(八
月
六
日

(月
)
新
潟
市
万
代
シ
テ
ィ
通
り
)

国
土
交
通
省
、
新
潟
県
、
新
潟
市
、
日
本
道
路
公
団
を

は
じ
め
一
六
の
機
関
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
の
主
催
に

よ
り
、
今
年
も

｢に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣
が

開
催
さ
れ
た
。

会
場
中
央
の
お
祭
り
広
場
で
は
、
新
潟
大
学
の
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
演
奏
、
大
道
芸
、
新
潟
県
警
の
交
通
安
全
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
が
行
わ
れ
、
恒
例
の
地
元
小
学
生
に
よ
る

｢万

代
太
鼓
｣
に
は
、
多
く
の
人
々
が
足
を
止
め
幾
重
も
の
人

垣
が
で
き
た
。

ま
た
、
道
路
愛
護
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
、
リ
フ
ト
車
等
を

展
示
し
た
自
動
車
コ
ー
ナ
ー
、
マ
イ
カ
ー
相
談
所
、
普
段

は
で
き
な
い
道
路
上
で
の
落
書
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
各
コ

ー
ナ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
は
来
場
者
に
好
評
で
、
訪
れ
た
方
々

に
道
路
の
役
割
、
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
だ
け
で

な
く
、
有
意
義
な
時
間
を
提
供
で
き
た
と
思
っ
て
い
る
。

長
岡
ま
つ
り

わ
ん
ぱ
く
お
祭
り
広
場

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣

(八
月
三
日

(金
)
長
岡
駅
前
大
手
通
り
)

長
岡
ま
つ
り
の
昼
行
事

｢わ
ん
ぱ
く
お
祭
り
広
場
｣
に

道
路
管
理
者
グ
ル
ー
プ

(国
土
交
通
省

･
日
本
道
路
公

団
･
新
潟
県
･
長
岡
市
)
と
し
て

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
を

設
け
て
、
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
で
は
、
メ
ル
ヘ
ン
号

(山
車
)
と

記
念
撮
影
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
展
示
、
プ
ー
ル
で
遊
ぼ

う
、
大
型
映
像
車
で
ゲ
ー
ム
、
出
張
･
道
の
相
談
室
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
と
こ
ろ
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
か
ら
続
々
と
子
供
達
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
、
ど

の
コ
ー
ナ
ー
も
子
供
達
の
元
気
な
歓
声
に
満
ち
あ
ふ
れ
、

イ
ベ
ン
ト
終
了
ま
で
人
の
波
が
途
切
れ
ず
多
数
の
参
加
者

で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

同
時
に
、
チ
ラ
シ
等
の
広
報
用
品
を
配
布
し
、
｢道
の

コ
ー
ナ
ー
｣
に
来
て
い
た
だ
い
た
多
く
の
人
達
に
道
路
愛

護
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
が
出
来
た
。

道
と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
-
く

8

(八
月
一
〇
日

(金
)
上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
)
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国
土
交
通
省
も
含
め
た
上
越
市
沿
道
連
絡
協
議
会
の
主

催
に
よ
り
、
遊
び
を
通
し
て
子
供
達
に
道
路
に
親
し
み
を

も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
手
作
り
模
型
コ
ー

ナ
ー
、
ミ
ニ
四
駆
コ
ー
ナ
ー
、
な
ぞ
な
ぞ
コ
ー
ナ
ー
、
高

速
道
路
落
下
物
展
示
コ
ー
ナ
ー
等
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
、
あ
わ
せ
て
道
路
広
報
の
P
R
を
実
施
し
た
。

2
0
0
1
人
と
人
･
道
で
つ
な
ぐ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(八
月
一
〇
日

(金
)
富
山
市
タ
ワ
ー
三

一
)

道
路
愛
護
団
体
及
び
一
般
か
ら
広
く
作
品
を
募
集
し
た

｢北
陸
の
み
ち
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
0
1
｣
富
山
県

内
入
賞
者
の
表
彰
と
今
年
で
一
三
回
目
を
迎
え
る

｢お
も

し
ろ
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
｣
入
賞
者
の
表
彰
式
を
行
っ

た
後
、
引
き
続
き
冒
険
家
の
風
間
深
志
氏
に
よ
る
記
念
講

演
会
を
開
催
し
た
。

｢我
が
道
｣
を
テ
ー
マ
に
、
旅
の
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
で

紹
介
し
な
が
ら
の
講
演
に
聴
講
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
た
。

道
路
ま
つ
り

｢歩
行
者
天
国
｣

(八
月
五
日

(日
)
金
沢
市
香
林
坊
~
片
町
)

毎
年
八
月
の
第
一
日
曜
日
に
金
沢
市
の
中
心
街
に
あ
る

一
般
国
道
一
五
七
号
を
歩
行
者
天
国
と
し
て
、
繰
り
広
げ

ら
れ
る

｢道
路
ま
つ
り
｣
は
、
金
沢
の
夏
の
風
物
詩
と
し

て
市
民
に
定
着
し
て
き
て
い
る
。

道
路
を
竹
馬
や
ホ
ッ
ピ
ン
グ
、
水
鉄
砲
ゲ
ー
ム
、
自
由

道路まつり ｢歩行者天国｣
竹馬などで遊ぶ子供達

に
落
書
き
が
で
き
る
広
場
と
し
て
開
放
す
る
こ
と
で
、
道

路
に
直
接
触
れ
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

ま
た
、
月
間
に
係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
建
設
機
械
及
び
道

路
模
型
等
の
展
示
、
｢道
の
相
談
室
｣
を
実
施
す
る
こ
と

で
道
路
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

特
に
今
年
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ス
ト
リ
ー

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
ま
つ
り
の
雰
囲
気
を
大
い
に
盛

り
上
げ
た
。

平
成
一
三
年
度

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

中
部
か
ら
の
報
告

は
じ
め
に

中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
と
高

揚
を
図
る
た
め
、
県
、
市
町
村
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
八

月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の

｢道

　　

の
日
｣
に
、
様
々
な
催
し
を
行
い
、
多
く
の
方
々
の
参
加

3

を
得
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
催
し
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

2

第

一
五
回

｢み
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣

微

日
時

･
場
所
…
八
月
四
日

(土
)
12
"
の
5
18

…
00

道

名
古
屋
市
中
区
栄

｢久
屋
大
通
り
公
園

(久
屋
広
場
)｣

主

催
"
名
古
屋
地
区
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
実
行

委
員
会

イ
ベ
ン
ト
内
容
…
ふ
れ
あ
い
体
感
ウ
ォ
ー
ク
、
東
海
道
ミ

ニ
ラ
リ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン

(名
古
屋
市
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
、

み
ち
/
道
/
道
路
ク
イ
ズ
等
)
、
体
験

広
場

(創
作
絞
り
体
験
、
ラ
ジ
コ
ン
建

設
機
械
体
験
等
)
、
ふ
れ
あ
い
広
場

名古屋市消防音楽隊の演奏



(ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
等
)、
道
の
駅
広

場

(道
の
駅
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

九
駅
が
参
加
し
た
物
産
展
)、
は
た
ら

く
車
パ
ー
ク

(天
然
ガ
ス
の
道
路
維
持

作
業
車
、
白
バ
イ
に
跨
り
記
念
写
真

等
)、
パ
ネ
ル
展
示

(私
た
ち
の

｢道
｣

写
真
展
等
)

空
気
の
ご
と
く
重
要
で
あ
り
な
が
ら
、
存
在
や
大
切
さ

を
忘
れ
が
ち
な

｢み
ち
｣
に
改
め
て
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
｢ふ
れ
あ
い
体
感
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
｣

を
実
施
し
ま
し
た
。
会
場
周
辺
の
歩
道
等
の
コ
ー
ス
ニ
･

五
皿
を
約
五
〇
〇
名
が
歩
き
、
感
想
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記

入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
毎
年
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
方
が
増
え
て
お
り
、
根
付
い
た
行
事

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

三
七
℃
の
暑
さ
の
中
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
子
供
か
ら
若
者
、
年
輩
者
ま
で
含
め
約
三
、
○
○
○

名
も
の
来
場
者
が
あ
り
、
今
後
も
更
に
充
実
し
た
イ
ベ
ン

ト
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け
、
住
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
永
く
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

J
R
静
岡
駅
構
内

｢道
の
日
｣
広
報
イ
ベ
ン
ト

日
時

･
場
所
…
八
月
一
〇
日

(金
)
10
…
①
~
お
"
の

｢J
R
静
岡
駅
構
内
｣
等

主

催
"
静
岡
国
道
工
事
事
務
所
他
一
二
機
関

イ
ベ
ン
ト
内
容
…
模
型
展
示
、
パ
ネ
ル
展
示
、
広
報
物
品

及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
広
報
ビ

デ
オ
等

一
二
回
目
と
な
る
今
回
は
、
J
R
静
岡
駅
北
口
で
建
設

中
の
地
下
駐
車
場
の
模
型
展
示
と
工
事
現
場
見
学
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
多
く
は
地
下
駐
車
場
模
型
の
前

に
立
ち
止
ま
り
、
担
当
者
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
静
岡
県
車
椅
子
協
会
、
静
岡
中
央
警
察
署
と

ミ
ス
静
岡
三
名
等
を
加
え
、
夏
休
み
で
賑
わ
う

｢青
葉
ロ

ー
ド
パ
ー
ク
｣
や
静
岡
駅
で
多
く
の
一
般
市
民
の
方
々
に

対
し
、
広
報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

｢み
ち
フ
ェ
ス
タ
岐
阜
｣

日
時

･
場
所
…
八
月
四
日

(土
)
④
…
⑪
~
15

…
00

岐
阜
市
正
木

｢大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
マ
ー
サ
錠
｣

主

催
…岐
阜
地
区
道
の
日
実
行
委
員
会

イ
ベ
ン
ト
内
容
"
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
、道
路
ク
イ
ズ
大
会
、

岐
阜
国
道
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ス
コ
ッ
ト

内
ト

並再

ノ　　　
　
　
　

　
　
　

｢れ
ん
げ
ち
ゃ
ん
｣
の
マ
ジ
ッ
ク
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー
作
り
、
記
念
写
真
プ
レ
ゼ
ン

ト
、
パ
ネ
ル
展
示
、
災
害
で
活
躍
す
る

車
の
展
示

(対
策
本
部
車
、
照
明
車
、

パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
)
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

類
の
配
布
、
各
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
等

今
年
は
、
道
路
で
発
生
す
る
剪
定
枝
や
刈
草
を
チ
ッ
プ

化
し
、
堆
肥
に
し
た

｢緑
の
リ
サ
イ
ク
ル

エ
コ
･
グ
リ

ー
ン
堆
肥
｣
を
来
場
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
道
路
管
理
者

の
環
境
保
護
に
対
す
る
一
つ
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
環
境
に
対
す
る
姿
勢
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
し

た
。楽

し
み
な
が
ら
道
路
の
役
割
や
重
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
親

子
連
れ
が
訪
れ
、
一
、
○
○
0
個
用
意
し
た
標
語
入
り
風

船
が
す
ぐ
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
大
盛
況
で
し
た
。
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一

基
本
方
針

国
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
道
路
政
策
を
展
開
し
、

低
コ
ス
ト
で
効
果
を
早
期
に
発
現
す
る
整
備
･
管
理
を
着

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
よ
り
使
い
や
す
く
な

る
よ
う
に
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
り
、
安
全
で

快
適
な
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
。

そ
の
中
で
、
都
市
再
生
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
環

境
問
題
や
少
子
･
高
齢
化
な
ど
二
一
世
紀
の
課
題
に
対
応

し
た
分
野
で
、
他
の
行
政
分
野
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

主
要
な
施
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

な
お
、
平
成
一
四
年
度
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

｢今

後
の
経
済
財
政
運
営
及
び
経
済
社
会
の
構
造
改
革
に
関
す

る
基
本
方
針
｣
や

｢国
土
交
通
省
に
お
け
る
公
共
事
業
改

革
へ
の
取
組
｣
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
道
路
特
定
財
源
や
長

期
計
画
な
ど
既
存
シ
ス
テ
ム
･
制
度
の
見
直
し
を
進
め

る
o二

要
求
概
要

道
路
整
備
の
平
成
一
四
年
度
概
算
要
求
に
お
い
て
は
、

国
費
三
兆
六
、
四
五
九
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
二
)、

財
政
投
融
資
資
金
三
兆
一
、
二
九
九
億
円
(同
一
･
0
三
)、

事
業
費
七
兆
三
、
七
六
九
億
円

(同
○
･
九
九
)
を
計
上

し
て
い
る

(表
1
j
3
)
。

こ
の
う
ち
幹
線
道
路
事
業
に
事
業
費
五
兆
九
、
三
一
〇

億
円

(同
0
･
九
七
)
、
国
費
二
兆
八
、
二
九
六
億
円

(同
○
･
九
九
)
を
計
上
し
、
交
通
連
携
事
業
に
事
業
費

四
、
八
八
七
億
円

(同
一
･
一
○
)、
国
費
二
、
八
五
二

億
円

(同
一
･
0
九
)
を
計
上
し
、
道
路
環
境
整
備
事
業

に
事
業
費
九
、
五
七
二
億
円

(同
一
･
一
一
▽
、
国
費
五
、

三
一
一
億
円

(同
一
･
一
四
)
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
道
路
事
業
に
事
業
費
五
兆
二
、
一
六
九
億

円

(同
一
･
0
三
)、
国
費
三
兆
一
、
六
六
八
億
円

(同

一
･
0
三
)
を
計
上
し
、
有
料
道
路
事
業
に
事
業
費
二
兆

一
、
六
〇
〇
億
円

(同
0
･
九
二
)
、
国
費
四
、
七
九
一

億
円

(同
○
･
九
三
)
を
計
上
し
て
い
る
。



(単位 :億円)表 1 道路関係予算概算要求

区 分 事業費 対前年度比 国 費 対前年度比

幹 線 道 路 59,310 0.97 28,296 0.99

交 通 連 携 4 8 87 1.10 2,852 1.09

道 路 環 境 整 備 9,572 L 12 5,311 1,14

計 73,769 0.99 36,459 1 02

一 般 道 路 52,169 1.03 31,668 1.03

有 料 道 路 21,600 0,92 47 91 0.93

計 73,769 0.99 36,459 1.02

(注) 1 . 住宅宅地関連公共施設整備促進事業、都市再開発関連公共施設整備促進事業及びまちづくり総合支援

事業を含む。
2 . 河川等関連公共施設整備促進事業 (事業費197億円、 国費100億円) を含まない。
3 . 交通連携には、 空港港湾等アクセス道路の整備、交通結節点の改善、連続立体交差事業、 新交通シス

テム等の整備に係る計数を計上している。
4 . 道路環境整備には、 沿道環境改善事業、電線共同溝の整備、交通安全施設等整備事業、道路交通環境

改善促進事業、住宅宅地関連公共施設整備促進事業、まちづくり総合支援事業、都市再開発関連公共

施設整備促進事業に係る計数を計上している。

0財 政 投 融 資 31,299億円 (対前年度比 1,03)

○行政部費 (一般会計国費) 3,3億円 (対前年度比 1.01)

く注〉 1 . 財政投融資には、 外債 (L200億円) を含む。
2 , 行政部費には、 構造改革特別要求0.9億円を含む。

[重点推進分野別事業費の状況] (単位 :億円)

14年度要求 前年度 倍率

1 . 都市の再生-都市の魅力と国際競争力

0 三大都市圏環状道路の整備
(うち一般道路分)

○ 都市の競争力の向上を図る道路整備

○ 踏切道の改良促進

(うち連続立体交差事業)
○ 交通結節点改善事業
○ 電線類の地中化

25,884

5,422

(2,381)

14,210

3,180

(1,455)

835

2,237

24,452

5,250

(2,146)

13,486

2,963

(1,329)

592

2,161

1.06

1,03

(1.11)
1.05

1.07

(1 10)
1.41

1.04

2 . 地方の個性ある活性化、まちづくり

○ 地域の連携 ･交流を強化するための整備等

16,460 16,空努 1.00

3 . 循環型経済社会の構築など環境問題への対応

○ 沿道環境対策等

1.701 1,457 1,17

4 . 少子 ･高齢化への対応

0 歩行空間のバリアフリー化等

5,507 5,030 1.09

5 . 世界最先端のI雪国家の実現

○ IT社会推進に向けた道路の情報化

2,019 1,911 1.06

1 ~ 5 , 合計 51,570 49,298 1.05

(注) 1 . 経済財政諮問会議の ｢今後の経済財政運営及び経済社会の構造改革に関する基本方針｣ において
政策効果が顕

著で重点的に推進するとされている分野にしたがって分類 ･計上。

2 . 四捨五入の関係で、 各計数の和が合計と一致しないところがある。



表 2 道路関係予算概算要求総括表 (単位 :百万円)

区 分
13年度要求 (A ) 前年度 (B ) 倍率 (A ) / (B )

備 考
事業費 国費 事業費 国費 事業費 国費

一 般 道 路
一 般 国 道

直 轄
補 助
地 方 道
街 路
街 路
区 画 整 理
再 開 発
交 通 安 全
雪 寒
沿 道 環 境 改 善
調 査
機 械
道路交通環境改善等
補 助 率 差 額 等
独立行政法人交付金
住 宅 関 公
まち づくり総合支援等
(緊急地方道路整備事業)

5.216,937
22 22,495
1.710,221
512,274
957.682
L 1522 65
820,980
278,598
52,687
428,891
124 492
93,475
21,654
212 68
17,614

1,501
139,600
36,000

( 1,361,482 )

3,166,780
1,465,413
1,186,413
279,000
517,827
615,979
441069
147,685
27,225
235.931
81,691
57,455
18,969
14,450
12,357
57,407
1,501
69,800
18,00O
( 713,300 )

5,084,424
2,186,537
1,668,840
517,697
973,241
上111.945
783,252
276,271
52,422
392,784
123,327
68,687
212 92
2L 165
8,352

1,494
139,600
36,000

( 1,366,032

3,072,058
1,440,406
1,158.707
281,699
525,867
584,238
410,682
146,663
26,893
216,948
80,650
41,971
18,469
14,378
4,226
55,611
1,494
69.800
18,000
( 715,500)

1･03
1.02

1.02

0.99

0.98
1.04
1.05
1･01
1‐01
1.09
Lol
1･36
1.02
1‐00
2･11

1･00
LOO
1･00
(1.00)

1.03
1.02
1.02

0.99
0.98
1‐05
1.07
1･01
1‐01
1.09
1･01
1.37
1.03
1.01
2.92
1.03
LOO
1‐00
1･00
(1.00)

1 . 一般道路の各区分の計数には、 (緊急地方道路整備事業)
を含む。
2 . 都市再生に資する道路整備への無利子貸付金事業費30,000
百万円、 国費30.000百万円は、 街路及び道路交通環境改善等
に計上している。
3 . 道路交通環境改善等には、道路交通環境改善促進事業、沿
道整備融資及び都市再生に資する道路整備への無利子貸付金
の一部を計上している。
4 . N T T‐A型事業は、 含まない。
5. 地方道路公社等は、地方道路公社及び地方公共団体に対す
る有料道路融資等である。
6. 再掲の高規格幹線道路及び地域高規格道路には、一般道路
事業及び有料道路事業のうち、高規格幹線道路及び地域高規
格道路にかかる額を計上している。 ただし、 調査費を除く額
であり、 事業費欄には建設費を計上している。
7 . この他に、 河川等関連公共施設整備促進事業 (河川改修 ･
ダム建設等に関連して必要となる橋梁、 付春道路等の道路整
備) 事業費19,660百万円、 国費10,000百万円がある。

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団
阪 神 高 速 道 路 公 団
本 州 四 国 連 絡 橋 公 団
地 方 道 路 公 社 等
道 路 開 発 資 金

2,159,957
1,679,970
201579
136,219
9,299
92,910
39,980

479,086
271,600
199 50
13,300
133,333
20,903
20,000

2,344,893
1.814,060
215,156
166,830
14,697
104,150
30,00O

515,900
304,770
22,950
14,800
133,333
25,047
15,000

0.92
0.93
0.94
0.82
0.63
0.89
1‐33

0.93
0.89
0.87
0.90
1‐00
0.83
1.33

道 路 整 備 計 7,376,894 3,645,866 7,429,317 3,587,958 0.99 1.02

幹 線 道 路
交 通 連 携
道 路 環 境 整 備

5,931031
488.677
957,186

2,829,552
285.212
531,102

6,127,585
443,554
858,178

2,860,613
2627 61
464,584

0.97
1.10
1.12

0.99
1.09
1-14

〔再掲〕
高 規 格 幹 線 道 路
一 般 道 路
有 料 道 路
地 域 高 規 格 道 路
一 般 道 路
有 料 道 路

1,967.038
823,605
1.143.433
668,396
441,968
226.428

1.006,932
602,479
404,453

324,044
2737 14

50,330

24 00.101
827,740
1,2723 61
686,874
431,799
255,075

1,043,762
604,893
438,869
325,162
266,691
58,471

0.94
1.00
0.90
0.97
1.02
0.89

0.96
1.00
0‐92
1.00
1.03
0‐86



表3 財政投融資等総括表 (単位 :百万円)

きゞささ麺 財政投融資

(C ) 倍率
(A / B )

自 己 資 金 等
合 計

倍率(C + D ) (A / B )

政府出資金等
倍率
(A / B )

自主調達資金

倍率
(A / B )

その他

倍率
(A / B )

小計

(D ) 倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

倍率
(A / B )

日 本 道 路 公 団
14年度要求(A )

前 年 度(B )

比較 (A )- (B )

(120,000)

2.118,000

(120,000)

2,154,00O

(0)

乙さ36,000

0、98 271,600

304,770

乙さ334 70

0.89

く300,000)

7:54,600

く150,000〉

753,600

く150,000)

1,000

1･00 2,163,992

2,148,654

15,338

1･01

く3oo‐ooo)

3.190,192

くl50Q OO>

32 07,024

く150,000)

乙さ16,832

0‐99 5.308.192

5,361 024

とふ52,832

0.99

首都高速道路公団
14年度要求(A )

前 年 度(B )

比較 (A )‐ (B )

462,300

41Q OOO

52,300

1.13 19,950

22.950

乙＼3,000

0.87

く10,000〉

103,791

く10,000)

94,686

く0〉
9,105

1･10 293,846

291,254

2,592

1･01

く10,000)

417,587

く10,000)

408,890

く0>
8,697

1･02 879,887

818,890

60,997

1‐07

阪神高速道路公団
14年度要求(A )

前 年 度(B )

比較 (A )‐ (B )

358.000

356,200

1.800

1‐01 13,300

14,800

乙さ1.500

0.90

く10,000)

90,200

(10,000〉

91,000

く0)
とき800

0.99 204,310

204,660

と"350

1‐00

く10,000)

307,810

く10,000)

310,460

く0〉
乙さ2,650

0.99 665,810

666,660

乙さ850

1･00

本州四国連絡橋公団

14年度要求(A )

前 年 度(B )

比較 (A )‐ (B )

19上600

122,800

68,800

1.56 133,333

133,333

0

1･00 89,000

89,000

0

1･00 113.770

119,0444

△"5,274

0‐96 336,103

34上377

乙さ5.274

0･98 527,703

464,177

63,526

1.14

合 計
14年度要求(A )

前 年 度(B )

比較 (A )‐ (B )

(120,000)

3,129,900

(120.000)

3,043,00O

(0)

86,900

103 438,183

475,853

△8 2 670

0.92

く320,00の

L037,591

く170,000)

1,0282 86

く150,000〉

9,305

1.01 2.775.918

2,763,612

123 06

1‐00

く320.000〉

42 51,692

く17o‐ooo)

4,267,751

く150,ooo〉

乙さ16,059

1.00 7,381,592

7.310,751

70,841

1 01

(注) 1 . 『財政投融資』 は、 財政融資資金及び外債 (政府保証外債) である。 (上段 ( ) 内書きは、 外債 (政府保証外債))
2 . 『政府出資金等』 は、 政府出資金、 有料道路整備等資金 〔進路時会〕 (本州四国連絡橋公団のみ) である。 "
3 .『自主調達資金』 は、 財投機関債、 縁故債及び民間借入金である。 (上段 く 〉 内書きは、 財投機関債)
4 . 『その他』 は、 地方公共団体出資金 (日本道路公団を除く) 及び業務収入等である。
5 . 本州四国連絡橋公団の計数は、 道路分である。
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セ

回
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
◎
穢
討
状
況
に
つ
い
て

“首

東
京
都
環
境
局
自
動
車
公
宝対
策
部

東
郷

展

一

検
討
の
背
景

今
日
、
東
京
に
お
け
る
自
動
車
交
通
は
、
慢
性
的
な
渋

滞
に
よ
り
、
東
京
の
産
業
･
経
済
機
能
に
損
失
を
与
え
て

い
る
。
区
部
の
混
雑
時
の
平
均
速
度
は
一
八
･
五
如
/
h

と
全
国
平
均
の
1
/
2
と
な
っ
て
お
り
、
三
〇
如
/
h
で

走
行
で
き
る
場
合
と
比
べ
四
･
九
兆
円
の
経
済
損
失
が
発

生
し
て
い
る
と
の
試
算
結
果
が
あ
る
。

ま
た
、
自
動
車
か
ら
の
排
出
が
多
く
を
占
め
る
窒
素
酸

化
物

(朧
)
や
浮
遊
粒
子
状
物
質

(洲
)
は
都
民
の
健
康

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

郡
で
は
、
こ
れ
ら
自
動
車
交
通
が
も
た
ら
す
大
気
環
境

の
悪
化
に
対
し
て
は
環
境
確
保
条
例
に
基
づ
き
独
自
の
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
を
実
施
す
る
な
ど
の
発
生
源
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
東
京
が
将
来
に
向
か
っ
て
持
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
発
生
源
対
策
に
加
え
、
交
通
量
抑
制

に
対
す
る
取
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、

｢
T
D
M

(交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
東
京
行
動
プ
ラ

ン
｣
を
策
定
し
、
自
動
車
に
過
度
に
依
存
し
な
い
社
会
作

り
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
、
重
点
施
策
の

一
つ
で
あ
り
、
自
動
車
利
用
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と
で

大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
施
策
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学

識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る

｢東
京
都
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
検
討
委
員
会
｣
を
設
け
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
｢東
京
都
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

検
討
委
員
会
報
告
書
｣
の
概
要
を
説
明
し
、
併
せ
て
改
善

効
果
等
の
試
算
方
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

検
討
委
員
会
報
告
書
の
概
要

○

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
目
的

海
外
都
市
の
事
例
を
見
る
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
は

渋
滞

(混
雑
)
の
緩
和
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
･
オ
ス
ロ
な
ど
に

お
い
て
は
道
路
財
源
の
確
保
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い

る
o都

に
お
い
て
は
、
渋
滞
と
大
気
環
境
い
ず
れ
も
が
深
刻

な
状
況
に
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
二
つ
の
改
善
を
目
的
と
し

て
実
施
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑭

自
動
車
交
通
と
大
気
環
境
の
現
状

①
自
動
車
交
通

区
部
の
集
中
交
通
は
午
前
七
時
~
午
後
七
時
が
多

く
、
特
に
都
心
部
に
つ
な
が
る
幹
線
道
路
や
環
状
道
路

は
い
ず
れ
も
混
雑
し
て
い
る

(図
1
)。

r、′　
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図 2 到着時間帯集中交通量 (区部 ･全車種)

自動車
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図 3 N O弱F出量と年間走行量 (平 9年度 都内)
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東京都内自動車排出ガス量算出及び将来予測 (平成11年度東京都環境保全局)

図 1 12時間交通量と混雑時平均速度

全車種･到着時刻別集中トリップ数
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や
営
業
用
旅
客
車

(タ
ク
シ
ー
)
が
多
い

(図
2
)o

(図
3
)o

騨

②
大
気
環
境

区
部
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
測
定
局

(二
六
局
)
に
お

戰
憊

鸚
鮒

都
内
全
域
で
は
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
ぬ
量
が
全

け
る
賜
濃
度
は
依
然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ
り
、
飜
濃

体
の
2
/
3
を
占
め
て
い
る
。
車
種
別
に
み
る
と
貨
物

度
に
つ
い
て
も
、
満
足
で
き
る
よ
う
な
状
況
に
は
な
い

車
の
走
行
量
は
1
/
3
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ぬ
排
出
量

(図
4
)。

出典 ;建設省道路交通センサス (平成 9年)

貨物車類
31,300トンノ年(75%)
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(E
QQ)霊
璃

③

実
施
内
容

①
対
象
区
域

渋
滞
緩
和
と
大
気
環
境
の
改
善
と
い
う
目
的
か
ら
、

自
動
車
交
通
の
集
中
密
度
が
高
い
地
域
又
は
自
動
車
か

ら
の
ぬ
排
出
密
度
が
高
い
地
域
と
す
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
。
自
動
車
交
通
及
び
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
朧
は
環

状
7
号
線
と
り
わ
け
山
手
線
内
に
集
中
し
て
お
り
、
都

心
部
を
中
心
と
し
て
最
大
で
も
環
状
7
号
線
の
内
側
が

対
象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
区
域
境
界
線
は
、
明
確
に
区
域
を
特
定
す
る

と
い
う
点
や
、
都
心
部
を
中
心
に
し
て
対
策
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
環
状
に
整
備
さ
れ
た
道
路
や
鉄
道
、
河
川

等
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
合
理
的
で
、
次
の

四
区
域
が
考
え
ら
れ
る

(図
5
)。

◇
環
状
2
号
･
隅
田
川
区
域

◇
山
手
線
･
隅
田
川
区
域

◇
環
状
6
号
･
隅
田
川
区
域

◇
環
状
7
号
･
荒
川
区
域

繃

“
,

田

イ

　

　ド5 ロードプライシング検討対象区域図

②
対
象
車
種

乗
用
車
類
は
区
部
走
行
量
の
1
/
2
を
占
め
、
交
通

混
雑
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
貨
物
車

類
は
区
部
に
お
け
る
自
動
車
か
ら
の
ぬ
や
跳
の
排
出
量

の
お
よ
そ
3
/
4
を
占
め
て
お
り
、
大
気
汚
染
の
大
き

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
渋
滞
の
緩

和
と
大
気
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
に
は
、
全
て
の
自

動
車
を
対
象
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
社
会
的
な
観
点
か
ら
緊
急
自
動
車
、
路
線
バ

ス
、
下
肢
機
能
障
害
者
が
自
ら
運
転
す
る
自
動
車
に
つ

い
て
は
、
対
象
除
外
車
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
渋
滞
や
大
気
環
境
へ
の
寄
与
の
観
点
か
ら
、
自

動
二
輪
車
や
首
都
高
速
道
路
を
通
過
す
る
自
動
車
に
つ

い
て
も
対
象
除
外
車
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

③
課
金
額

課
金
額
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
渋
滞
や
大
気
汚
染

の
原
因
の
程
度
に
応
じ
た
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
渋
滞
等
に
比
べ
達
成
条
件
の
最
も
厳
し
い
朧
削
減

量
か
ら
謀
金
額
を
算
定
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
規
制
や
自
動
車
の
低
公
害
化
な
ど
他

の
施
策
も
考
慮
し
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
分
担
す
べ

き
ぬ
削
減
量
を
三
0
0
~
四
0
o
t
/
年
と
設
定
す
る

と
、
後
述
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
よ
り
、
小

型
車

(乗
用
車
な
ど
)
で
四
0
○
~
六
〇
〇
円
の
課
金

が
必
要
と
な
る
。
大
型
車

金
日通
貨
物
車
な
ど
)
で
は
、

こ
の
数
倍
の
課
金
額
が
必
要
で
あ
る
が
、
社
会
的
な
受
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容
性
を
考
慮
す
る
と
八
0
○
~
一
、
二
〇
〇
円
の
課
金

額
と
算
定
さ
れ
る
。

④
課
金
時
期

自
動
車
交
通
量
の
多
い
時
期
、
時
間
帯
、
又
は
ぬ
濃

度
の
高
い
時
期
、
時
間
帯
に
課
金
す
る
必
要
が
あ
る
。

区
部
の
自
動
車
交
通
量
の
状
況
、
齢
濃
度
の
状
況
を

み
る
と
、
課
金
時
期
は
、
原
則
と
し
て
年
間
を
通
じ
て

平
日
の
午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
の
三
一時
間
と

す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
課
金
方
式

課
金
方
式
に
は
、
一
定
の
区
域
内
に
進
入
す
る
自
動

車
に
課
金
す
る
コ
ー
ド
ン
方
式
や
一
定
の
区
域
内
を
走

行
す
る
自
動
車
に
課
金
す
る
エ
リ
ア
方
式
な
ど
が
あ

る
。課

金
の
容
易
さ
で
は
コ
ー
ド
ン
方
式
が
優
れ
て
お

り
、
課
金
の
公
平
性
と
い
う
観
点
か
ら
は
エ
リ
ア
方
式

が
優
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ー
ド
ン
方
式
で
概
ね
改

善
目
標
が
達
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
試
算
さ
れ
る
こ

と
、
ま
た
、
複
雑
な
シ
ス
テ
ム
を
必
要
と
せ
ず
、
事
業

費
が
相
対
的
に
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
当
面
は
コ
ー
ド
ン

方
式
が
適
当
で
あ
る
。

ま
た
、
原
則
と
し
て
、
入
域
毎
に
課
金
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
。

⑥
課
金
シ
ス
テ
ム

課
金
シ
ス
テ
ム
は
通
行
認
識
機
能
と
認
識
さ
れ
た
被

課
金
者
か
ら
課
金
を
徴
収
す
る
機
能
か
ら
構
成
さ
れ

る
。通

行
認
識
機
能
に
つ
い
て
は
、
早
期
導
入
が
可
能
と

い
う
点
か
ら
、
当
面
、
自
動
車
に
車
載
器
等
の
特
別
な

機
器
の
装
着
を
必
要
と
し
な
い
カ
メ
ラ
方
式
又
は
入
域

証
方
式
が
検
討
対
象
と
な
る
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
料
金
の
自
動
収
受
な
ど
I
T
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

④

実
施
効
果

後
述
す
る
｢交
通
行
動
の
転
換
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
｣

に
よ
り
作
成
し
た

｢交
通
行
動
転
換
モ
デ
ル
｣
な
ど
を
用

い
て
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
実
施
に
よ
る
改
善
効
果
の

表 l 改善効果のシミュレーション結果 (2010年)

効
官選 滑

川
默
慨

線
川

手

田

山

隅
鍔
川
廉
淵

愕状
川

環
荒

区部N o x削

減量 (t/年)
150 300 330 ●

区部走行量削減
量(台k m /12h)

54万 坊12 紡 蛎
区部平均速度
向上(k m /h)

㈱ 旛 鵬 n乙

　
　

　

　　　

件
時
即
ン

.･

条
7

車
ド
車

ン

前
型

一
動

ョ
午
小
コ
目

シ

･･
･･
･･
用

一
間
額
式
利

　

　
　
　

ミ
課
課
課
首

、ン

た時点で課金

課金時間 "午前 7 時~ 午後 7時
課 金 額 :小型車500円 / 大型車1000円

課金方式 :コードン方式

試
算
を
行
っ
た

(表
1
)。

こ
の
結
果
か
ら
、
環
状
2
号
･
隅
田
川
区
域
以
外
の
対

象
区
域
で
は
、
概
ね
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
分
担
す
べ

き
ぬ
削
減
量
を
達
成
す
る
こ
と
が
わ
か
る
o

⑮

実
施
に
よ
る
影
響
の
予
測

①
迂
回
交
通
等
に
よ
る
影
響

各
対
象
区
域
案
と
も
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
道
路
交

通
へ
の
影
響
が
あ
り
、
迂
回
路
と
な
る
幹
線
道
路
等
の

沿
道
環
境
が
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

環
状
方
向
の
道
路
整
備
や
沿
道
環
境
対
策
を
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
。

②
境
界
線
近
傍
街
区
へ
の
影
響

課
金
開
始
直
前
の
駆
け
込
み
、
課
金
終
了
待
ち
に
よ

る
滞
留
な
ど
の
課
金
回
避
行
動
も
予
想
さ
れ
る
た
め
、

こ
れ
ら
へ
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

③
公
共
交
通
機
関
へ
の
影
響

鉄
道
や
バ
ス
の
路
線
に
よ
っ
て
は
、
自
動
車
か
ら
の

転
換
に
よ
り
、
車
内
が
さ
ら
に
混
雑
す
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
車
内
混
雑
の
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。

④
地
域
の
事
業
者
等
へ
の
影
響

地
域
の
事
業
者
や
住
民
へ
の
影
響
を
、
一
定
の
条
件

の
も
と
に
便
益
、
損
失
･
費
用
負
担
の
関
係
か
ら
見
る

と
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
よ
り
影
響
の
度
合
い
は
異
な
る

が
、
全
体
と
し
て
大
き
な
不
利
益
を
受
け
る
こ
と
は
な

い
と
想
定
さ
れ
る
。
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む
し
ろ
、
区
域
内
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
旅
行
時
間
、

自
動
車
の
走
行
費
用
の
便
益
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
物
価
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
産
業
連
関
表

で
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
消
費
者
物
価
が
上
昇
す
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
大
き
な
影
響
は
生
じ
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

⑩

法
的
根
拠

法
的
根
拠
と
し
て
は
、
新
た
な
条
例
の
制
定
に
よ
る
制

度
化
、
現
行
都
税
条
例
の
改
正
に
よ
る
法
定
外
税
と
し
て

の
制
度
化
、
法
整
備
に
よ
る
制
度
化
の
三
つ
が
考
え
ら
れ

る
が
、
今
後
、
関
係
者
と
の
調
整
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

の

課
金
収
入
の
使
途

課
金
収
入
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
実

施
に
必
要
な
事
業
費
を
上
回
る
と
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
場
合
、
次
の
よ
う
な
使
途
が
考
え
ら
れ
る
。

◇
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
実
施
に
伴
う
、
迂
回
交
通
な

ど
の
影
響
へ
の
対
策

◇
貨
物
車
な
ど
の
低
公
害
化
へ
の
活
用

◇
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
な
ど
、
他
の
T
D
M
施
策
へ
の
活

用
一
方
、
渋
滞
対
策
と
環
境
対
策
に
幅
広
く
活
用
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑬

実
施
に
当
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
事
項

①
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保

改
善
効
果
や
実
施
に
よ
る
影
響
を
確
認
し
な
が
ら
、

実
施
内
容
を
適
宜
見
直
せ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
。

②
ク
レ
ー
ム
調
整
機
能
の
確
保

被
課
金
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
つ
い
て
、
事
実
関
係

を
確
認
し
、
調
整
を
行
う
機
能
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
。
③
必
要
な
交
通
対
策
の
先
行
実
施

迂
回
交
通
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
、
必
要
な
対
策
を

先
行
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
都
民
、
事
業
者
等
の
意
見
の
反
映

部
の
実
施
案
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
都
民
･

都
内
で
活
動
す
る
事
業
者
の
意
見
を
聞
き
、
実
施
案
に

反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

三

改
善
効
果
等
の
試
算
方
法

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
実
施
案
を
検
討
す
る
た
め
、

｢交
通
行
動
の
転
換
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
｣
を
実
施
し
、

改
善
効
果
等
の
試
算
を
行
っ
た
。

○

改
善
効
果
等
の
試
算
方
法

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
実
施
に
よ
り
自
動
車
利
用
者

は
自
動
車
の
利
用
を
取
り
止
め
た
り
、
経
路
や
時
間
を
変

更
し
て
課
金
を
回
避
す
る
行
動
を
と
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
0こ

の
た
め
、
改
善
効
果
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
交
通

行
動
転
換
モ
デ
ル
と
交
通
量
推
計
モ
デ
ル
の
二
段
階
に
分

け
計
算
を
行
っ
た

(図
6
)。

｢-----;
--------一

路

　

　
　

　

　
　経路を 更ず

のか

　
　
　
　
　

群
の
聽

ブ
前
週

ド
入
交

群
導
車

自動車利用をやめる

の交通行動転換モデ
ル(自動車利用から
の転換量の推計)

※
自
動
車
O
D
表
は
、
平
成
六
年
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に
お
い
て
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
二
〇
二
〇
年
の
将
来
推
計
に
よ
り
、
一
九
九
四
年
か

ら
試
算
年
次
へ
の
伸
び
率
を
算
出
し
適
用
。

※
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
試
算
年
次
に
供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
と
予

想
さ
れ
る
路
線
を
追
加
し
た
。

図6 交通量推計の流れ

①
交
通
行
動
転
換
モ
デ
ル

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
に
よ
る
自
動
車
利
用
者
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車利用をやめる← →車利用を継続する

--- - ′

too弱

の
交
通
行
動
の
変
化
の
う
ち
、
他
の
交
通
手
段
に
転
換

こ
れ
に
よ
り
、
路
線
区
間
別
の
交
通
量
と
速
度
が
算

の
把
握
が
必
要
で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

す
る
な
ど
、
自
動
車
の
利
用
を
取
り
や
め
る
人
の
割
合

出
さ
れ
、
施
策
が
導
入
さ
れ
な
い
場
合
の
結
果
と
比
較

①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要

を
推
計
す
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。

す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
や
環
境
改
善
効
果
及
び
迂
回

ア
ン
ケ
ー
ト
は
自
家
用
乗
用
車
･
自
家
用
貨
物
車
利

モ
デ
ル
の
作
成
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

交
通
に
よ
る
影
響
を
算
出
す
る
。

用
の
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
調
査

(
一
般
道
で
約
二
万
件
、

の
出
か
け
る
の
を
や
め
る
、
の
積
載
率
向
上
な
ど
に

⑭

交
通
行
動
の
転
換
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

首
都
高
で
約
一
万
件
配
布
)
と
営
業
用
貨
物
車

(運
送

よ
る
物
流
効
率
化
、
の
徒
歩
･
自
転
車
を
利
用
す
る
、

改
善
効
果
等
の
算
定
を
行
う
た
め
に
は
、
ロ
ー
ド
プ
ラ

事
業
所
の
約
七
〇
〇
社
)
に
対
し
行
っ
た
。

の
公
共
交
通
を
利
用
す
る
、
と
い
っ
た
四
つ
の
転
換
意

イ
シ
ン
グ
に
伴
う
自
動
車
利
用
者
の
交
通
行
動
転
換
意
向

調
査
事
項
は
、
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合
、
一
日
の

向
に
つ
い
て
車
種
別
･
目
的
別
に
作
成
し
た
。

60% 70鶏 80% 90邦 TOO鯛

作
成
方
法
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通
機
関
へ
の
転
換

鍋

の
場
合
、自
動
車
利
用
の
場
合
に
か
か
る
時
間
と
費
用
、

公
共
交
通
機
関
利
用
の
場
合
に
か
か
る
時
間
と
費
用
を

比
べ
て
選
択
す
る
た
め
、
そ
れ
を
条
件
と
し
た
モ
デ
ル

%

式
を
作
成
し
た
。

　

そ
の
他
の
転
換
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

7

サ
ン
プ
ル
の
偏
り
を
補
正
し
た
う
え
、
回
帰
式
を
作
成

解

し
た
。

②
交
通
量
配
分
モ
デ
ル

第
一
段
階
の
交
通
行
動
転
換
モ
デ
ル
に
よ
り
、
引
き

%

続
き
自
動
車
を
利
用
す
る
と
判
定
さ
れ
た
人
に
つ
い

て
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
後
の
道
路
網
の
中
で

鍵

ど
の
よ
う
な
経
路
を
利
用
す
る
か
推
計
す
る
モ
デ
ル
で

%　

あ
る
。

計
算
方
法
は
、
二
時
間
幅
の
時
間
帯
ご
と
に
、
す
べ

)

鰡

用乗用車)

　　

　　　

　

ん
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･
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用

を
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園
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大
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図 7 車種別 ･課金額別転換意向 (自家用乗用車 ･自家用貨物車)

困出発日を土曜･休日に変更す

円大型から小型貨物車に転換

車利用をやめる← →車利用を継続するる

備
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家
用
乗
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車
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交
通
量
配
分
を
行
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。
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連
行
内
容

(出
発

･
到
着
地
、
時
刻
、
目
的
等
)、
ロ

ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
た
場
合
の
転
換
意
向

等
で
あ
る
。
営
業
用
貨
物
車
に
対
し
て
は
、
保
有
･
連

行
台
数
、
連
行
転
換
の
意
向
等
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

課
金
額
を
複
数

(小
型
車
五
〇
0
、
一
、
0
0
0
、
一

五
〇
〇
円
、
大
型
車
一
、
0
0
0
、
二
、
0
0
0
、
三
、

○
○
0
円
)
を
示
し
、
意
向
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
金
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車利用をやめる← →車利用を継続する

圏積載率を高めて運行台数を減らす 口共同集配等

圏課金日を避けて土曜･休日に連行する 囲課金時間帯

圏普通貨物車を小型貨物車に転換する 園課金を避け

国従来通りなにも変更しない 團その他

図 8 車種別 ･課金類別転換意向 (営業用貨物車)

口共同集配等により運行台数を減らす

囲課金時間帯を避けて運行する

園課金を避けて特定地域を迂回する

囮その他

額
に
よ
り
転
換
意
向
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か

(価

格
弾
力
性
)
を
把
握
し
た
。

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(図
7
･
8
)

一
般
道
の
自
家
用
乗
用
車
利
用
者
は
課
金
額
が
五
〇

○
円
の
場
合
、
自
動
車
利
用
を
や
め
る
グ
ル
ー
プ
が
三

四
%
、
出
発
時
刻
の
変
更
や
迂
回
路
利
用
な
ど
で
対
応
す

る
グ
ル
ー
プ
が
一
六
%
あ
り
、
併
せ
て
五
○
%
が
転
換
意

向
を
示
し
た
。
ま
た
、
一
般
道
の

自
家
用
貨
物
車
利
用
者
に
つ
い
て

は
、
課
金
額
に
も
よ
る
が
、
四

五
%
~
五
五
%
が
効
率
化
や
鉄
道

利
用
な
ど
の
転
換
意
向
を
示
し
、

営
業
用
貨
物
車
の
事
業
主
に
つ
い

て
も

一
0
%
…
二
0
%
の
物
流
効

率
化
の
意
向
を
示
し
た
。

な
お
、
転
換
意
向
の
課
金
額
ご

と
の
傾
向
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。③

改
善
効
果
等
の
試
算
結
果

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
改

善
効
果
に
つ
い
て
は
、
二
@
で
結

果
を
示
し
た
が
、
他
に
次
の
こ
と

が
い
え
る
。

改
善
効
果
は
、
コ
ー
ド
ン
方
式

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
条
件
と
し

て
い
る
た
め
、
対
象
区
域
が
狭
い

ほ
ど
区
域
内
で
の
効
果
は
大
き
い
も
の
の
、
区
部
全
体
で

の
効
果
は
小
さ
い
。

一
方
、
対
象
区
域
が
広
い
ほ
ど
区
部
全
体
で
の
効
果
は

大
き
く
な
る
が
、
区
域
内
で
の
効
果
は
小
さ
い
。

ま
た
、
環
状
方
向
の
道
路
を
み
る
と
、
区
域
が
狭
い
と

迂
回
交
通
が
発
生
し
易
い
た
め
、
環
状
2
号
･
隅
田
川
区

域
の
場
合
、
環
二
、
環
三
、
環
四
付
近
の
交
通
量
が
増
大

し
て
い
る
。

他
の
対
象
区
域
の
場
合
、
迂
回
交
通
は
発
生
し
て
い
る

が
、
発
生
交
通
量
自
体
が
削
減
さ
れ
て
い
る
の
で
、
結
果

と
し
て
迂
回
交
通
の
影
響
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
詳
細
な
結
果
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に

示
す
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。

道行セ 2001.9 5ノ

四

今
後
の
取
組
み

都
で
は
本
稿
で
紹
介
し
た

｢東
京
都
ロ
ー
ド
プ
ラ
ン
シ

ン
グ
検
討
委
員
会
報
告
書
｣
に
基
づ
き
、
都
民
や
事
業
者

等
に
説
明
、
意
見
聴
取
を
行
っ
た
上
、
都
と
し
て
の
実
施

案
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、報
告
書
で
示
さ
れ
た
迂
回
交
通
に
よ
る
影
響
や
、

課
金
シ
ス
テ
ム
等
の
技
術
的
な
課
題
等
を
詳
細
に
検
討
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

【東
京
都
環
境
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

耳
甘
ミ
＼"
こく彗
廿
目
町
O日
①町
oh畠
で
Oき



　　　　　　　　

割 に
　

｣ 巳
訂 増

画鷲

に
巳
じ
に
に
巴
に
に
に
に
に
に
に
巳
に
巳
じ
に
E
E
攝
暘
陽
に
に
鍔
に
に
に
に
E
に
鰐
に
陽
陽
に
に
に
攝
鑄
巴
に
輻
に
巳
唱
巳
に
に
鰐
巴
に
に
攝
輻
に
に
巳
巴
に
澤

　

　

東
海
道
4
o
o
年
祭
･
m
み
え
実
行
委
員
会
事
務
局

三
重
県
朝
日
町
の
第
二
名
神
高
速
道
路
工
事
現
場
、
再

来
年
に
開
通
を
控
え
、
急
ピ
ッ
チ
で
高
架
橋
の
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。
｢道
｣
と
し
て
の
機
能
は
も
と
よ
り
、
A

H
S

(走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
)
、
E
T
C

(ノ
ン
ス
ト
ッ

プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)、
V
I
C
s

(道
路
交

通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
な
ど
最
先
端
の
I
T
S

(高
度

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
シ
ス
テ
ム
も
整
備
さ
れ
、
間
も
な

く
、
日
本
の
大
動
脈
の
一
つ
と
し
て
の
使
命
を
に
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
こ
こ
朝
日
町
で
は
、
三
重
県
内
で
唯
一
｢東
海

道
｣
と

｢第
二
名
神
高
速
道
路
｣
が
、
出
会
う
場
所
で
す
。

古
く
か
ら
日
本
の
東
西
を
結
ぶ
重
要
な
道
と
し
て
栄
え
て

き
た
東
海
道
は
、
安
藤
広
重
の
浮
世
絵

｢東
海
道
五
十
三

次
｣
、
十
返
舎

一
九
の

｢東
海
道
中
膝
栗
毛
｣
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
す
ば
ら
し
い
景
観
と
ド
ラ
マ
を
生
み
出
し
、

一
方
、
道
沿
い
の
宿
場
は
多
く
の
訪
問
者
を
暖
か
く
迎
え

て
き
ま
し
た
。

三
重
県
に
は
、
｢七
里
の
渡
し
｣
か
ら

｢鈴
鹿
峠
｣
ま

で
の
約
四
五
如
の
間
に
、
｢桑
名
｣
｢四
日
市
｣
｢石
薬
師
｣

｢庄
野
｣
｢亀
山
｣
｢関
｣
｢坂
下
｣
の
七
つ
の
宿
場
が
整
備

さ
れ
、
参
勤
交
代
や
参
宮
の
旅
人
な
ど
で
賑
わ
い
、
多
く

の
物
資
や
情
報
、
文
化
が
行
き
交
い
ま
し
た
。

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
｢人
｣
や

｢も
の
｣
｢情
報
｣
を

運
ぶ
と
い
う

｢道
｣
の
役
割
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

東
と
西
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
東
海
道

そ
れ
は
四
〇
〇
年
前
の
ー
T
革
命

東
海
道
は
、
古
く
か
ら
主
要
な
交
通
路
と
し
て
用
い
ら

れ
、
鎌
倉
時
代
に
は
鎌
倉
と
京
を
結
ぶ
主
要
道
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

東
海
道
の
役
割

交
通街
道
の
整
備
。
そ
れ
は
必
然
的
に
交
通
の
発
展
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

情
報
流
通

人
は
、
情
報
と
文
化
を
運
ん
で
移
動
す
る
。
旅
は
一
種

の
情
報
通
信
で
し
た
。

経
済
効
果

人
が
動
き
宿
場
が
賑
わ
い
、
街
道
が
も
た
ら
す
文
化
で

町
が
活
気
づ
い
て
い
き
ま
し
た
。

東
海
道
は
｢地
域
の
交
流
と
連
携
｣
の
橋
渡
し
役

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
実
施
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー

ド

･
ソ
フ
ト
事
業
は
い
わ
ば

｢占
巴
と
し
て
の
存
在
で
す
。

そ
れ
を
東
海
道
を
軸
と
し
て
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
｢線
｣
と
し
、
さ
ら
に
他
地
域
と
の
連
携
を
す
る
こ

と
に
よ
り

｢面
｣
と
し
て
の
役
割
を
に
な
う
の
が
、
東
海

道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
で
す
。



そ
し
て
、
慶
長
六
年

(
一
六
〇
一
年
)、
徳
川
家
康
は

江
戸
幕
府
を
開
く
よ
り
も
早
く
、
東
海
道
に
宿
駅
･
伝
馬

制
度
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
街
道
の
交
通
を
便
利
に
し
た
だ
け
で
な

く
、
人
の
移
動
に
よ
っ
て
物
や
情
報
や
文
化
が
行
き
交
い
、

街
道
筋
の
発
展
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
も
郵
便
も
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
、
人
の

動
き
と
と
も
に
情
報
が
動
き
、
可
能
性
が
広
が
る
、
大
き

な
変
革
の
は
じ
ま
り
で
し
た
。

そ
の
後
、
天
下
泰
平
の
世
を
迎
え
る
と
、
一
般
庶
民
の

旅
も
盛
ん
に
な
り
、
旅
人
や
商
人
の
往
来
に
よ
っ
て
情
報

や
文
化
が
行
き
交
い
、
も
た
ら
さ
れ
た
技
術
に
よ
っ
て
各

地
で
産
業
が
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
東
海
道
は
全
国
統

治
の
道
か
ら
庶
民
の
道
へ
、
そ
し
て
経
済
や
文
化
発
展
の

大
動
脈
と
役
割
を
広
げ
な
が
ら
、
現
代
の
基
礎
を
造
り
上

げ
て
き
た
の
で
す
。

宿
駅
･
伝
馬
制
度
が
も
た
ら
し
た
そ
の
変
革
は
、

現
代
の
地
域
づ
く
り
へ
と
つ
な
が
り
ま
す

元
来

｢道
｣
は
点
在
す
る
地
域
の
間
に
、
自
然
発
生
的

に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
で
し
た
。
人
や
物
が
行
き
交
い
、

そ
の
往
来
の
す
じ
が

｢道
｣
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
う

し
て
出
来
上
が
っ
た

｢東
海
道
｣
は
制
度
に
よ
っ
て
整
備

さ
れ
、
地
域
と
地
域
の
交
流
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
ま
し

た
。
今
ま
で
に
交
流
の
な
か
っ
た
地
域
ど
う
し
が
ふ
れ
あ

い
、
大
切
に
し
あ
い
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
個
性
あ
る

文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て

｢東
海
道
｣

は
歴
史
、
文
化
、
産
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
き
た
と
い
え
ま
す
。

ま
さ
に
、新
し
い
東
海
道
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
る
今
、

原
点
に
立
ち
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
地
域
な
ら
で
は
の
文
化

や
街
道
文
化
を
見
つ
め
な
お
し
、
継
承
す
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
新
し
い
地
域
文
化
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

庄野宿資料館 (鈴鹿市)
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｢東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
｣
か
ら
始
ま
る
新
世
紀

東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
は

こ
う
い
っ
た
な
か
か
ら

｢東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
｣
が

誕
生
し
ま
し
た
。

東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
、
東
海
道
を
軸
と
す
る
す
べ

て
の
地
域
で
、
沿
線
の
県
、
市
町
村
、
地
域
住
民
が
連
携

し
、
宿
場
や
街
道
の
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
た
ど
り
直
し
、

そ
の
発
掘
、
保
存
、
継
承
を
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
新

し
い
文
化
を
生
み
出
し
新
た
な
東
海
道
時
代
を
創
造
し
て

い
く
活
動
を
行
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か
し

た

｢地
域
お
こ
し
｣
を
行
い
、
さ
ら
に
、
地
域
ど
う
し
の

連
携
を
深
め
て
い
こ
う
と
い
う
ね
ら
い
で
提
唱
さ
れ
た
運

動
で
、
当
時
の
建
設
省

(国
土
交
通
省
)
が
中
心
に
な
っ

て
、
県
単
位
で
関
係
す
る
市
町
、
県
な
ど
が
参
加
し
、
三

日永の追分け (四日市市) 七里の渡し (桑名市)



重
県
で
は
平
成
四
年
に

｢三
重
県
東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

推
進
協
議
会
｣
が
発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
徳
川
家
康

が
宿
場
･
伝
馬
制
度
を
制
定
し
て
か
ら
四
〇
〇
年
に
な
る

二
〇
〇
一
年
を
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

｢東
海
道
4
0
0
年
祭
･
m
み
え
｣
の
開
催

東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
の
ほ
か
、
三
重
県
で
は
北

川
知
事
の
肝
い
り
で
平
成
九
年
に
つ
く
ら
れ
た

｢新
し
い

総
合
計
画

三
重
の
く
に
づ
く
り
宣
言
｣
に
基
づ
い
て
、

広
域
的
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の

｢生
活
創
造
圏

づ
く
り
推
進
事
業
｣
を
活
用
し
、
平
成
一
二
年
度
に
サ
イ

ン
整
備
や
史
跡
等
の
説
明
板
の
設
置
、
史
跡
や
山
車
の
修

復
等
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
東
海
道
四
〇
〇
年
の
平
成
一
三
年
度
、
｢東

海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
｣
の
仕
上
げ
と
し
て
、
ま
た
、
地
域

文
化
を
活
か
し
た
二
一
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
三
重
県
が
中
心
に
な
っ

て

｢東
海
道
4
0
0
年
祭
･
m
み
え
｣
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
団
体
や
企
業
、
市

町
、
そ
し
て
県
が
協
力
し
て
行
う
も
の
で
、
既
に
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
メ
イ
ン
事
業
と
し
て
一
〇
月
六
日
か
ら
一
一
月
四
日

ま
で
の
約
一
か
月
に
わ
た
っ
て
、
合
計
六
回

(七
コ
ー
ス
)

の

｢街
道
ウ
ォ
ー
ク
｣
を
開
催
し
ま
す
。

街
道
ウ
オ
ー
ク
は
、
東
海
道
を
中
心
に
歩
い
て
い
た
だ

く
も
の
で
、
比
較
的
ご
高
齢
の
方
ま
で
無
理
な
く
歩
け
る

コ
ー
ス
設
定
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ク
イ
ズ
や
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
、
地
元
の
方
に
よ
る

｢語
り
部
｣
の
解
説
を
は

じ
め
、
地
元
の
自
治
会
や
各
種
の
団
体
が
企
画
し
た
祭
り

や
大
名
行
列
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
に
開
催
す
る
な

ど
、
楽
し
み
な
が
ら
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
地
元
の
方
を
は
じ
め
、
是
非
、

周
辺
市
町
村
か
ら
、
あ
る
い
は
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
に

来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す

桑
名
市
コ
ー
ス

(m
月
6
日

(土
)
開
催
)

精
義
小
学
校
~
浄
土
寺
…
七
里
の
渡
~
桑
名
城
跡
~
春

日
大
社
~
桑
名
市
博
物
館
~
吉
津
屋
見
附
跡
~
光
徳
寺
~

桑
名
市
民
会
館

(約
五
如
)

｢桑
名
市
は

｢東
海
道
宿
駅
制
定
｣
と

｢慶
長
の
町

割
｣
着
手
か
ら
四
〇
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
二
つ

の
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
、
第
一
回
街
道
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
。
七
里
の
渡

し
、
桑
名
城
跡

(九
華
公
園
)、
春
日
大
社
な
ど
の

見
所
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。｣

四
日
市
市
南
コ
ー
ス

(巾
月
贄
日

(日
)
開
催
)

(①
杖
街
坂

(公
園
)
~
)
(②
近
鉄
内
部
駅
前
~
)

観
音
禅
寺
~
日
永
の
追
分
~
東
海
道
一
本
松
~
日
永
神
社

~
両
聖
寺
~
大
聖
院
~
諏
訪
公
園

(約
六
･
五
~
八
如
)

｢歴
史
的
に
有
名
な

｢杖
街
坂
｣
や
｢日
永
の
追
分
｣

な
ど
を
巡
る
コ
ー
ス
で
す
。
コ
ー
ス
の
途
中
で
は
、

各
地
区
の
祭
り
や
、
主
な
史
跡
、
旧
跡
、
旧
家
の
紹

介
、
伝
統
文
化
の
紹
介
な
ど
も
行
わ
れ
て
お
り
、
多

彩
な
催
し
で
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
す
。｣

四
日
市
市
北
コ
ー
ス

(笹
月
14
日

(日
)
開
催
)

(①
大
矢
知
保
育
園
~
)
(②
J
R
富
田
駅
西
口
前
~
)

富
田
一
里
塚
~
善
教
寺
~
力
石
~
米
洗
川
常
夜
灯
~
三
ツ

谷
町
一
里
塚
~
三
滝
橋
~
諏
訪
公
園
(約
六
~
七
･
五
畑
)

｢安
藤
広
重
の
東
海
道
五
十
三
次

｢四
日
市
宿
｣
に

東
海
道
の
秘
密

Q

江
戸
幕
府
よ
り
も
東
海
道
の
整
備
が
早
か
っ
た
わ
け

は
?

A

当
時
の
都
･
京
と
徳
川
家
康
の
本
拠
地
江
戸
を
結
ぶ

た
め
。
東
海
道
整
備
は
幕
府
を
開
く
よ
り
も
大
切
な
大
事
業

で
し
た
。

Q

宿
駅

･
伝
馬
制
度
っ
て
ど
ん
な
も
の
?

A

宿
泊
施
設
や
輸
送
･
情
報
伝
達
用
の
馬
を
整
備
す
る

制
度
。
幕
府
の
役
人
が
利
用
す
る
伝
馬
は
、
当
時
の
最
速
情

報
通
信
で
し
た
。

Q

江
戸
か
ら
京
都
ま
で
の
旅
は
何
日
?

A

大
人
の
足
で
約

一
四
日
!

今
で
は
高
速
道
路
を
使
っ
て
東
京
~
大
阪
間
が
約
六

時
間
半
。
四
〇
〇
年
で
約
五
〇
分
の
一
に
。

Q

駅
伝
と
東
海
道
の
関
係
っ
て
?

A

第
一
回
目
の
駅
伝
は
、
大
正
六
年
四
月
二
八
日
、
東

海
道
五
十
三
次
駅
伝
徒
歩
競
争
と
し
て
京
都
を
ス
タ
ー

ト
地
点
と
し
、
昼
夜
を
問
わ
ず
行
わ
れ
ま
し
た
。



描
か
れ
た
｢三
滝
橋
｣
は
こ
の
コ
ー
ス
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
コ
ー
ス
は
、
四
日
市
を
代
表
す
る
伝
統

産
業

｢方
古
焼
｣
の
故
郷
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
方

古
焼
を
使
っ
た
お
茶
の
ふ
る
ま
い
も
行
わ
れ
ま
す
。｣

亀
山
市
コ
ー
ス

(m
月
21
日

(日
)
開
催
)

野
村
一
里
塚
~
慈
恩
寺
~
亀
山
市
歴
史
博
物
館
…
亀
山

城
跡
~
ゴ
ー
ル
①
江
戸
口
門
跡
~
和
田
一
里
塚
~
ゴ
ー
ル

②
石
上
寺

(約
四
~
六
皿
)

｢城
下
町
の
趣
を
残
し
た
街
並
み
を
、
野
村
の
一
里

塚
か
ら
和
田
の
一
里
塚
ま
で
、
途
中
、
古
刹
を
の
ぞ

い
た
り
、
歴
史
博
物
館
で
企
画
展
を
見
学
し
な
が
ら

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
圧
巻
は
和
姫

(徳
川
秀
忠
息

女
)
入
内
を
再
現
し
た
時
代
行
列
で
す
。
記
念
写
真

は
い
か
が
で
す
か
。｣

鈴
鹿
市
コ
ー
ス

(沁
月
28
日

(日
)
開
催
)

庄
野
公
園
~
川
俣
神
社
…
庄
野
資
料
館
~
石
薬
師
寺
~

佐
佐
木
信
綱
記
念
館
~
石
薬
師
小
学
校

(約
五
虹
)

｢庄
野
宿
か
ら
石
薬
師
宿
ま
で
の
、
静
か
な
趣
の
あ

る
宿
場
の
散
策
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
旧
家
を
活

用
し
た

｢庄
野
宿
資
料
館
｣、
宿
の
名
の
由
来
と
な

っ
た

｢石
薬
師
寺
｣
、
歌
人
で
国
文
学
者
の
信
綱
の

｢佐
佐
木
信
綱
記
念
館
｣
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
も
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。｣

朝
日
町
コ
ー
ス

(=
月
3
日

(祝
)
開
催
)

近
鉄
伊
勢
朝
日
駅
前

｢語
ら
い
の
広
場
｣
…
真
光
寺
5

朝
日
町
資
料
館
~
浄
泉
坊
…
第
二
名
神
高
速
道
現
場
i
井

後
神
社
~
朝
日
町
教
育
文
化
施
設

｢
ふ
れ
あ
い
の
里
｣

(約
五
皿
)
｢急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
む
第
二
名
神
高
速
道
路
の

歩
行
、
神
社
仏
閣
、
蛤
茶
屋
で
の
焼
き
蛤
の
も
て
な

し
が
あ
な
た
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ー
ル
地
点

の
歴
史
博
物
館
で
は
特
別
展

｢三
重
の
旅
人
た
ち
｣

が
、
近
く
の
体
育
館
で
は
朝
日
町
の
文
化
祭
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。｣

関
町
コ
ー
ス

(椚
月
4
日

(日
)
開
催
)

坂
下
公
民
館
~
鈴
鹿
馬
子
唄
会
館
~
筆
捨
山
碑
~
西
の

追
分
~
観
音
院
~
地
蔵
院
…
関
町
役
場

(約
五
如
)

｢ス
タ
ー
ト
か
ら
自
然
に
囲
ま
れ
た
集
落
の
な
か
を
、

長
い
く
だ
り
が
続
き
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
西
の
追
分

で
す
。
こ
こ
か
ら
ゴ
ー
ル
付
近
ま
で
有
名
な
関
宿
の

町
並
み
を
、
｢関
宿
を
通
っ
た
人
々
｣
の
仮
装
行

列
･
山
車
と
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
い
た
だ
け
ま
す
。｣

ハ
ー
ド
事
業

周
辺
施
設
整
備

◎
桑
名
城
、
七
里
の
渡
し
周
辺
高
潮
堤
防
整
備

(建
設
省
)

平
成

一
二
年
度

ハ
ー
ド
事
業

道
路
施
設
整
備

◎
国
道
一
号
桑
名
地
区
電
線
共
同
溝
整
備
事
業

(建
設
省
)

周
辺
施
設
整
備

◎
桑
名
城
、
七
里
の
渡
し
周
辺
高
潮
堤
防
整
備

(建
設
省
)

平
成
三

年
度

ソ
フ
ト
事
業

ハ
ー
ド
事
業

平
成
一
〇
年
度
ま
で
道
路
施
設
整
備

周
辺
施
設
整
備

◎
東
海
道
五
十
三
次
と
ー
く
･
顔
･
桑
名

(平
成
3
桑
名
市
)

◎
東
海
道
五
十
三
次
交
流
会

(平
成
3
桑
名
市
)

◎
東
海
道
ウ
ォ
ー
ク

(平
成
5
愛
知
県
、
三
重
県
、
名
古
屋
市
)

(朝
日
町
~
桑
名
市
七
里
の
渡
し

(九
如
))

◎
東
海
道
沿
道
景
観
整
備
事
業

(昭
和
鐙
ー
平
成
2
桑
名
市
)

(石
畳
舗
装
、
史
跡
案
内
板
、
街
路
灯
整
備
、
橋
の
デ
ザ
イ
ン
化
)

◎
国
道
一
号
桑
名
地
区
電
線
共
同
溝
整
備
事
業

(平
成
8
…
建
設
省
)

(電
線
類
地
中
化
、
歩
道
舗
装
、
街
路
灯
)

◎
東
海
道
沿
道
景
観
整
備
事
業

(昭
和
鍋
j
平
成
2
桑
名
市
)

(｢歴
史
を
語
る
公
園
｣
の
整
備
、
吉
之
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
整
備
)

◎
花
と
緑
と
文
化
の
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
整
備
事
業

(平
成
2
~
4
桑
名
市
)

(旧
諸
戸
西
洋
館
整
備
)

◎
桑
名
城
、
七
里
の
渡
し
周
辺
高
潮
堤
防
整
備

(平
成
8
~
建
設
省
)

(歴
史
景
観
に
調
和
し
た
高
潮
堤
防
の
補
強
)

◎
サ
イ
ン
整
備

桑名市

桑名城 ･七里の渡し周辺高潮
堤防整備 (サイン整備)

東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
の
現
在
ま
で
の
取
組
み
状
況

(括
弧
書
き
は
事
業
主
体
)

桑
名
市



平
成
三

年
度

ソ
フ
ト
事
業

ハ
ー
ド
事
業

平
成
一
〇
年
度
ま
で
道
路
施
設
整
備

周
辺
施
設
整
備

◎
イ
ベ
ン
ト

｢東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
m
亀
山
｣

(ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
コ
ン
サ
ー
ト

(平
成
9
建
設
省
、
県
、
市
))

◎
く
ら
し
の
道
づ
く
り
事
業

(亀
山
市
)

(地
元
協
議
会
準
備
)

◎
江
戸
の
道
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

(平
成
4
↓
亀
山
市
)

◎
東
海
道
ウ
オ
ー
ク

(平
成
6
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
協
議
会
)

(亀
山
宿
…
関
宿
七
如
)

◎
東
海
道
ウ
ォ
ー
ク

(平
成
節
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
協
議
会
)

(亀
山
宿
5
関
宿
一
○
蛔
)

◎
江
戸
の
道
整
備
事
業

(亀
山
市
)

(
一
里
塚
の
復
元
、
歴
史
広
場
、
桜
づ
つ
み
、
城
跡
整
備
等
)

◎
く
ら
し
の
道
づ
く
り
事
業
実
施
計
画
策
定

(亀
山
市
)

(市
道
東
丸
一
号
線
、
市
道
西
町
停
車
場
線
、
市
道
東
丸
停
車
場
線
、
市

道
御
幸
線
)

◎
サ
イ
ン
整
備

(亀
山
市
)

56 道々 テセ 2001,9

(測
量
、
設
計

市
道
東
丸
一
号
線
用
地
買
収
)

ハ
ー
ド
事
業

道
路
施
設
整
備

◎
く
ら
し
の
道
づ
く
り
事
業

(亀
山
市
)

ソ
フ
ト
事
業

平
成
=
年
度

ソ
フ
ト
事
業

ハ
ー
ド
事
業

平
成
一
○
年
度
ま
で
周
辺
施
設
整
備

◎
東
海
道
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

(北
勢
バ
イ
パ
ス
起
工
式
記
念
)

(主
催

三
重
県

三
重
県
北
勢
地
域
幹
線
道
路
事
業
促
進
連
絡
協
議
会
)

(協
賛

三
重
県
東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会
)

(四
日
市
市
、
川
越
町
、
朝
日
町
地
内
七
･
五
畑
)

◎
東
海
道
ウ
ォ
ー
ク

(平
成
5
愛
知
県
、
三
重
県
、
名
古
屋
市
)

(朝
日
町
-
桑
名
市
七
里
の
渡
し

(九
廻

◎
東
海
道
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
事
業

(平
成
8
1
9
朝
日
町
)

(伊
勢
朝
日
駅
前
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

｢語
ら
い
の
広
場
｣)

朝
日
町

亀
山
市

ハ
ー
ド
事
業

道
路
施
設
整
備

◎
東
海
道
道
路
環
境
整
備

(四
日
市
市
)

(道
部
分
の
脱
色
舗
装
)

平
成
一
二
年
度

ソ
フ
ト
事
業

平
成
一
一年
度

ハ
ー
ド
事
業

平
成
一
○
年
度
ま
で
道
路
施
設
整
備

周
辺
施
設
整
備

◎
東
海
道
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

(北
勢
バ
イ
パ
ス
起
工
式
記
念
)

(主
催

三
重
県

三
重
県
北
勢
地
域
幹
線
道
路
事
業
促
進
連
絡
協
議
会
)

(協
賛

三
重
県
東
海
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
協
議
会
)

(四
日
市
市
、
川
越
町
、
朝
日
町
地
内
七
･
五
如
)

◎
東
海
道
道
路
環
境
整
備

(平
成
6
~
四
日
市
市
)

(路
肩
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
化
)

◎
三
滝
川
橋
梁
整
備
事
業

(四
日
市
市
)

◎
四
日
市
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備

(平
成
9
~
三
重
県
)

◎
三
滝
川
ふ
る
さ
と
の
川
整
備
事
業

(三
重
県
)

(護
岸
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

(方
古
焼
の
陶
壁
)

四
日
市
市

朝日町 東海道ポケットパーク整備事業

四日市市 三滝川橋梁整備事業



ソ
フ
ト
事
業

ハ
ー
ド
事
業

平
成
一
二
年
度

,
,
,
“
'
-

-●〆腸風鞠孵斜わ永勘轢断騒狽檜現地見て歩き
(亀
山市
))

道
路
施
設
整
備

◎
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

(工
法
決
定

(亀
山
市
))

◎
く
ら
し
の
道
づ
く
り
事
業

(亀
山
市
)

◎
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会

(地
元
説
明
会
及
び
地
元
住
民
と
の
現
地
見
て
歩
き

(亀
山
市
))

　

　

でろ
/

き
たゞ

≠

　
　　　　　

　　
　　　　　　　　　

関町
地道風カラー舗装 ･街並み道路側溝石蓋化工事

街路灯整備 ･街並み無電柱化工事

平
成

一
〇
年
度
ま
で

関
町

ハ
ー
ド
事
業

道
路
施
設
整
備

周
辺
施
設
整
備

◎
歴
史
的
地
区
環
境
整
備
事
業

(平
成
元
~
4
関
町
)

(地
道
風
カ
ラ
ー
舗
装

(旧
東
海
道
)
、
御
馳
走
場
整
備
、
西
の
追
分
け

整
備

(西
の
口
小
公
園
))

◎
東
海
道
関
宿
｢歴
史
国
道
｣
整
備
事
業

(平
成
7
~
建
設
省
)

(｢道
の
駅
｣
整
備

(駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
休
憩
所
施
設
等
の
整
備
))

◎
街
並
み
道
路
側
溝
石
蓋
化
工
事

(関
町
)

◎
街
路
灯
整
備

(関
町
)

◎
県
道
四
日
市
関
線
整
備

(平
成
9
~
m
三
重
県
)

(地
道
風
カ
ラ
ー
舗
装

(地
蔵
院
~
国
道
一
号
地
蔵
院
口
交
差
古
e
)

◎
建
造
物
の
修
理
修
景
事
業

(昭
和
60
-
)

◎
無
電
柱
化

(昭
和
“
関
町
)

ソ
フ
ト
事
業

ハ
ー
ド
事
業

平
成
三
一年
度

ハ
ー
ド
事
業

平
成
=
年
度

ソ
フ
ト
事
業

道
路
施
設
整
備

周
辺
施
設
整
備

道
路
施
設
整
備

周
辺
施
設
整
備

◎
峠
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(建
設
省
)

◎
東
海
道
関
宿
｢歴
史
国
道
｣
整
備
事
業

(建
設
省
)

(｢道
の
駅
｣
整
備
)

◎
街
並
み
道
路
側
溝
石
蓋
化
工
事

(関
町
)
(四
〇
0
m
)

◎
街
並
み
道
路
照
明
等
整
備
工
事

(関
町
)

◎
街
並
み
無
電
柱
化
工
事

(関
町
)

◎
建
造
物
の
修
理
修
景
事
業

(関
町
)

◎
道
の
駅
整
備
事
業

(関
町
)

◎
西
の
口
公
園
整
備
事
業

(関
町
)

(用
地
買
収
、
設
計
)

◎
街
並
み
道
路
側
溝
石
蓋
化
工
事

(関
町
)
(五
三
三
m
)

◎
街
並
み
道
路
照
明
等
整
備
工
事

(関
町
)

(街
路
灯
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
)

◎
街
並
み
無
電
柱
化
工
事

(関
町
)

◎
建
造
物
の
修
理
修
景
事
業

(関
町
)
一
五
件

◎
道
の
駅
整
備
事
業

(関
町
)

◎
東
海
道
ウ
ォ
ー
ク

(平
成
6
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
協
議
会
)

(亀
山
宿
~
関
宿
七
如
)

◎
東
海
道
ウ
ォ
ー
ク

(平
成
齢
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
維
進
協
議
会
)

(亀
山
宿
…
関
宿
一
○
如
)

◎
街
並
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

(平
成
元
~
関
町
)

◎
関
宿
街
道
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

そ
の
他

◎

｢重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
｣
に
指
定

(昭
和
即
)

◎
歴
史
国
道
に
指
定

(平
成
7
)

◎
町
並
み
資
料
館

(昭
和
爺
関
町
)

◎
坂
下
ま
な
び
の
森
整
備
事
業

(関
町
)

(鈴
鹿
馬
子
唄
会
館
、
鈴
鹿
峠
自
然
の
家
)

◎
重
要
文
化
財

｢地
蔵
院
｣
修
理

(平
成
6
ー
)

◎
旅
篭
玉
屋
保
存
整
備
事
業

(平
成
6
ー
9
関
町
)

◎
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備

(平
成
8
~
9
関
町
)

(百
六
里
庭

(眺
関
亭
))

◎
道
の
駅
整
備
事
業

(平
成
9
1
関
町
)

(用
地
取
得
、
地
域
振
興
施
設
の
整
備
)

◎
サ
イ
ン
整
備

(関
町
)
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(以
下
は
路
政
課
の
A
係
長
と
新
人
の
B
係
員
の
午
後
の

一
コ
マ
J

A
…
国
土
交
通
省
に
入
省
し
て
四
ヶ
月
、
調
子
は
ど
ん
な

感
じ
か
な
?

B
…
は
い
、
毎
日
の
仕
事
の
流
れ
に
は
慣
れ
て
き
ま
し
た

が
、
日
々
新
し
い
こ
と
の
連
続
で
!
。
今
日
は
難
し
い

問
い
合
わ
せ
が
き
て
、
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

A
…
ほ
う
。
ど
ん
な
問
い
合
わ
せ
か
な
?

B
…
道
路
法
第
九
十
二
条
の
不
用
物
件
の
話
な
ん
で
す
け

ど
、
第
一
項
の

｢!
-
年
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い

て
政
令
で
定
め
る
期
間
、
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。｣
と
い
う
規
定
は
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
適

用
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
も
の
で
す
。

A
"
｢不
用
物
件
の
管
理
期
間
｣
の
話
か
、
な
か
な
か
難

し
い
ね
。
今
日
は
時
間
も
あ
る
こ
と
だ
し
、
一
緒
に
考

え
て
い
こ
う
。
早
速
だ
け
ど
B
君
、
不
用
物
件
と
は
何

か
な
?

B

“
は
い
。
不
用
物
件
と
は
、
路
線
の
変
更
若
し
く
は
道

路
の
区
域
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
道

路
を
構
成
し
て
い
た
不
用
と
な
っ
た
敷
地
、
支
壁
、
舗

石
、
高
架
道
路
の
支
柱
、
道
路
の
附
属
物
等
を
い
い
ま

す
。

A
…
そ
の
と
お
り
。
さ
す
が
よ
く
勉
強
し
て
る
ね
。
で
は
、

一
定
の
期
間
、
不
用
物
件
を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
意
義
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
?

B

"
そ
う
で
す
ね
。
先
程
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ

の
意
義
と
し
て
は
、

①
道
路
の
敷
地
等
は
、
私
権
の
行
使
が
制
限
さ
れ
る

等
、
公
権
力
に
よ
る
規
制
を
相
当
に
う
け
て
い
る

の
で
、
こ
れ
が
あ
る
時
点
か
ら
直
ち
に
民
事
上
の

法
律
関
係
に
移
行
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
こ

　　
　

②
他
の
種
類
の
道
路
と
し
て
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
、

③
一
般
通
行
人
の
通
行
上
の
便
益
を
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
･

の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

A
…
そ
の
通
り
だ
ね
。
補
足
す
る
と
、

①
に
つ
い
て
は
、
廃
止
し
た
道
路
の
敷
地
に
係
る
権

利
の
自
由
な
行
使
を
認
め
る
と
、
権
利
関
係
が
複

雑
化
し
て
し
ま
い
、
当
該
敷
地
が
適
正
に
処
分
で

き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

②
に
つ
い
て
は
、
廃
止
し
た
道
路
の
敷
地
が
将
来
他

の
種
類
の
道
路
に
な
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
そ
の

た
め
の
手
続
等
に
要
す
る
期
間
内
に
お
け
る
管
理

を
従
前
の
道
路
管
理
者
に
義
務
づ
け
、
道
路
用
地

の
経
済
的
運
用
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、

③
に
つ
い
て
は
、
た
だ
ち
に
通
行
の
用
に
供
し
得
な

く
な
る
不
便
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
こ
と
、

と
い
っ
た
こ
と
も
い
え
る
ん
だ
よ
。

A
"
話
を
進
め
よ
う
。
不
用
物
件
の
管
理
期
間
、
つ
ま
り
、

｢
一
年
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

期
間
｣
は
、
国
道
又
は
都
道
府
県
道
を
構
成
し
て
い
た

不
用
物
件
に
つ
い
て
は
八
ヶ
月
、
市
町
村
道
を
構
成
し

て
い
た
不
用
物
件
に
つ
い
て
は
四
ヶ
月
と
定
め
ら
れ
て

い
る

(道
路
法
施
行
令
第
三
十
八
条
)
け
ど
、
こ
こ
ま

で
は
い
い
よ
ね
?

B

…
え
え
。
こ
の
管
理
期
間
の
性
質
は
ど
う
い
う
も
の
な

の
で
す
か
?

A

"
こ
れ
は
、
法
律
上
の
義
務
期
間
で
あ
っ
て
、
道
路
法

に
明
文
の
規
定
を
お
く
場
合

(第
九
十
二
条
第
四
項
及

び
第
九
十
三
条
)
以
外
は
、
た
と
え
所
有
者
が
他
に
用

途
が
あ
る
場
合
で
も
、
こ
の
期
間
、
管
理
の
義
務
を
免

れ
な
い
ん
だ
よ
。

…
不
用
物
件
の
管
理
期
間



B

"
義
務
期
間
で
す
か
ぁ
。
と
い
う
こ
と
は
、
今
回
の
問

し
、
不
用
物
件
の
一
定
期
間
管
理
の
意
義
は
ほ
と
ん
ど

(参
考
)

い
合
わ
せ
は
一
件
落
着
で
す
ね
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
:
。

ん
?

で
も
そ
れ
だ
と
、
一
定
の
管
理
期
間
不
用
物
件

を
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
意
義
に
全
く
あ
て
は
ま

ら
な
い
場
合
も
、
義
務
期
間
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
で
す
か
?

そ
う
す
る
と
、
必
要
性
が
薄
い
の
に

そ
の
物
件
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
道
路

管
理
者
や
そ
の
敷
地
を
利
用
し
た
い
者
に
と
っ
て
不
利

益
だ
と
思
う
ん
で
す
が
。

A

"
君
の
言
う
と
お
り
だ
よ
。
こ
ん
な
例
が
過
去
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
ダ
ム
の
建
設
に
関
連
し
て
、
従
前
道
路
を
構

成
し
て
い
た
湛
水
区
域
内
の
不
用
物
件
に
つ
い
て
、
付

替
道
路
の
効
用
が
従
来
の
道
路
の
効
用
を
十
分
に
補
充

し
、
か
つ
、
直
ち
に
使
用
し
う
る
状
態
に
あ
れ
ば
、
管

理
期
間
中
に
水
没
さ
せ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
す
る
も

の
だ
よ

(昭
和
三
〇
年
一
二
月
二
一
日
建
設
省
関
建
第

二
十
三
号
関
東
地
方
建
設
局
長
あ
て
道
路
局
長
回
答
参

照
)。
こ
の
事
例
は
、
先
ほ
ど
の
③
の
残
存
利
用
者
の

便
宜
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
し
、
水

没
し
て
将
来
道
路
と
し
て
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
確
実

で
あ
る
よ
う
な
場
合
、
つ
ま
り
、
転
用
が
不
能
で
あ
る

場
合
、
②
の
意
義
を
重
視
し
て
、
管
理
期
間
満
了
ま
で

に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
ん
だ
よ
。
先

例
と
し
て
注
目
で
き
る
ね
。

B
…
そ
う
で
す
よ
ね
。
し
か
も
、
こ
の
事
例
だ
と
、
当
該

敷
地
の
権
利
関
係
が
複
雑
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
な
い

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
ま
ね
。

A
"
そ
う
い
う
こ
と
だ
よ
。
他
に
も
、
道
路
の
一
部
を
空

港
用
地
に
編
入
し
工
事
を
行
う
場
合
も
、
こ
の
ダ
ム
の

事
例
の
よ
う
に
代
替
道
路
が
確
保
さ
れ
て
お
り
、
一
般

通
行
人
の
不
利
益
に
な
ら
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
れ

ば
、
同
じ
こ
と
が
言
え
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
た
だ
、

ど
の
程
度
の
代
替
道
路
を
も
っ
て
一
般
通
行
人
の
不
利

益
に
な
ら
な
い
か
の
は
道
路
管
理
者
の
適
切
な
判
断
に

よ
る
ん
だ
け
ど
、
不
用
物
件
の
管
理
期
間
の
終
了
を
待

っ
て
当
該
敷
地
を
空
港
用
地
に
編
入
す
る
こ
と
が
、
そ

れ
だ
け
空
港
工
事
開
始
の
遅
れ
を
も
た
ら
し
公
益
を
損

ね
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
柔
軟
に
運
用
し
て
も
よ
い

と
思
う
よ
o

B
…
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
法
律
の
文
言
だ
け
で
な
く
、
そ
の
趣
旨
を
踏

ま
え
た
、
よ
り
適
切
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
す

ね
。
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

A

…
と
こ
ろ
で
、
B
君
。
君
は
大
の
ロ
ッ
テ
フ
ァ
ン
ら
し

い
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
い
え
ば
今
日
は
東
京
ド
ー
ム
で

日
本
ハ
ム
戦
ら
し
い
ん
だ
け
ど
、
一
緒
に
行
か
な
い
か

い
?

補
佐
に
は
内
緒
で
。

B
…
い
い
で
す
ね
。
仕
事
の
こ
と
は
忘
れ
て
パ
ー
ッ
と
い

き
ま
す
か
。
今
日
は
勝
ち
ま
す
よ
。

○
道
路
法

(不
用
物
件
の
管
理
又
は
交
換
)

第
九
十
二
条

道
路
の
供
用
の
廃
止
又
は
道
路
の
区
域
の
変
更
が
あ
っ

た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
道
路
を
構
成
し
て
い
た
不
用
と
な
っ
た

敷
地
、
支
壁
そ
の
他
の
物
件

(以
下

｢不
用
物
件
｣
と
い
う
。)
は
、

従
前
当
該
道
路
を
管
理
し
て
い
た
者
が
一
年
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に

お
い
て
政
令
で
定
め
る
期
間
、
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
1
4

(略
)

○
道
路
法
施
行
令

(不
用
物
件
の
管
理
期
間
)

第
三
十
八
条

法
第
九
十
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期

間
は
、
国
道
又
は
都
道
府
県
道
を
構
成
し
て
い
た
不
用
物
件
に
つ
い

て
は
八
月
と
し
、
市
町
村
道
を
構
成
し
て
い
た
不
用
物
件
に
つ
い
て

は
四
月
と
す
る
。
但
し
、
橋
、
渡
船
施
設
、
道
路
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

等
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
そ
の
効
用
を
全
う
す
る
施
設
又
は
工
作
物

(ト
ン
ネ
ル
を
除
く
。)
及
び
道
路
の
附
属
物
で
あ
っ
た
不
用
物
件
に

つ
い
て
は
、
一
月
ま
で
そ
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

0
昭
和
三
〇
年
六
月
三
日
建
設
省
道
路
局
長
あ
て
建
設
省
関
東
地
方
建

設
局
長
照
会

(抜
粋
)

2

法
第
九
十
二
条
関
係

ダ
ム
等
の
建
設
の
場
合
、
湛
水
区
域
内
の
道
路
を
構
成
し
て
い
た

敷
地
、
支
壁
そ
の
他
の
物
件
を
法
第
九
十
二
条
の
管
理
期
間
内
に
水

没
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

0
昭
和
三
〇
年

一
二
月
二
一
日
建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
長
あ
て
建
設

省
道
路
局
長
回
答

(抜
粋
)

3

照
会
の
記
の
2
に
つ
い
て

法
第
九
十
二
条
第
一
項
の
規
定
の
趣
旨
は
、
道
路
の
供
用
の
廃
止

又
は
区
域
の
変
更
に
伴
っ
て
生
ず
る
不
用
物
件
が
た
だ
ち
に
通
行
の

用
に
供
し
得
な
く
な
る
不
便
を
防
ぎ
、
或
は
必
要
に
応
じ
て
当
該
不

用
物
件
を
別
の
道
路
と
し
て
使
用
し
得
る
状
態
に
お
く
こ
と
に
あ
る

も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
、
付
替
道
路
の
効
用
が
従
来
の
道
路
の
効

用
を
十
分
に
補
充
し
、
か
つ
、
付
替
道
路
が
た
だ
ち
に
供
用
し
得
る

状
態
に
あ
れ
ば
法
第
九
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
不
用
物
件
の
管

理
期
間
内
に
お
い
て
も
不
用
物
件
を
水
没
さ
せ
て
差
し
支
え
な
い
も

の
と
解
す
る
。



三

崎

圓
鑿醐
◎

≧
▲

霊

園

;
ワ
ー
ル
ド
海
ツ
ラ
と
道
路
歯
胴
(そ
の
盆
)

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

一

電
柱
、
電
線
、
変
圧
塔
、
郵
便
差
出
箱
、
公
衆
電

話
所
、
広
告
塔
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物

二

水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
物
件

三

鉄
道
、
軌
道
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

四

歩
廓
、
雪
よ
け
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

五

地
下
街
、
地
下
室
、
通
路
、
浄
化
槽
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
施
設

六

露
店
、
商
品
置
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
外
、
道
路
の
構
造

又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
工
作
物
、
物

件
又
は
施
設
で
政
令
で
定
め
る
も
の

渡
邉
課
長
｢こ
こ
に
限
定
的
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
限
り
道
路
占

用
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ

こ
に
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
は
占
用
が
認
め
ら
れ
な
い

坂
上
係
員
｢要
す
る
に
、
道
路
は
一
般
交
通
の
た
め
の
も
の
だ
け

れ
ど
も
、
そ
の
本
来
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
、

物
を
設
置
す
る
よ
う
な
方
法
に
よ
る
道
路
の
継
続
的
な

使
用
を
認
め
る
こ
と
が
道
路
占
用
許
可
な
ん
で
す
よ

ね
。｣

渡
邊
課
長
｢ま
、
簡
単
に
い
う
と
そ
ん
な
と
こ
ろ
か
な
。
た
だ
、

道
路
本
来
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
範
囲
と
い
う
判
断
が

な
か
な
か
難
し
い
ん
だ
。
せ
っ
か
く
新
し
い
六
法
を
買

っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
一
応
、
道
路
法
第
三
二
条
を
み
て

お
こ
う
。

※
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一項

道
路
に
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
工
作
物
、

物
件
又
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
し
よ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を

と
い
う
こ
と
だ
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
占
用
許
可

の
事
務
に
携
わ
る
者
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
、
申
請

の
あ
っ
た
物
件
が
占
用
許
可
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の

か
ど
う
か
判
断
し
な
い
と
い
け
な
い
。
当
該
物
件
が
占

用
許
可
の
対
象
と
な
り
得
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と

を
、
仮
に

｢占
用
物
件
該
当
性
｣
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

と
、
こ
の

｢占
用
物
件
該
当
性
｣
の
判
断
が
入
口
の
と

こ
ろ
で
本
当
に
大
事
な
こ
と
な
ん
だ
よ
。｣

坂
上
係
員
｢ふ
ー
ん
、
ま
ず
最
初
に
占
用
物
件
該
当
性
を
判
断
す

る
わ
け
で
す
ね
。｣

渡
邊
課
長
｢そ
う
言
え
ば
、
こ
の
前
、
坂
上
さ
ん
が
言
っ
て
た
W

杯
の
バ
ナ
ー
広
告
や
横
断
幕
は
、
占
用
物
件
該
当
性
が

あ
る
と
言
え
る
の
か
な
?
｣

坂
上
係
員
｢え
ー
っ
と
、
道
路
法
第
三
十
二
条
第
一
項
だ
と
、
電

柱
、
電
線
、
水
管
、
下
水
道
管
、
鉄
道
、
地
下
街
、
露

店
ー
!
･ち
ょ
っ
と
違
う
な
。
じ
ゃ
、
七
号
の

｢政
令
で

定
め
る
も
の
｣
か
も
知
れ
な
い
か
ら
、
道
路
法
施
行
令

第
七
条
を
み
る
と
!
!
。
あ
っ
、
こ
れ
で
す
ね
。
第
一

号
の

『看
板
、
旗
ざ
お
、
幕
、
ア
ー
チ
』
か
し
ら
?
｣

※
道
路
法
施
行
令
第
七
条
第
一
号

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も

の
と
す
る
。



一

看
板
、
標
識
、
旗
ざ
お
、
パ
ー
キ
ン
グ
･
メ
ー
タ

ー
、
幕
及
び
ア
ー
チ

渡
邊
課
長
｢よ
く
で
き
ま
し
た
。｣

坂
上
係
員

｢そ
う
い
え
ば
、
よ
く
外
国
の
要
人
が
来
日
し
た
と
き

と
か
街
灯
に
そ
の
国
の
国
旗
が
掛
か
っ
て
い
た
り
、
あ

と
横
断
歩
道
橋
な
ん
か
に
も
交
通
安
全
の
横
断
幕
み
た

い
な
も
の
が
掛
か
っ
て
い
る
け
ど
、
あ
れ
と
同
じ
な
の

か
な
?
し

渡
邊
課
長
｢占
用
物
件
該
当
性
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ど
れ

も
道
路
法
施
行
令
第
七
条
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
に

な
る
。｣

坂
上
係
員
｢そ
う
す
る
と
、
私
も
道
路
占
用
許
可
を
受
け
れ
ば
街

路
樹
や
街
灯
に
バ
ナ
ー
広
告
を
掛
け
て
日
本
の
応
援
が

で
き
る
ん
だ
。｣

渡
邊
課
長
｢そ
こ
が
簡
単
に
行
か
な
い
の
が
占
用
許
可
な
ん
だ
。

占
用
物
件
該
当
性
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
に
法

令
や
通
達
に
よ
る
許
可
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
を

判
断
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。｣

坂
上
係
員
｢二
番
目
に
、
許
可
基
準
適
合
性
を
判
断
す
る
わ
け
で

す
ね
。｣

渡
邉
課
長
｢そ
れ
で
は
、
看
板
等
の
路
上
広
告
物
の
占
用
許
可
基

準
を
定
め
た
通
達
※
を
み
て
み
よ
う
。
看
板
等
の
路
上

広
告
物
の
占
用
許
可
に
つ
い
て
は
、
±
疋
の
物
件
を
除

い
て
、
占
用
場
所
、
設
置
の
方
法
、
構
造
等
に
つ
い
て

基
準
が
あ
る
ん
だ
。
信
号
機
や
道
路
標
識
の
妨
げ
に
な

っ
た
り
、
道
路
の
有
効
幅
員
を
狭
め
た
り
、
車
を
運
転

し
て
い
る
人
に
無
用
な
心
理
的
緊
張
を
与
え
た
り
し
な

い
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
で
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

坂
上
係
員
｢そ
う
で
す
よ
ね
、
自
動
車
の
運
転
中
っ
て
、
歩
行
者

や
他
の
自
動
車
、
信
号
機
や
道
路
標
識
、
注
意
し
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
っ
て
緊
張
の
連
続
。
信

号
や
標
識
、
歩
行
者
の
視
認
性
を
妨
げ
る
よ
う
な
看
板

の
占
用
を
認
め
て
は
ま
ず
い
で
す
よ
ね
こ

渡
邊
課
長
｢そ
う
だ
ね
、
色
や
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
風
雨
･

地
震
等
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
公
衆
に
危
害
を
与
え
る

お
そ
れ
の
な
い
こ
と
、
構
造
･
色
彩
等
が
信
号
機
や
道

路
標
識
に
類
似
し
て
い
な
い
こ
と
、
地
色
は
原
則
と
し

て
白
色
又
は
淡
色
に
限
る
こ
と
等
の
制
限
が
あ
る
。
国

や
地
方
公
共
団
体
が
公
共
的
目
的
を
も
っ
て
設
置
す
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
通
達
自
身
が
適
用
除
外
と
し
て

い
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
許
可
基
準
は
問
題
に
な
ら
な

い
け
ど
、
W
杯
の
バ
ナ
ー
広
告
や
横
断
幕
は
、
通
達
を

そ
の
ま
ま
読
む
限
り
、
占
用
を
認
め
る
の
は
難
し
い
感

じ
だ
ね
。｣

坂
上
係
員
｢う
ー
ん
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
私
が
韓
国
で
見
た
よ
う
な
鮮

や
か
な
配
色
の
W
杯
の
バ
ナ
ー
広
告
は
日
本
の
道
路
に

は
付
け
ら
れ
な
い
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。
納
得
で
き
る

気
も
す
る
け
ど
、
な
ん
だ
か
寂
し
い
な
。
課
長
、
ホ
ン

ト
に
許
可
で
き
な
い
ん
で
す
か
?
｣

渡
邊
課
長
｢そ
う
結
論
を
急
ぎ
な
さ
ん
な
。
道
路
管
理
者
と
し
て

道
路
占
用
許
可
を
判
断
す
る
に
際
し
て
は
、
必
ず
、
道

路
の
構
造
又
は
交
通
の
支
障
と
い
う
こ
と
に
立
ち
戻
っ

て
考
え
な
い
と
い
け
な
い
。
W
杯
の
バ
ナ
ー
広
告
や
横

断
幕
は
一
切
占
用
は
認
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
本
当
に

い
い
ん
だ
ろ
う
か
。
次
回
、
も
う
一
度
検
討
し
て
み
よ

う
。｣

(そ
の
3
)
に
つ
づ
く

〈登
場
人
物
に
つ
い
て
〉

渡
邊
課
長

四
一
歳
。
長
年
道
路
管
理
事
務
を
担
当
し
、
今
年
四
月
、

道
路
管
理
課
長
と
し
て
着
任
。

坂
上
係
員

二
三
歳
。
今
年
三
月
、
女
子
大
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の

新
人
。
渡
邊
課
長
の
下
、
道
路
占
用
事
務
を
担
当
。

道行セ 2001.9 6ノ

※
｢指
定
区
間
内
の
一
般
国
道
に
お
け
る
路
上
広
告
物

の
占
用
許
可
基
準
に
つ
い
て
｣

(昭
和
四
四
年
八
月
二
〇
日
建
設
省
道
政
発
第
五
二
号

道
路
局
長
通
達
)



三
万
一
、
三
一
〇
円
)。

札
構
造
エ
ゾ
シ
カ
衝
突
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

注
"
民
事
訴
訟
法
三
一
八
条
一
項

｢上
告
を
す
べ
き
裁
判
所
が
最
高
裁

判
所
で
あ
る
場
合
に
は
、
最
高
裁
判
所
は
、
原
判
決
に
最
高
裁
判

所
の
判
例

(こ
れ
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
大
審
院
又
は
上
告

裁
判
所
若
し
く
は
控
訴
裁
判
所
で
あ
る
高
等
裁
判
所
の
判
例
)
と

相
反
す
る
判
断
が
あ
る
事
件
そ
の
他
の
法
令
の
解
釈
に
関
す
る
重

要
な
事
項
を
含
む
も
の
と
認
め
ら
れ
る
事
件
に
つ
い
て
、
申
立
て

に
よ
り
、
決
定
で
、
上
告
審
と
し
て
事
件
を
受
理
す
る
こ
と
が
で

き
る
。｣

3

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

事
実
認
定

(二
審
判
決
に
よ
る
)

a

高
速
道
路
内
へ
の
エ
ゾ
シ
カ
侵
入
防
止
策
と
し
て

フ
ェ
ン
ス
を

一
m
嵩
上
げ
す
る
の
に
要
す
る
費
用
の

概
算
は
、
フ
ェ
ン
ス
幅
一
m
当
た
り
一
万
四
八
三
円

で
あ
る
。
し
か
し
、
鹿
の
跳
躍
能
力
及
び
冬
期
の
積

雪
を
も
考
慮
す
る
と
、
一
m
の
嵩
上
げ
だ
け
で
通
年

の
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

b

本
件
事
故
前
か
ら
本
件
事
故
現
場
に
エ
ゾ
シ
カ
が

出
没
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
予
見
可
能
性
は
、
文
字
通
り
エ

ゾ
シ
カ
が
出
没
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
程
度
の

も
の
で
、
そ
れ
以
上
に
具
体
的
な
状
況
を
想
定
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
抽
象
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

[
一
審
判
決
]
平
成
一
〇
年
三
一月
一
四
日

札
幌
地
方
裁
判
所

請
求
認
容

[二
審
判
決
]
平
成
三

年
三
一月
一
五
日

札
幌
高
等
裁
判
所

原
判
決
取
消
、
被
控
訴
人
請
求

棄
却

[最
高
裁
判
決
]
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日

最
高
裁
判
所

上
告
棄
却

1

事
件
の
概
要

平
成
七
年
一
〇
月
二
七
日
午
後
九
時
一
〇
分
頃
、
タ
ク

シ
ー
が
札
樽
自
動
車
道
を
札
幌
方
面
か
ら
小
樽
方
面
へ
走

行
中
、
札
樟
道
･
米
里
起
点
か
ら
三
三
･
八
腕
付
近

(小

樽
市
内
)
に
お
い
て
、
高
速
道
路
上
に
侵
入
し
た
エ
ゾ
シ

カ
と
衝
突
し
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
等
の
破
損
が
生
じ
た
。

事
故
現
場
付
近
に
は
エ
ゾ
シ
カ
の
侵
入
防
止
の
た
め
の

安
全
設
備
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
道
路
管
理
上
の
瑕
疵

が
あ
っ
た
と
し
て
、
原
告

(タ
ク
シ
ー
会
社
)
が
被
告
日

本
道
路
公
団
に
対
し
賠
償
請
求
し
た
事
件

(請
求
額
…
五

2

判
決
の
概
要

二
審
]

小
樽
市
周
辺
で
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息
情
報
が
あ

る
中
で
、
本
件
事
故
現
場
付
近
で
も
地
域
住
民
が
エ
ゾ
シ

カ
を
目
撃
し
た
体
験
を
有
し
て
お
り
、
被
告
は
エ
ゾ
シ
カ

の
出
現
に
つ
い
て
予
見
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の

侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
、
事
故
現
場
付
近
に
防
護
フ
ェ
ン
ス

そ
の
他
の
防
護
設
備
を
設
置
す
る
具
体
的
必
要
が
あ
っ
た

(原
告
の
請
求
を
全
面
的
に
認
容
)。

[二
審
]

エ
ゾ
シ
カ
出
現
の
予
見
可
能
性
は
、
具
体
的

な
状
況
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
抽
象
的
な
も
の
に

す
ぎ
な
い
。
本
件
事
故
は
、
走
行
車
が
通
常
な
す
べ
き
前

方
注
視
及
び
減
速
等
を
適
切
に
行
っ
て
い
れ
ば
、
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
よ
っ
て
、
原
判
決
を
取
り
消
し
、

被
控
訴
人

(
一
審
原
告
)
の
損
害
賠
償
請
求
を
棄
却
す
る
。

宮
最
高
裁
]

本
件
は
民
訴
法
三
一
八
条
一
項
の
事
件
に

当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
本
件
上
告
を
棄
却
し
、
本
件
を

上
告
審
と
し
て
受
理
し
な
い
。

c

エ
ゾ
シ
カ
出
没
の
抽
象
的
な
可
能
性
を
な
く
す
た

的

め
の
、
相
応
の
費
用
を
要
す
る
防
護
フ
ェ
ン
ス
な
ど

2

の
設
備
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
･
自
動
車
道
と
し
て

楡

の
法
的
な
安
全
性
が
損
な
わ
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と

首

に
は
、
疑
問
が
残
る
。

“

札
樽
道
エ
ゾ
シ
カ
衝
突
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



②
d

本
件
事
故
時
は
夜
間
で
、
現
場
は
曇
り
又
は
雨
で

路
面
状
態
は
湿
潤
し
て
い
た
。
本
件
事
故
後
の
実
験

の
結
果
に
よ
る
と
、
夜
間
八
○
如
毎
時
の
速
度
で
走

行
す
る
自
動
車
か
ら
現
場
上
の
物
を
前
照
灯
の
照
明

だ
け
で
視
認
す
る
こ
と
が
可
能
な
距
離
は
、
そ
の
手

前
八
九
m
か
ら
一
一
三
m
で
あ

っ
た
。

e

本
件
事
故
は
、
夜
間
、
雨
中
の
見
通
し
の
良
く
な

い
カ
ー
ブ
を
走
行
す
る
者
が
通
常
な
す
べ
き
前
方
注

視
及
び
減
速
等
を
適
切
に
行
っ
て
い
れ
ば
、
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

法
的
判
断

(二
審
判
決
に
よ
る
)

a

道
路
の
幅
員
･
平
滑
性
･
道
路
盤
の
強
度
･
カ
ー

ブ
の
半
径
等
に
つ
い
て
法
定
速
度
に
よ
る
安
全
走
行

が
で
き
る
設
計
･
施
工
を
し
、
日
常
の
巡
回
･
危
険

物
除
去
等
の
管
理
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
。
し
か
し
、
降
雨
等
の
日
々
刻
々
変
化
す

る
気
象
条
件
そ
の
他
自
然
現
象
に
対
し
、
自
動
車
運

転
者
の
適
切
な
判
断
に
基
づ
く
臨
機
の
対
応
な
し
に

道
路
の
安
全
を
図
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

b

道
路
の
設
置
管
理
者
に
対
し
て
、
予
測
さ
れ
る
す

べ
て
の
危
険
を
防
止
し
得
る
施
設
の
設
置
･
管
理
を

義
務
と
し
て
課
す
の
は
相
当
で
は
な
く
、
予
測
さ
れ

る
危
険
発
生
の
確
率
、
予
防
方
法
の
有
無
及
び
技
術

的
･
経
済
的
難
易
度
と
い
っ
た
要
素
と
一
般
的
な
自

動
車
運
転
者
の
安
全
運
転
義
務
と
の
相
関
関
係
に
基

づ
き
合
理
的
に
導
か
れ
る
選
択
肢
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
道
路
管
理
者
に
具
体
的
危

険
防
止
義
務
を
課
す
の
が
相
当

で
あ
る
。

c

な
お
、
高
速
自
動
車
道
の
設

置
管
理
者
が
利
用
者
か
ら
利
用

料
金
を
徴
収
し
て
い
る
か
否
か

と
い
う
こ
と
と
、
設
置
管
理
者

の
具
体
的
危
険
防
止
義
務
の
有

無

･
広
狭
と
は
必
ず
し
も
関
連

せ
ず
、
有
料
の
場
合
に
そ
の
料

金
が
使
用
料

(通
行
料
)
の
意

味
を
超
え
て
自
動
車
運
転
者
の

安
全
運
転
義
務
を
軽
減
し
た
り
、

法
定
最
高
速
度
の
ま
ま
で
区
間

を
常
に
完
走
で
き
る
こ
と
ま
で

を
も
保
障
す
る
対
価
で
あ
る
と

解
す
る
の
は
相
当
で
は
な
い
。

d

控
訴
人
が
本
件
に
お
け
る
よ

う
な
エ
ゾ
シ
カ
の
行
動
に
つ
い

て
ま
で
事
前
に
具
体
的
に
想
定

し
、
あ
ら
か
じ
め
効
果
的
な
施

設
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
も
っ
て
、
本
件
道
路
の
設
置

管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

(参考) 高速道路上の障害物として排除した鹿の分布図 (平成 8年 ･平成 9年)
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後
、
九
月
に
川
崎
、
一
〇
月
に
相
模

原
、
そ
し
て
三

月
に
横
浜
と
四
会

場
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
に
あ
わ

せ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
リ
レ
ー
開

催
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
生
の
楽
し
い
工
作
教
室
や

ゲ
ー
ム
か
ら
、
研
究
者
や
大
学
生
に

よ
る
高
度
な
競
技
ま
で
、
そ
し
て
家

庭
か
ら
宇
宙
ま
で
広
が
る
人
間
と
ロ

ボ
ッ
ト
の
共
生
を
体
験
で
き
ま
す
。

登
場
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
総
数
は
三
、

0
0
0
体
を
超
え
る
世
界
最
大
規
模

の
ロ
ボ
ッ
ト
の
祭
典
で
す
。

◎
□
ボ
フ
ェ
ス
タ
の
見
ど
こ
ろ

ロ
ボ
フ
ェ
ス
タ
は
、
最
先
端
の
ロ

ボ
ッ
ト
が
集
合
す
る

｢
エ
キ
ジ
ビ
シ

『
ロ
ボ
フ
ェ
ス
タ
神
奈
川
2
0
0
詞
』
開
催
曄

◆
ご
あ
い
さ
つ
◆

は
じ
め
ま
し
て
、
と
ん
び
会
監
事

の
神
奈
川
の
遠
藤
と
申
し
ま
す
。
第

一
号
の
高
浜
さ
ん
の
後
な
の
で
、
気

楽
に
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た

が
、
や
は
り
多
く
の
方
の
目
に
触
れ

る
も
の
な
の
で
緊
張
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

ず
。

◆
と
ん
び
の
生
態
に
つ
い
て
◆

青
い
認
識
章

(バ
ッ
ジ
)
を
つ
け

た
と
ん
び
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
?

こ
の
と
ん
び
が
い
る
の
は
主
に
国

土
交
通
省
周
辺

(特
に
3
号
館
ロ
ビ

ー
付
近
に
た
む
ろ
し
て
い
ま
す
)
。

ま
た
各
フ
ロ
ア
を
廊
下
と
ん
び
と
し

て
飛
び
回
る
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。

六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
そ
の
数

理
獅
県
東
京
事
務
所

遠
藤

創

が
増
え
ま
す
の
で
、
定
点
観
察
し
て

見
る
と
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
と
ん
び
は
大
体
三
年
で
そ
の
使

命
を
終
え
、
故
郷
に
帰
り
ま
す
。
ま

た
殆
ど
が
雄
で
あ
ぶ
ら
げ
で
な
く
ア

ル
コ
ー
ル
が
好
物
の
よ
う
で
す
。

◆
神
奈
川
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
令

さ
て
今
回
は
神
奈
川
で
八
月
よ
り

開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

世
界
初
･
最
大
規
模
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
祭
典

｢
ロ
ボ
フ
ェ
ス
タ
神
奈
川
2

0
0
1
｣
開
催
中

-
特
色
あ
る
四
会
場

･
三
七
日

間
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
暮
ら
す
未
来
が
こ

こ
に
あ
る
--
-

◎

｢
ロ
ボ
フ
ェ
ス
タ
｣
好
評
開
催
中

ロ
ボ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
と
し
た

｢
ロ

ボ
フ
ェ
ス
タ
神
奈
川
2
0
0
1
｣
は
、

世
界
で
初
め
て
開
催
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

の
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
最
先
端

の
ロ
ボ
ッ
ト
の
展
示
や
未
来
の
生
活

を
体
感
し
、
楽
し
く
参
加
し
な
が
ら

科
学
技
術
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
ロ

ボ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
中
で
す
。

今
年
八
月
か
ら
の
横
須
賀
、
そ
の
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ヨ
ン
｣
、
ロ
ボ
ッ
ト
制
作
と
競
技
を

組
み
合
わ
せ
た
参
加
型
も
あ
る

｢
ロ

ボ
ッ
ト
競
技
｣
、
そ
し
て
、
｢人
間
と

ロ
ボ
ッ
ト
の
共
生
を
考
え
る

｢
フ
ォ

ー
ラ
ム
｣
、
そ
し
て
、
会
場
の
テ
ー

P1N O 科学技術振興事業団 ロボビー ATR知能映像通信研究所A s 1M O 本田技研工業㈱

マ
に
沿
っ
た
魅
力
あ
る

｢ス
ペ
シ
ャ

ル
イ
ベ
ン
ト
｣
を
実
施
し
ま
す
。
ロ

ボ
フ
ェ
ス
タ
は
、
こ
う
し
た
主
要
事

業
を
複
合
さ
せ
て
展
開
す
る

｢
ロ
ボ

ッ
ト
の
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
｣
で
す
。

の

エ
キ
ジ
ビ
シ
ョ
ン

○
テ
ー
マ
展
示

｢
ロ
ボ
ッ
ト
ラ
イ

ブ
シ
ア
タ
ー
｣

テ
ー
マ
展
示
は
、
｢
ロ
ボ
ッ
ト

に
か
け
る
人
類
の
苗芝

と

｢
ロ
ボ

ッ
ト
ラ
イ
ブ
シ
ア
タ
ー
｣
で
構
成

し
ま
す
。
｢
ロ
ボ
ッ
ト
に
か
け
る

人
類
の
夢
｣
は
、
実
物
資
料
や
映

像
な
ど
を
用
い
、
人
類
の
科
学
技

術
の
歩
み
を

｢
ロ
ボ
ッ
ト
｣
の
実

現
を
通
し
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
表
現

す
る
初
の
試
み
で
す
。
｢
ロ
ボ
ッ

ト
ラ
イ
ブ
シ
ア
タ
ー
｣
は
、
各
会

場
の
テ
ー
マ
を
モ
チ
ー
フ
に
、
話

題
の
人
間
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
舞
台
の

進
行
役
を
務
め
、
会
場
の
参
加
者

と
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
触
れ
合
う
場
を

提
供

し
ま
す
。
>
の
M
区
0

閃
0g
≦
のな
ど
人
気
の
人
間
型
ロ

ボ
ッ
ト
が
司
会
者
と
し
て
登
場
、

個
性
豊
か
な
ゲ
ス
ト
ロ
ボ
ッ
ト
た

ち
と
楽
し
く
語
る
ー
ロ
ボ
ッ
ト
ラ

イ
ブ
シ
ア
タ
ー
は
、
ロ
ボ
フ
ェ
ス

タ
の
テ
ー
マ
を
紹
介
す
る
楽
し
い

テ
ー
マ
劇
場
で
す
。

○
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
所

横
須
賀
会
場
で
は
、
｢地
球
ー

青
い
惑
星
を
探
る
｣
を
テ
ー
マ
に
、

｢
し
ん
か
い
6
5
0
0
｣
を
は
じ

め
、
海
洋
で
活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト

を
紹
介
し
ま
し
た
。

川
崎
会
場
で
は
、
｢人
間
ー
夢

み
る
こ
と

,
創
る
こ
と
｣
を
テ
ー

マ
に
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
や
京
浜
工
業

地
帯
で
活
躍
す
る
防
災
ロ
ボ
ッ
ト

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

相
模
原
会
場
で
は
｢宇
宙
ー
新

し
い
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
｣
を
テ
ー

マ
に
宇
宙
と
い
う
極
限
環
境
で
活

躍
す
る

｢月
面
ロ
ー
バ
｣
な
ど
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

最
後
の
横
浜
会
場
で
は
｢世
界

ー
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
と
生
き
る
明

日
｣
を
テ
ー
マ
に
、
暮
ら
し
の

様
々
な
場
面
を
想
定
し
、
医
療
･

福
祉
で
活
躍
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
か
ら

生
活
の
中
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
ロ
ボ

ッ
ト
ま
で
を

｢
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
所

ス
ペ
シ
ャ
ル
｣
｢
ホ
ー
ム

･
ホ
ス

ピ
タ
ル
｣
｢
ス
ク
ー
ル
｣
な
ど
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

○
企
業
展
示

｢
ロ
ボ
テ
ッ
ク
シ
ョ

ー
｣

国
の
研
究
機
関
や
企
業
･
大
学

の
出
展
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究

の
最
先
端
の
状
況
を
多
く
の
方
々

に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
研
究
機

関
や
企
業
間
の
交
流
を
促
進
し
、

未
来
に
向
け
た
企
業
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
機
会
を
提
供
し
よ
う

と
す
る
企
画
で
も
あ
り
ま
す
。

○
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
が
科
学

技
術
を
楽
し
く
学
べ
る
イ
ベ
ン
ト

や
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
短
時
間

で
で
き
る
多
様
な
工
作
ま
で
誰
も

が

｢も
の
づ
く
り
｣
の
楽
し
さ
を

体
験
で
き
る
多
彩
な
工
作
教
室
等

を
実
施
す
る
ほ
か
、
小
さ
な
子
ど

も
達
が
ロ
ボ
ッ
ト
お
も
ち
ゃ
で
遊

べ
る
ゾ
ー
ン
な
ど
も
設
け
て
い
き

ま
す
。
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を

ロ
ボ
ッ
ト
競
技

格
闘
技
や
相
撲
に
見
立
て
た
対
戦

型
競
技
、
迷
路
や
障
害
物
を
施
し
た

競
技
コ
ー
ス
で
走
行
速
度
を
競
う
タ

イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
、
ま
た
、

動
き
の
楽
し
さ
を
競
う
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
競
技
な
ど
二
三
の
競
技
会
が
四

会
場
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
か
ら
社

会
人
ま
で
全
国
か
ら
参
加
者
が
集
い

ま
す
。

@
ゞ

フ
オ
ー
ラ
ム

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
初
め
て
ロ
ボ
ッ
ト
に
触

れ
る
人
か
ら
専
門
家
ま
で
、
幅
広
い

層
に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
談
義
を
展
開
し

ま
す
。
④

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト

各
会
場
ご
と
に
関
連
施
設
の
協
力

を
得
て
、
｢
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
｣

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
横
須

賀
会
場
で
は
海
洋
科
学
技
術
セ
ン
タ

ー
の
自
律
型
無
人
深
海
巡
航
探
査
機

｢う
ら
し
ま
｣
と
母
船

｢よ
こ
す
か
｣

を
特
別
公
開
し
、
川
崎
会
場
で
は
鉄

腕
ア
ト
ム
、
ブ
レ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
、

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
N
D
R
1
1
4
な
ど

ロ
ボ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
と
し
た

｢
ロ
ボ

ッ
ト
映
画
祭
｣
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。今

後
の
予
定
は
、次
の
通
り
で
す
。

○
相
模
原
会
場
…
｢宇
宙
へ
の
夢

を
語
る
｣

宇
宙
飛
行
士
･
土
井
隆
雄
氏
の

講
演
。
引
き
続
き
、
漫
画
家
･
松

本
零
士
氏
、
宇
宙
科
学
研
究
所
教

授
･
的
川
泰
を旦
氏
を
加
え
て
の
座

談
会
の
開
催

日

時
"
一
〇
月
七
日

(日
)

一
四
…
○
○
;
ニ
ハ
…
○
○

会

場
…
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

相
模
大
野

(往
復
は
が
き
事
前
申
し
込
み

制
)

○
横
浜
会
場
…
｢国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
｣｢21

世
紀

人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト

が
共
生
す
る
た
め
に
｣
を
テ
ー
マ

に
、
世
界
の
専
門
家
に
よ
る
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
各
国
の
ロ
ボ
ッ

ト
事
情
を
取
材
し
た
映
像
を
放

映
。日

時
…
三

月
二
五
日
(日
)

会

入
場
券
は
、
三
つ
の
ポ
イ
ン

ト
で
お
得
で
す
。

①
特
別
入
場
券

(四
枚
級

り
)
は
、
当
日
だ
と
三
、

六
〇
〇
円

(大
人
一
枚

あ
た
り
九
〇
〇
円
)
の

と
こ
ろ
二
、
五
〇
〇
円

(
一
枚
あ
た
り
六
二
五

円
)。

②
前
売
入
場
券
を
購
入
し

て
応
募
す
る
と
パ
ソ
コ

ン
な
ど
豪
華
賞
品
が
抽

選
で
当
た
り
ま
す
。

③
J
T
B
、
J
R
東
日
本

の
み
ど
り
の
窓
口
･
び

ゅ
う
プ
ラ
ザ
、
相
鉄
グ

リ
ー
ン
ぽ
け

っ
と
、
近

畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、

(は
が
き
事
前
申
し
込
み
制
)

◎
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
お
得
な

｢前
売

入
場
券
｣
発
売
中

現
在
、
お
得
な

｢前
売
入
場
券
｣

を
好
評
発
売
中
で
す
。
前
売

開催時期 会場 ･交通 会場テーマ

8月 2 5日 は±)

~ 9月 2 日 (日)

分約芻よ
鎚
癒
鰭
姐

場
捕
跟

絵
獺
急

須
機
京

横
◎

地球 - 青い
惑星を探る

9月 8 日 (±)

~ 9月 1 6日 (日)

分"!叺少
づ
襲
リ

杉
ぎ
鯲
る

武

ど

急

場
歳
東

会

綺

R

崎
川

J

川

◎ 癈一馨
間

こ

と

人
る

こ

1 0月 6日 は=)

~ 1 0月 1 4 日 (日)

分約
ナ

ス

ー
バ

=ン
いり
疵
聴

場
齦
勲

聡
概
瑚

纈
饒
J

し

テ

新

ン
-
口

へ

宙

フ

ア

宇

い

イ

1 1月 1 6 日 短≧)

~ 1 1月 2 5 日 (日)

分1 2怨トム顔鰍
溌
描
コ

･

揚
力
籟

絵
ル
R

横

◎

J

ボ

き

口

生
-
と

日

界

ト

明

世

ッ

る

スバ

会
議
セ
ン
タ
ー

一
三
…
三
0
~
一
五
"
三
〇

場
…
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

･

日
本
旅
行
の
各
支
店

･
営
業

所
、
ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
な
ど
皆
様
の
身
近
で
お

買
い
上
げ
い
た
だ
け
ま
す
。

(問
合
せ
"実
行
委
員
会
事
務
局

…
○
四
五
-
二
一
○
-
三
一
四
九
)



通
り
過
ぎ
る
と
き
、
ふ
と
そ
の
話
を

思
い
出
す
こ
と
が
あ
る
。悲
し
い
話
、

お
か
し
げ
な
話
、
こ
の
道
が
い
つ
も

耳
元
で
喘
い
て
い
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
の

街
道
の
嚇
き
に
、
今
日
は
少
し
触
れ

て
み
る
こ
と
に
す
る

(図
1

･
2
)
。

◆
鬼
塚
さ
ん
の
記
念
碑

時
津
町
か
ら
長
崎
市
に
入
る
手
前

街
道
の
幟
き

江
戸
時
代
、
長
崎
と
小
倉
の
五
七

里

(二
二
八
如
)
を
結
ぶ

｢長
崎
街

道
｣
は
、
江
戸
か
ら
西
へ
向
か
う

｢東
海
道
｣
｢山
陽
道
｣
に
続
い
て
延

び
る
、
九
州
第
一
の
脇
街
道
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。
小
倉
か
ら
嬉
野
、

彼
杵
等
の
二
三
の
宿
場
を
経
て
日
見

越
え
で
長
崎
へ
入
る
こ
の
街
道
は
本

街
道
に
な
る
が
、
長
崎
へ
入
る
も
う

ひ
と
つ
の
裏
街
道
が
あ
る
。

彼
杵
の
宿
場
町
か
ら
舟
で
時
津
へ

度
り
、
浦
上
を
経
て
西
坂
へ
と
続
く

｢時
津
街
道
｣
(浦
上
街
道
と
も
呼
ば

れ
る
)
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
現
在
の

国
道
二
〇
六
号
線
の
一
部
と
重
な
っ

て
い
る
。
本
街
道
を

｢東
目
通
り
｣

と
呼
ぶ
の
に
対
し
、
こ
の
時
津
経
由

は

｢西
目
通
り
｣
と
呼
ば
れ
、
本
街

道
よ
り
も
旅
程
を
一
日
短
縮
で
き
た

長
崎
県
東
京
事
務
所

前
田

佳
朗

や
言
い
伝
え
ら
れ
た
話
が
あ
る
よ
う

に
、
こ
の

｢時
津
街
道
｣
に
も
様
々

な
物
語
が
眠
っ
て
い
る
。
こ
の
道
を

図 2 時津街道 6南上街道)

こ
と
か
ら
、
古
く
よ
り
多
く
の
人
々

に
利
用
さ
れ
て
き
た
。

ど
の
街
道
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史

小
倉

黒
崎木

屋
瀬

黄
木
中
原
神
埼
堺
原

佐
賀

牛
津
小
田
北
方

嶋
･

塚
埼

増

嬉
野彼
杵

西から ･東から

図 1 長崎街道



の

[打
坂
]
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
記

念
碑
と
お
地
蔵
さ
ん
が
ひ
っ
そ
り
と

建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
バ
ス
に
ま
つ

わ
る
鬼
塚
さ
ん
と
い
う
車
掌
さ
ん
の

供
養
の
物
。
今
は
国
道
と
し
て
整
備

さ
れ
、
車
で
あ
っ
と
い
う
間
に
走
り

す
ぎ
て
い
く
こ
の
道
も
、
昭
和
の
初

期
に
は
ま
だ
舗
装
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
特
に

[打
坂
]
は
、
そ
の
名
が

牛
を
打
っ
て
荷
車
を
上
ら
せ
た
こ
と

か
ら
付
け
ら
れ
た
ほ
ど
の
急
な
坂
で

あ
り
、
難
所
と
さ
れ
て
い
た
。

当
時
の
バ
ス
は
ま
だ
木
炭
車
で
、

昭
和
二
二
年
の
あ
る
日
、
原
爆
治
療

に
病
院
へ
向
か
う
人
三
〇
数
名
を
載

せ
て
そ
の
バ
ス
は
走
っ
て
い
た
。
バ

ス
が
[打
坂
]
を
上
っ
て
き
た
と
き
、

突
然
エ
ン
ジ
ン
が
止
ま
り
、
ブ
レ
ー

キ
も
効
か
な
く
な
っ
た
。
す
ぐ
に
弓

い
た
サ
イ
ド
ブ
レ
ー
キ
も
効
か
ず
、

バ
ス
は
次
第
に
後
ろ
に
下
が
り
始
め

た
。運
転
手
は
車
掌
の
鬼
塚
さ
ん
に
、

す
ぐ
に
降
り
て
車
の
下
に
何
か
敷
い

て
止
め
る
よ
う
に
指
示
を
し
た
。
鬼

塚
さ
ん
は
急
い
で
飛
び
降
り
る
と
近

く
に
あ
る
物
を
手
当
た
り
次
第
に
敷

い
た
が
、
バ
ス
は
止
ま
ら
ず
勢
い
を

増
し
な
が
ら
後
ろ
に
下
り
続
け
た
。

｢も
う
ダ
メ
ば
い
!
｣
と
み
ん
な
が

そ
う
思
っ
た
と
き
、
な
ぜ
か
崖
っ
ぷ

ち
で
バ
ス
は
止
ま
っ
た
。
皆
が
降
り

て
一
安
心
し
て
い
る
と
、
そ
の
う
ち

の
一
人
が
バ
ス
の
後
ろ
で
、
車
輪
の

下
に
挟
ま
っ
て
い
る
鬼
塚
さ
ん
を
見

つ
け
た
。
鬼
塚
さ
ん
は
ど
う
し
て
も

止
ま
ら
な
い
バ
ス
を
、
自
分
の
体
で

止
め
て
息
絶
え
て
い
た
の
だ
っ
た
。

の
ち
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
記
念
碑
に

は
、
今
も
花
が
絶
え
な
い
で
い
る
。

◆
二
十
六
聖
人

歴
史
を
豊
臣
秀
吉
の
時
代
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
と
、
も
う
一
つ
の
悲
し
い

話
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
二
十

六
聖
人
の
殉
教
に
つ
い
て
は
、
そ
の

碑
が
長
崎
駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、

訪
れ
た
人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
の
殉
教
の
地
ま
で
の
最
後

の
長
崎
へ
の
道
の
り
が
、
｢時
津
街

道
｣
だ
っ
た

(写
真
1
)。

二
十
六
聖
人
は
、
豊
臣
秀
吉
の
キ

リ
ス
ト
教
禁
止
令
に
よ
り
大
阪
、
京

都
な
ど
で
捕
ら
え
ら
れ
た
六
名
の
外

で
大
村
湾
を
横
断
、
そ
の
日
の
夜
遅

国
人
宣
教
師
と
二
〇
名
の
日
本
人
信

く
時
津
に
到
着
す
る
。冬
の
寒
い
中
、

者
で
、
三
一歳
の
ル
ド
ビ
コ
茨
木
を

舟
中
で
一
夜
を
過
ご
し
た
二
十
六
聖

最
年
少
に
、
そ
の
中
に
は
一
三
歳
の

人
は
、
翌
朝
早
く
に
時
津
を
出
発
し
、

ア
ン
ト
ニ
オ
と
い
う
長
崎
出
身
の
少

正
午
頃
西
坂
に
到
着
す
る
と
直
ち
に

年
も
い
た
。

処
刑
さ
れ
た
。
二
月
五
日
の
こ
と
だ

大
阪
を
一
五
九
七
年
一
月
一
〇
日

っ
た
。

(慶
長
元
年
一
一
月
二
二
日
)
に
長

自
ら
の
運
命
へ
向
か
っ
て
冬
の

崎
へ
向
け
出
発
し
た
。
岡
山
、
広
島

｢時
津
街
道
｣
を
歩
み
な
が
ら
、
二

な
ど
の
山
陽
道
を
経
て
、
二
月
四
日

六
人
は
何
を
考
え
、
何
を
祈
っ
た
の

に
彼
杵
宿
に
到
着
し
、
そ
の
ま
ま
舟

だ
ろ
う
か
。

　
　　　　
　

き

諫

　　　　
　　
　

　
　

む
さ
くぐち
ふ
な
に
鴇鰐

　　　　
　　　

"
‐
"

崎

　　　

　写真 1 長崎 二十六聖人殉教地
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◆
さ
ば
く
さ
ら
か
し
い
わ

こ
の
｢時
津
街
道
｣
を
語
る
の
に
、

も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
話
が

あ
る
。｢時

津
街
道
｣
を
港
か
ら
長
崎
へ

向
か
っ
て
少
し
行
く
と
、
[継
石
]

と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
右
手

を
見
上
げ
る
と
、
奇
妙
な
形
の
岩
が

目
に
留
ま
る
。
こ
の
人
形
に
見
え
る

岩
の
せ
い
で
商
売
物
を
腐
ら
し
て
し

ま
っ
た
話
が
、
江
戸
時
代
か
ら
語
り

伝
え
ら
れ
て
い
る

(写
真
2
)。

昔
、
時
津
の
浜
に
一
人
の
お
百
姓

さ
ん
が
い
た
。
あ
る
朝
、
海
に
出
て

網
を
う
っ
た
と
こ
ろ
、
思
い
が
け
な

く
た
く
さ
ん
の
秋
鯖
が
網
に
か
か
っ

た
。
｢こ
れ
は
見
事
な
秋
鯖
だ
。
長
崎

に
持
っ
て
行
っ
て
、
売
っ
て
一
儲
け

し
よ
う
｣

お
百
姓
さ
ん
は
そ
の
鯖
を
篭
い
っ

ぱ
い
に
詰
め
る
と
、
そ
れ
を
担
い
で

長
崎
へ
向
か
っ
た
。

街
道
を
進
み
、
ち
ょ
う
ど

[縄
石
]

あ
た
り
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
一
息

入
れ
よ
う
と
汗
を
拭
き
な
が
ら
ふ
と

見
上
げ
る
と
、
岩
の
上
に
も
う
一
つ

岩
が
乗
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
そ

の
上
の
方
の
岩
は
今
に
も
落
ち
て
き

そ
う
に
思
え
た
。

｢
い
っ
落
ち
る
だ
ろ
う
か
。
落
ち

て
か
ら
通
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
急
い

で
通
ろ
う
か
｣
と
、
お
百
姓
さ
ん
は

岩
の
手
前
で
行
っ
た
り
来
た
り
し
て

い
た
。
そ
の
う
ち
と
う
と
う
日
が
暮

れ
て
し
ま
い
、
気
が
付
く
と
篭
の
中

の
鯖
は
み
ん
な
腐
っ
て
し
ま
っ
て
い

た
。
お
百
姓
さ
ん
は
が
っ
か
り
し
て

家
に
引
き
返
し
た
。

そ
れ
か
ら
こ
の
岩
の
こ
と
を

｢鯖

く
さ
れ
石
｣
あ
る
い
は

｢爛
鯖
厳

〈さ
ば
く
さ
ら
か
し
い
わ
)｣
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
を
通
る
と
必
ず
こ
の
話
が

フ
ッ
と
浮
か
ん
で
し
ま
う
。
そ
し
て

つ
い
つ
い
｢さ
ば
く
さ
ら
か
し
い
わ
｣

を
探
し
て
し
ま
う
自
分
が
そ
こ
に
い

る
。
行
こ
う
か
ど
う
し
よ
う
か
と
迷

う
こ
と
は
な
い
に
し
ろ
、
な
ん
と
も

の
ん
び
り
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
な

が
ら

!
。

写真2 さばくざらかしいわ
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幻鱗
"

月
･日

世
界

の
動

き

○
石
油
輸
出
国
機
構

(O
P
E
C
)
が
原
油
価
格
を
維
持
す
る
た

め
の
日
量
一
〇
〇
万
バ
レ
ル
の
臨
時
減
産
を
決
め
た
。
日
米
欧
諸

国
の
景
気
減
速
に
対
応
す
る
措
置
で
、
減
産
は
今
年
に
入
っ
て
三

度
目
。

○
米
商
務
省
発
表
に
よ
る
と
、
今
年
四
~
六
月
期
の
実
質
国
内
総

生
産

(G
D
P
)
成
長
率

(季
節
調
整
済
み
、
速
報
値
)
は
年
率

換
算
で
前
期
比
○
･
七
%
と
な
り
、
一
~
三
月
期
の
一
･
三
%
に

比
べ
米
景
気
の
大
幅
減
速
を
示
し
た
。

○
ロ
シ
ア
を
訪
問
中
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)

の
金
正
日
総
書
記
が
、
プ
ー
チ
ン
･
ロ
シ
ア
大
統
領
と
会
談
し
、

｢
モ
ス
ク
ワ
宣
言
｣
に
調
印
し
た
。
宣
言
は
米
国
が
改
廃
を
求
め

る
弾
導
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

(A
B
M
)
制
限
条
約
に
つ
い
て

｢戦

略
的
安
定
の
基
礎
｣
と
し
て
堅
持
す
る
な
ど
米
国
を
け
ん
制
す
る

内
容
と
な
っ
た
。

○
韓
国
の
ソ
ウ
ル
地
検
は
、
主
要
全
国
紙
の
脱
税
容
疑
事
件
で
、

朝
鮮
日
報
の
方
相
勲
社
長

(五
三
)
ら
三
社
の
社
主
を
逮
捕
し
た
。

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
の
社
主
の
一
斉
逮
捕
は
韓
国
で
は
異
例
。

事

項

“燃
月
･日

国
内

の
動

き

○
兵
庫
県
明
石
市
の
J
R
朝
霧
駅
に
通
じ
る
歩
道
橋

(長
さ
約
一

〇
0
m
、
幅
約
四
m
)
上
で
、
花
火
見
物
客
が
将
棋
倒
し
と
な
り
、

]
○
人
が
死
亡
し
、
九
〇
人
以
上
が
負
傷
。

○
第
一
九
回
参
議
院
通
常
選
挙
は
投
開
票
の
結
果
、
自
民
党
が
改

選
六
一
を
上
回
る
六
四
議
席
を
獲
得
、
公
明
、
保
守
両
党
を
加
え

た
与
党
の
合
計
は
七
人
議
席
と
な
っ
た
。

0
国
税
庁
が
路
線
価

(評
価
時
点
=
一
月
一
日
)
を
公
表
。
全
国

四
〇
万
地
点
の
平
均
価
格
は
、
一
三
万
七
、
0
0
0
円
で
、
昨
年

よ
り
六
･
二
%
下
が
り
、
九
年
連
続
の
下
落
。

○
外
務
省
が
昨
年
の
九
州

･
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
を
め
ぐ
る
ハ
イ
ヤ
ー

代
水
増
し
請
求
事
件
で
、
詐
欺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
職
員
二
人
の
懲

戒
免
職

(六
日
付
)
を
含
め
職
員
一
三
人
の
処
分
を
発
表
。

0
政
府
が
臨
時
閣
議
で
一
般
歳
出
を
過
去
最
大
規
模
で
減
額
し
四

七
兆
八
、
0
0
0
億
円
と
す
る
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
基
準
を

了
解
し
た
。

○
小
泉
純
一
郎
首
相
が
靖
国
神
社
を
参
拝
し
た
。
終
戦
記
念
日
の

!
五
日
に
参
拝
す
る
意
志
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
が
、
中
国
、
韓

国
な
ど
の
反
発
で
前
倒
し
し
た
。

○
日
本
銀
行
が
景
気
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、
追
加
的
な
金
融

の

｢量
的
緩
和
｣
に
踏
み
切
る
こ
と
を
決
め
た
。
具
体
的
に
は
金

融
機
関
が
日
銀
に
預
け
て
い
る
当
座
預
金
の
残
高
の
目
標
を
現
在

の
五
兆
円
か
ら
六
兆
円
に
増
や
す
な
ど
の
措
置
。

事

項

“
月
.日

道
路
行
政

の
動

き

○
阪
神
高
速
道
路
七
号
北
神
戸
線
の

｢有
馬
北
ト
ン
ネ
ル
｣
(東

行
き
一
、
八
一
0
m
･
西
行
き
一
、
八
八
三
m
)
が
貫
通
。

○

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
が
始
ま
る
。

○
仙
台
東
部
道
路
の
亘
理
I
C
~
岩
沼
I
C
間

(二
･
二
蛔
)
と

仙
台
東
I
C
~
仙
台
港
北
I
C
間

(五
･
二
皿
)
、
仙
台
南
部
道

路
の
山
田
I
C
~
仙
台
南
I
C
間

(三
･
六
虹
)
が
開
通
。

○
道
の
駅
と
み
う
ら
、
海
ほ
た
る
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で

｢道
の

日
｣
中
央
行
事
、
｢道
の
こ
ど
も
親
善
大
使
｣
施
設
見
学
会
が
開

催
さ
れ
る
。

○
中
国
横
断
自
動
車
道
尾
道
松
江
線

(島
根
県
加
茂
町
地
先
)
の
･

加
茂
ト
ン
ネ
ル

(七
八
0
m
)
が
貫
通
。

○
東
京
･
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
で

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
、

さ
わ
や
か

｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
る
。

○

｢道
の
駅
｣
の
第
一
七
回
登
録
で
三
九
箇
所
を
追
加
、
累
計
で

は
六
四
九
箇
所
に
な
っ
た
。 事

項



勧
誘
電
話
が
自
宅
に
い
て
も
事
務
所
に
い
て
も
掛

っ
て
こ
な
い
日
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
生
活
す
る
の

に
や
っ
と
の
貧
乏
人
に
商
品
先
買
、
不
動
産
購
入
の

誘
い
が
最
近
一
段
と
多
く
な
っ
て
来
て
い
る
が
、
経

済
不
況
の
た
め
で
あ
る
に
し
て
も
全
く
的
外
れ
の
営

業
活
動
に
苦
笑
し
て
い
る
。

そ
の
他
家
屋
の
改
修
、
幕
の
購
入
の
こ
と
ま
で
絶

え
ず
広
告
宣
伝
電
話
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
案
外
引
き

下
が
る
こ
と
が
早
く
こ
ち
ら
が
気
抜
け
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
商
業
電
話
は
、
玄
関
の
戸
を
叩
く
こ
と

も
な
く
直
接
居
間
に
姿
を
出
す
招
か
れ
ざ
る
商
人
で

あ
り
、
か
な
り
覚
悟
を
き
め
て
話
を
聞
か
ぬ
と
負
け

て
し
ま
う
よ
う
な
雰
囲
気
に
す
る
。

静
か
に
そ
の
都
度
対
応
し
断
る
の
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
相
手
方
に
望
み
が
あ
る
か
の
如
く
曲
解
し
て
執

拗
に
迫

っ
て
来
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
も
い
る
。
ス
ト
ー

カ
ー
で
は
な
い
か
と
答
え
た
く
な
る
程
に
強
引
に
商

売
を
展
開
し
て
、
全
く
驚
く
ば
か
り
の
経
験
も
少
な

く
な
い
。

年
齢
を
聞
い
て
諦
め
る
勧
誘
者
も
あ
る
が
、
勝
手

に
送
っ
て
来
た
資
料
で
判
断
を
迫
る
こ
ち
ら
側
の
都

合
を
無
視
す
る
電
話
も
あ
り
、
気
の
弱
い
筆
者
で
も

怒
り
を
覚
え
る
時
が
あ
る
。

財
テ
ク
に
熱
心
な
人
、
生
活
の
豊
か
さ
を
目
指
す

人
が
多
い
た
め
に
こ
の
よ
う
な
営
業
が
あ
る
の
で
あ

ろ
う
が
、
情
報
交
換
が
頻
り
に
な
さ
れ
る
経
済
社
会

の
真
只
中
に
あ
っ
て
は
い
さ
さ
か
疲
れ
を
覚
え
る
の

で
あ
る
。

個
人
の
情
報
が
あ
ち
こ
ち
と
流
れ
、
活
用
さ
れ
た

り
悪
用
さ
れ
た
り
し
て
も
そ
れ
を
甘
受
し
、
そ
れ
に

耐
え
て
ゆ
く
こ
と
が
現
代
人
の
宿
命
な
の
か
も
知
れ

な
い
。
そ
し
て
こ
の
様
な
情
報
網
が
宇
宙
に
地
球
に

す
み
ず
み
ま
で
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
支
え

て
い
る
の
が
終
局
的
に
は
道
路
に
敷
設
さ
れ
る
占
用

物
件
の
大
部
分
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
道
路
関
係
者
は
こ
れ
を
や
む
を
得
ぬ
も
の
と

し
て
受
け
と
め
ね
ば
な
る
ま
い
か
。

今
、
日
本
の
G
D
P
は
五
〇
〇
兆
円
と
い
わ
れ
て

い
る
が
こ
れ
ら
の
情
報
活
動
が
相
当
の
高
い
パ
ー
セ

ン
テ
ー
ジ
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
何
パ
ー

セ
ン
ト
が
ほ
ん
と
う
に
経
済
活
動
に
役
立
っ
て
い
る

の
か
と
思
え
ば
消
費
社
会
の
効
率
化
を
図
る
べ
き
時

代
に
あ
る
の
で
は
と
つ
く
づ
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
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